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はじめに 


本書は、 MS-DOS (マイクロソフト•ディスクオペレーティングシステム）の入門ガイドです。 
MS - DOS は、ワープロソフト、表計算ソフト、 BASIC などのソフトウェアの裏方となって、あな 
たの コンピュー タシステムを全体的に コン ト ロールす るソフトウェアです。 

本書では、 MS - DOS を初めて利用される方のために、 MS - DOS の機能の中から頻繁に使う機能や 
重要な機能を選んで、できるだけ具体的に解説しています。説明の文章だけでは分かり難い事柄も、操 
作例にならって実際に操作をするうちに自然と身につくでしょう。 MS - DOS を初めて使用される方 
は、まず本書からお読みください。 


本書の構成と使い方 

本書は、入門編（第1章〜第3章）と応用編（第4章〜第7章）、そして付録 
で構成されています。 


►入門 編 _ 


入門編は、初めて MS - DOS を使う方に、ぜひ読んでいただきたい解説です。 

ここでは、 MS - DOS の基礎となる事項が説明されています。 

第1章 MS - DOS がどのような働きをするソフトウエアであるか紹介しま 

す。また、 MS - DOS の起動方法と終了方法を説明しています。 

第2章 MS - DOS を使用する際に必要となる基礎知識を説明しています。こ 

こで説明されている用語や事柄は、本書の他のマニュアル、たとえ 
ば、 『 MS - DOS ユーザーズリファレンスマニュアル』（別売）など 
を読まれる際の基礎となるものです。 

第3章 MS - DOS を起動したとき、最初に表示される「メニュー」画面での 

操作方法を説明しています。 MS - DOS は、 コマンド（コンピュータ 
に対する命令）をキーボードからタイプしながら使用することも、あ 
らかじめ頻繁に使用する コマン ドを登録されているメニュー項目を選 
択することで使用することもできます。 
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本書の構成と使い方 


応用編 ■"" ' 

ワープロソフトで書いた文章や BASIC で作成したプログラムなどの情報（デ 
一夕）を、フロッピィディスクに保存したものを「ファイル」と呼びます。また、 
ディスクに記録されているファイルの記録を「ディレクトリ」と呼びます。 

応用編では、 MS - DOS のいろいろな機能の中から、フロッピィディスクや固 
定ディスクに記録したファイルを整理するための操作、ファイルとディレクトリ 
の操作に重点を置いて説明します。また、 MS-DOS がどのように働くソフトウ 
エアであるか、その仕組みを少し詳しく説明します。 

第 4 章 コンピュータを操作するうちに、ディスクにはたくさんのファイルが 
記録されてきます。ここでは、ファイルを整理する方法を解説しま 
す。 

第 5 章 本棚の本を分類整理するように、ディレクトリを操作して、ファイル 

を上手に管理する方法を解説します。 

第 B 章 ここでは MS-DOS の動作の仕組みを解説します。少し専門的になり 

ますが、簡単な原理を理解すれば、ずっと応用力が身につくでしょ 
う。また ここでは、 コマンドを自動的に実行する方法や、 MS-DOS 
を起動時にもっとも使いやすい状態に設定するシステム ファイルの 役 
割りなども説明します。 

第 7 章 MS-DOS が標準として提供するスクリーンエディタ'' SEDIT" の、 

操作方法の説明です。 SEDIT を使用すると、矢印キーやファンクシ 
ヨンキーなどの簡単な操作で、テキスト（文字）ファイルを作成した 
り編集したりすることができます。 CONFIG. SYS ファイルや、 A 
UTOEXEC.BAT の編集も簡単に行うことができます。 

►付録 - 


付録では、次のような情報を提供しています。必要に応じてご利用ください。 

付録 A 漢字やひらがななどを入力するための、 MS-DOS の標準の日本語入 

力機能の基本的な操作方法を説明しています。 

付録巳 操作中に表示されるエラーメッセージと、その対策を説明していま 

す。 

付録 C MS-DOS のマニュアルで使用される、基礎的な用語を説明していま 

す。 

付録 □ お買い上げいただいたシステムディスクで提供されている、すべての 

MS-DOS コマンドの使用方法の要約です。本書の本文中で扱われて 
いないコマンドや機能についても、要約が掲載されています。 
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その他のマニュアル 


その他のマニュアル 


本書の他に、次のようなマニュアルが用意されています。必要に応じてご利用 
ください。 

MS-DOS 3.3 D インストールガイド 

ソフトウェアをコンピュータで使用できるようにする操作を「インストール」 
と言います。お買い上げいただいた MS - DOS は、まず、このマニュアルの説明 
に沿ってインストールしてください。『インストールガイド』では、アプリケーシ 
ョン（ワープロや表計算ソフト）をインストールする方法も説明しています。ま 
た、プリンタやマウスなど、本体以外の装置（周辺装置）や、日本語入力機能を 
利用できるようにする方法も説明されています。 

•拡張機能セット（別売） 

以下のマニュアルは、別売の『拡張機能セット』で提供されています。 

ユーザーズリファレンスマニュアル 

『ューザーズ ガイド』では、 MS-DOS の 最も基礎的な コマンドと 操作方法を扱 
ってい ますが、 『ューザーズリファレンスマニュアル』 では、 すべてのコマンドに 

関する詳細な説明と、より高度な操作方法の説明を行っています。 MS - DOS の 
手引きとして、ご利用ください。 

日本語入カガイド 

『ューザーズ ガイド』でも日本語の入力方法を扱っていますが、 MS - DOS の日 
本語入力機能は、この他にも機能を備えています。『日本語入カガイド』では、そ 
のような機能を詳細に説明しています。また、辞書ファイルを保守管理する ュー 
ティリティ （ DICM ) や、 ューザーが 独自の記号や漢字を作成して利用するた 
めの ューティリティ （ USKCGM ) も説明しています。 

プログラマーズリファレンスマニュアル Vol.K Vol .2 

MS - DOS の内部的な技術情報を、詳細に説明しています。 Vol . l では、主に 
本体機能関係（ファンクションリクエスト）などを扱っています。 Vol .2 では、 
周辺装置（デバイスドライバ）関係を扱っています。 MS - DOS の内部機能を利 
用するプログラムを作成される際にご利用ください。 

プログラム開発ツールマニュアル 

プログラム開発の際に利用する、リンカ （ LINK ) 、シンボリックデバッグ 
ューティリティ ( SYMDEB ) 、ライブラリマネージャ （ LIB ) 、プログラム 
メインテナ （ MAKE ) を解説しています。アセンブリ言語などで、プログラム 
を開発される際にご利用ください。 
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ここでは、 MS - DOS の基礎事項や、他のマニュアルで 
も使われる用語などを説明しています。初めて MS - 
DOS を使用される方に、ぜひ読んでいただきだい内容 
です。 




■本編の内容 ■ 

第1章 MS - DOS を使ろために 
第2章 MS - DOS の基礎知識 
第3章メニューの使い方 







MS - DOS を使うために 


この章では、 MS - DOS を使う前の準備として、 MS - DOS の紹介と動かし方 
についてお話します。これから使う MS - DOS とは一体何をするものなのか、動 
かすためにはまずどうしたらよいのかを学んでください。 


1.1 MS - DOS の役割を知ろ5 

MS-DOS は、「ェムェスドス」と読みます。これから、あなたのパソコンと 
MS-DOS の関係について簡単にご紹介しましょう。 

►八 ードウェアとソフトウェア - 

みなさんが「パソコン」という言葉からイメージするものは、オフィスなどの 
机の上に置いてある箱状の機械でしょうか。膝の上や手のひらの上に乗る小さな 
機械でしょうか。パソコンの種類も増えてきました0同時に、ディスプレイ装置 
やプリンタなどはもちろんのこと、ディスク装置やマウスなどの周辺装置の種類 
も増えてきました。パソコンをイメージしたときに、これらの周辺装置のセット 
を想像した方も多いと思います。コンピュータの世界では、これらの機械のこと 
をす ベて 「ハードウェア」（略してハード）と呼びます。 

ハードウェアは、それだけでは何もすることができません。ハードウェアを操 
作するプログラム、すなわち「ソフトウェア」（略してソフト）が必要です。コ 
ンピュータは、ハードウェアとソフトウヱアの両方が揃って一人前というわけで 
す。 

► os (オペレーティングシステム）とアプリケーションソフト - 

ソフトウェアには、いろいろな種類のものがありますが、大きく分けると、 
0 S (オペレーティングシステム）とアプリケーションソフトの2つに分けられ 
ます。本書で説明する MS-DOS は、この 0 S の一種です。 

アプリケーションソフトは私達になじみ深いソフトウェアで、ワープロソフ 
卜、表計算ソフト、ゲームソフトなどは、みなアプリケーションソフトです。私 
達は、これらのソフトで、目的に応じた具体的な仕事を行います。パソコンで文 
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1.1 MS - DOS の役割を知ろろ 


書を書く、パソコンで計算をする、パソコンのゲームで遊ぶなど、私達が「パソ 
コンで〇〇をする」というときの「〇〇」の部分で実際に働くソフトウヱアが、 
アプリケーションソフトです。 

一方、 0 S には、アプリケーションソフトのように具体的な仕事はありませ 
ん。 0 S の主な仕事は、ハードウエアを管理して、アプリケーションソフトが仕 
事をするために必要な裏方作業をすることです。したがって、その仕事ぶりは私 
達の目につきにくいのですが、 0 S はなくてはならない、パソコンを使うための 
基本となるソフトです。そのために、 0 S は「基本ソフト」と呼ばれることもあ 
ります。基本ソフトである 0 S が働いているからこそ、私達はパソコンをさまざ 
まな用途に使うことができるのです。 



► MS - DOS の働き 


「 MS - DOS 」 は、米国のマイクロソフト社が開発した 0 S で 、 「Microsoft 
Disk Operating System 」 を略して付けられた名前です。これは、「ディスク装 
置を接続したコンピュータシステム用のマイクロソフト社が開発した 0 S 」 とい 
う意味になっています。 

現在、 MS - DOS は、世界中のパソコンの 0 S として広く使われています。ま 
さに MS — DOS はバソコン用 0 S の主流です。 

私達がコンピュータを使っているときは、アプリケーションソフトだけでな 
く、 0 S である MS - DOS も使っているのでしたね。アプリケーションソフト 
は、ハードウェアを管理する MS - DOS に命令を送って、いろいろな働きをさせ 
ます。その上でアプリケーションソフト自身の得意な仕事をしています。私達と 
ハードウェアの間には、 MS - DOS とアプリケーションソフトという2種類のソ 
フトウェアがあって、それぞれ得意な仕事をこなしているというわけです。 

では、 MS — DOS はいつも裏方かというと、決してそんなことはありません。 
私達が、直接 MS - DOS に命令を出して、特定の仕事をさせることもできます。 
MS - DOS の仕事はパソコンを使う上で非常に基本的なことが多いので、直接 
MS - DOS を操作すると、基本的な作業（たとえばフロッピィディスクの内容の 
複写など）を効率良く行うことができるようになります。 

M 3- D 0 S はパソコンの基本ソフトです。何事も基本を押さえれば、応用はた 
やすいものです。あなたにとって MS - DOS がなじみ深いソフトになったら、そ 
のときはパソコンもアプリケーションソフトも、今よりずっと親しい道具になっ 
ているでしよう。 


3 






第 1 章 MS - DOS を使うために 


1.2 MS - DOS の起動と終了 


ソフトウェアを使える状態にすることを「起動する」とか「立ち上げる」など 
といいます。ここでは MS-DOS の起動のしかたと終了のしかたについて説明し 
ます。 

フロッピィディスクでシステムを運用する場合と、固定ディスクで運用する場 
合に分けて説明します。 

►フロッピィ ディスクでの起動と終了 - 


ここでは、フロッピィディスクで MS-DOS を運用する場合の、起動方法と終 
了方法を説明します。起動してすぐに終了してしまうのは少々残念ですが、正し 
い起動方法と終了方法を会得していれば、いつでも MS-DOS の勉強を再開でき 
ます。 



ここでの説明は、フロッピィディスクに、 MS-DOS の運用ディスク（シス 
テムディスク）が作成されていることを前提に行っています。運用ディスクの作 
成を行っていない方は、まず 『 MS-DOS 3.3 D インス f ルガイド』をお読 
みください。 


• MS-DOS の起動方法 

フロッピィディスク（運用ディスク）で MS-DOS を起動するには、次のよう 
にします。 

Q まず、コンピュータシステムの電源を ON にします。周辺装置とコンピュ 
—夕本体の電源が分かれて いる 場合には、周辺装置の電源を先に ON にし 
ましよつ0 

















1.2 MS - DOS の起動と終了 



Q 本体のリセットスイッチを押します。 



Q 数秒すると、 MS - DOS が動ぎ始め、次のよラな画面が表示されます。 


NEC PC-9800 シリ - 又 、' ir-vn コンピユ ー ? 

マイクロリフト NS-DOS rr- シ '' ヨン 3.300 

Copyright (C) 1981,1991 Hicrosoft Corp. / NEC Corporation 
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第 1 章 MS - DOS を使ろために 


Q いくつかのメッセージが表示された後、自動的に MS - DOS のメニュー画 
面になります。 



参考 


この状態は、 MS - DOS は起動していますが、すでにメニュー （ MENU ) 
コマンドも実行されている状態なので、いったん MENU コマンドを終了し 
ます。メニュー画面での操作方法は、第3章で説明されています。 


Q メニューが表示されている状態で、キ- 
MENU コマンドを終了します。 


-ボードの [STOPI キーを押して、 



参考 


メニュー 画面で、 [ uQ ] キーで「メニューの 終了」という項目を反転表 
示させ、 ㈣ キーを押しても、 MENU コマンドを終了することができま 
す0 


プロンプト — 画面の 「 A >」 という表示は MS - DOS の「プロンプト」と呼ばれ、 MS - 
コマンドの基呢 DOS が命令を待っている状態を表しています。これが、 MS - DOS だけが起動 
している状態です。続いて、 MS - DOS の終了方法を説明します。 
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1.2 MS - DOS の起動と終了 


• MS - DOS の終了方法 

MS-DOS を終了する手順は、次のとおりです。 

Q 画面に MS-DOS のプロンプトが表示されていることを確かめます。 





画面に MS - DOS のプロンプトが表示されていない場合は、何かプログラム 
を実行している最中です。実行が終わるまでしばらく待つか、そのプログラムの 
終了の手続きを行ってください。終了の手続きは、プログラムによって異なりま 
すので、そのプログラムの解説をご覧ください。 


Q ディスクドライブに入っているフロッピィディスクをすべて取り出します。 

EI コンピュータシステムの電源を OFF にします。周辺装置とコンピュータ本 
体の電源が分かれている場合には、本体の電源を先に OFF にしましょう。 

以上で MS-DOS が終了しました。取り出したフロッピィディスクは、大切に 
保管しておきましょう。 


固定デイスクでの起動と終了 


ここでは、固定ディスクで MS-DOS を運用する場合の、起動方法と終了方法 
を説明します。起動してすぐに終了してしまうのは少々残念ですが、正しい起動 
方法と終了方法を会得していれば、いつでも MS-DOS の勉強を再開できます。 



ここでの説明は、固定ディスクが、 MS - DOS の運用ディスク（システムデ 
ィスク）として作成されていることを前提に行っています。運用ディスクの作成 
を行っていない方は、まず 『 MS-DOS 3.3 D インストールガイド』をお読み 
ください。 
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• MS-DOS の起動方法 

固定ディスクから MS - DOS を起動するには、次のようにします。 

Q コンピュータシステムの電源を ON にします。周辺装置とコンピュータ本 
体の電源が分かれている場合には、周辺装置の電源を先に ON にしましよ 
う。 



Q しばらくすると、 MS - DOS が動ぎ始め、次のよろな画面が表示されま 
す。 


NEC PC-9800 シリ - 广が-ガルコンピュータ 
マイク 0V フト HS-DOS A''- シ '' ヨン 3.30D 

Copyright (C) 1981,1991 Microsoft Corp. / NEC Corporation 


Q いくつかのメッセージが表示された後、自動的に MS - DOS のメニュー画 
面になります。 

















1.2 MS - DOS の起動と終了 


参照 

「2.1 

知識」 



:春考 この状態は、 MS - DOS は起動していますが、すでにメニュー （ MENU ) 

コマンドも実行されている状態なので、いったん MENU コマンドを終了し 
ます。メニュー画面での操作方法は、第3章で説明されています。 

Q メニューが表示されている状態で、キーボードの I STOP ] キーを押して、 
MENU コマンドを終了します。 



メニュー 画面で、キーで 「メニューの終了」 という項目を反転表 
示させ、キーを押しても、 MENU コマンドを終了することができま 
す。 

:プロンプト — 画面の 「 A >」 という表示は MS - DOS の 「プロンプト」 と呼ばれ、 MS - 
コマンドの基礎 DOS が命令を待っている状態を表しています0これが、 MS - DOS だけが起動 
している状態です。 

続いて、 MS - DOS の終了方法を説明します。 
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第 1 章 MS - DOS を使ろために 


• MS - □〇 S の終了方法 

MS - DOS を終了するには、次のようにします。 

Q 画面に MS-DOS のプロンプトが表示されていることを確かめます。 




画面に MS-DOS のプロンプトが表示されていない場合は、何かプログラム 
を実行している最中です。実行が終わるまでしばらく待つか、そのプログラムの 
終了の手続きを行ってください。終了の手続きは、プログラムによって異なりま 
すので、そのプログラムの解説をご覧ください。 


Q ディスクドライブに入っているフロッピィディスクをすべて取り出します。 
^キーボードの I STOP ] キーを押します。 




固定ディスクを使っている場合は、電源を切る前に必ず ISTOPj キーを押しま 
しよう。使用している固定ディスクが「オートリトラクト（自動退避機構）」と 
呼ばれる機能を備えている場合は、キーを押さずに電源を切ってもかま 
いません。詳しくは固定ディスクのマニュアルを参照してください。 
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1.2 MS - DOS の起動と終了 


Q コンピュータシステムの電源を OFF にします。周辺装置とコンピュータ本 
体の電源が分かれている場合には、本体の電源を先に OFF にしましよう。 

以上で MS - DOS が終了しました。 
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MS-DOS の基礎知識 


この章では、 MS-DOS を使うために知っておかなければならない、いくつか 
の基礎的な用語を説明します。実際に MS-DOS を操作しながら、「コマンド」 
「ファイル」「ドライブ」「ディスク」などの、 MS-DOS のキーワードを覚え 
て行きましょう。 


2.1 コマンドの基礎知識 

MS-DOS に仕事をさせるときは、私達が目的に応じた命令を与えます。この 
命令が「コマンド」です。そして、 MS-DOS に命令を与えることを、「コマン 
ドを入力する」とか「コマンドを実行する」と言います。 

►簡単な コマンドを使ってみましょう - 

それではさっそくコマンドを使ってみましょう。 

参照：起動の方法 h 
「1.2 MS-DOS の起 
動と終了」 


MS - DOS を起動します。自動的にメニューが起動されます。 


MS-DOS 3.3D コマンドメニュー（コマンド選択）レ 4 Menu vX.XX 


FI 额 X 霧屈調 

F2 アブリケーシヨンソフトの登錄 

F3 ファイル名一覧の表示 

F4 フロッピィディスク （2 HD ) の初期化 

F5 フロッピィディスク （2 HD ) の複写（バックアップ） 


日付： 

XXXX-XX-XX 

時刻： 

XX: XX 

MS-DOS ： 

Uer. 3.30 

F6 システム環境の変更 

FT システムファイルの転送 

F8 メニューの編集 

F9 メニューの終了 



[日本語 MS-DOS (Ver 3. 3 D ) を紹介します. ] 


矢印キーで項目を選択し、リターンキーを押してください 
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2.1 コマンドの基礎知識 


参照：プロンプト— 
「1.2 MS-DOS の起 
動と終了」 


P キーを押して、 MS - DOS のコマンドモード （ A 〉 が表示されてい 

る状態）にします。この 「 A 〉 j をプロンプト、すぐ隣で点滅している四角 
形を「力ーソル」と呼びます。 


«>■ 



MS - DOS のコマンドはたくさん用意されていますが、ここでは日付を設定する 
''DATE (デート）"コマンドを使ってみることにします。このコマンドは、コ 
ンピュータの内蔵時計に、現在の日付を設定したり、設定を確かめる働きをしま 
す0 


それでは、 DATE コマンドを使ってみましよう。 「 A 〉」 という表示に続 
けてキーボードから 「 DATE 」 とタイプしてください。コマンドは、大文 
字でタイプしても小文字でタイプしてもかまいません。ただし、必ず半角文 
字を使ってください。 

_考） 文字の入力を間違えたら、キーで間違えた文字まで戻り、正しい文 

^ 字をタイプし直します。 


A>date 



半角文字— MS - DOS を起動した状態で文字を入力すると、半角文字になり 
ます。 MS - DOS のコマンド入力では、この半角文字を使います。「日本語入 
カモード」（付録 A を参照）にしてから入力する全角文字は使えません。 
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第 2 章 MS - DOS の基礎知識 


0綴りを確かめて ㈣ キーを押します。@キーを押すと、タイプした命令が 
MS - DOS に伝えられ、 DATE コマンドが実行されます。 


A>date 


酯既し V 


9 鱗 ！ 0 (火)です. 


参考 「コマンド または メッセージが違います」 と表示されたら-- コマンドが 正 

しく入力されませんでした。もう一度、綴りを確認して 「 DATE @」 と 
入力してください。 

表示された日付が正しかったら、そのまま@キーを押してください。日付 
が間違っていたら正しい年月日を、マイナス記号（一）またはスラッシュ 
(/) で区切ってタイプして@キーを押します。たとえば、1991年9月25 
日なら、次のよ5に入力します。 

どちらの場合も、入力が終わると、再び A 〉 が表示されてコマンドモードに 
戻ります。 


現存の日付は 1991-09-10 (火）です, 
日衍を入力してください： 1991-9-25 
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2.1 コマンドの基礎知識 


プロンプトとコマンド 

コマンドは、 MS - DOS のプロンプト （ A 〉） に続けて入力します。このプロ 
ンブトとは英語の、' PROMPT "、 つまり「促す（うながす）」という意味の言 
葉で、 MS - DOS が私達にコマンドの入力を促している、あるいは入力を待って 
いることを示しています。プロンプトとコマンドは切っても切れない仲。画面に 
プロンプトが'表示されているということは、 MS - DOS からいうとコマンド入力 
を待っている状態、逆に私達からいうとコマンドが入力できる状態です。 

先ほど使ってみた DATE コマンドは、日付の表示や設定を行うための命令で 
した。このように、コマンドはその内容を表す英語を略したものになっていま 
す。英語とはいっても、すべて短い言葉 （8 文字以内）ですから、簡単に覚えら 
れるでしょう。 

MS - DOS には、全部で50個ほどのコマンドが用意されていますが、もちろん 
すべてのコマンドを覚える必要はありません。本書ではよく利用される基本的な 
コマンドについてだけ説明します。全コマンドの一覧は、巻末に付いています 
が、各コマンドについての詳しい解説は『ユーザーズリ ファ レンス マニュアル』 を 
ご覧ください。 

参考 プロンプトに表示されているアルファベットは、 MS - DOS が区別してい 

るディスクドライブのドライブ名 （ 「2.3ドライブの基礎知識」参照）を 
表しています。 MS - DOS を起動したときは、起動されたディスクドライブ 
を示しているので、大抵の場合'' A > 〃となっています。 


コマンドの入力には、2つの方法があります。1つは、先ほど行ったように、 
プロンプトに続けて直接入力する方法です。こちらは、自分が直接コマンドを操 
作するので、シンプルでわかりやすい入力方法です。本書では主にこちらの方法 
での使い方を説明します。 

さて、もう1つは、 MS - DOS の起動時に表示されるメニューを使う方法で 
す。こちらは、コマンドの名前をタイプしなくて済むので、タイプに慣れていな 
い方や、まだコマンドを覚えていない場合には便利な入力方法です。ここでは、 
このメニューを利用したコマンドの使い方を紹介します。前に使った DATE コ 
マンドを、メニューから実行してみましょう。 
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参照：起動の方法— 
「1.2 MS-DOS の起 
動と終了」 


Q MS - DOS を起動します。すでに MS - DOS を起動している人は、 
「 A 〉」 に続けて'' MENU 〃とタイプして@キーを押してください。 メニュ 
一画面（コマンド選択画面）が表示されます。 


MS — DOS 3.3 D コマンド メニュー（コマンド選択）レ 4 Menu vX. XX 

F1 强覜 

F 2 アブリケーシヨンソフトの登錄 
F3 ファイル名一覧の表示 
F4 フロッピィディスク （2 HD ) の初期化 
F5 フロッピィディスク （2 HD ) の複写（バックアップ） 

F6 システム璟境の変更 
F7 システムファイルの転送 
F8 メニューの編集 
F9 メニューの終了 


< README, 


[ b 本語 MS-DOS ( Ver 3. 3 D ) を紹介します. 

矢印キーで項目を選択し、リターンキーを押してください 


Q メニューには MS - DOS のコマンドがあらかじめ登録されているので、目 
的のコマンドを選択すれば実行できます。ここには DATE コマンドのメニ 
ユーが見あたらないので、_キーを3回押して、「日付の変更」といろ 
メニュー項目のある画面を表示させてください。 


日付 •• 

XXXX-XX-XX 

時刻： 

XX: XX 

ns-DOS ： 

Uer. 3.30 


MS — DOS 3.3 D コマンドメニュー（コマンド選択）. 4/4 Menu vX. XX 



矢印キーで項目を選択し、リターンキーを押してください 
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2.1 コマンドの基礎知識 


0UED キーで r ■日付の変更」といろメニュー項目を反転表示させます。画 
面の下から3行目にプロンプト （ A 〉） と DATE コマンドが表示されてい 
るのを確認して、 I ぶキーを押してください。 


龍釵欺巧鏍ぼ 


(水）です. 


1 f -1 |キーを押すと、メニュー項目を反転表示させなくても、すぐに DATE 
コマンドが実行できます。 

Q DATE コマンドが実行されました。@キーを押すと、 DATE コマンド 
が終了し、「コマンド選択に戻ります。準備ができたら、どれかキーを押し 
てください」というメッセージが表示されます。 


A>DATE 

籠 I f ぼ <水)です • 


準備ができたら、どれかキーを押してください 


B メッセージにしたがって任意のキー（たとえばキー）を押します。再び 
メニュー画面が表示されます。 MS - DOS のコマンドモード （ A 〉 が表示 
されている状態）に戻りたいときは、1 STOP 1 キーを押してください。 

このようにすると、メニュー画面からコマンドを選択するだけで実行すること 
もできます。メニュー画面には、レストランのメニューのように、選択できる項 
目が表示されるので、みなさんはこの中から目的の項目を選べばよいのです。 

項目の選択には、項目の左端に表示されているファンクションキー、または 
000 E ] の矢印キーと⑷キーを使います。また、 メニュー 画面は4画面用 
意されています。目的の項目が画面に表示されていない場合は、キー 
で メニュー 画面をめくって捜してみてください。 

なお、メニュー画面に 表示される項目の種類 や順番などは、 みなさんが 自由に 
変更する ことができ ます。詳しく は『ューザーズリファレンスマニュアル』を 参照 
してください。 
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第 2 章 MS - DOS の基礎知識 


►コマンドの 種類 


参照：各内部コマンド MS - DOS のコマンドは、大きく分けて「内部コマンド」と「外部コマンド」 

詳^^ rf ^^ D に分けられます。ここで、簡単に2種類の コマンド について説明しましょう。 
MS - DOS コマンドー 
覧」 『ューザーズ リフ 

アレンスマニュアル』 コマンド 

内部コマンドは、 MS - DOS が起動していれば、いつでも使うことができる コ 
マン ドです。 

内部 コマンドには 次のようなものがあります。いずれも、プロンプトが表示さ 
れ ているときに コマンド 名を入力すれば、即座に実行されます。 


BREAK 

CHCH 闩 （ CD ) 

CLS 

COPY 

CTTY 

DATE 

DEL 

□1 闩 

ECHO 

EXIT 

FOR 

GOTO 

IF 

MKDIR ( MD ) 

PATH 

PAUSE 

PROMPT 

闩 EM 

RENAME (闩 EN ) 

RMDIR ( RD ) 

SET 

SHIFT 

TIME 

TYPE 

VE 闩 

VERIFY 

VO し 


参考 これらのコマンドは、1つ1つファイルとして独立していないので、シス 

テムディスクのファイルー覧を見ても、ファイル名は表示されません。 


•外部コマンド 

参照：ファィル — 外部コマンドは、「ファイル」としてディスクに保存されています。たとえ 

ファィルの基礎 ば、 DIR コマンドを実行して、システムディスクのファイルー覧を表示させた 

知識」 

ときに、、'. COM " または' EXE " という拡張子のついたファイルは、外部コマ 
ンドのファイルです。 

外部コマンドを実行するときには、そのコマンドのファイルが入っているディ 
スクを使用しているドライブにセットする必要があります。外部コマンドのファ 
イルが入っているディスクをセットしないで外部コマンドを実行すると、 


コマンドまたはファイル名が違います。 


または、 

ドライブの準備がでさていません。〈読取り中〉〈ドライブ X :> 
中止 〈 A 〉， もう一度 〈 R 〉， 無視〈1〉7 ■ 
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2.2 ファイルの基礎知識 


というメッセージが表示されます。いずれの場合も、まず外部 コマンドの 入った 
ディスクをセットします。そして、最初のメッセージが表示された場合は、再度 
參 照： ヱ ラーメッセー 外部 コマンドの 名前を入力してください。2番目のメッセージが表示された場合 
ジー「て_録ン B とふ^ は、@ キー （ RETRY の意味）を押してください0 

法」 


2.2 ファイルの基礎知識 


MS - DOS では、すべてのプログラムやデータを「ファイル」という形で扱い 
ます。ここでは、このファイルを紹介しましよう。 MS - DOS のコマンドを使っ 
て、実際にファイルを操作しながら説明しますので、少しずつファイルと親しく 
なってください0 


►ファイルとは 


私たちは、普通「ファイル」という言葉から、書類や手紙などを整理する文房 
具をイメージします。書類を綴じるもの、名刺を整理するもの、新聞記事の切抜 
きを貼るスクラップブックなど、形はさまざまですが、どれも関連する情報を整 
理して保存しておく入れ物です。 

同じように、 MS - DOS でも、データやプログラムなどの情報を整理する入れ 
物として「ファイル」を使います。こちらのファイルも、文書やプログラムな 
ど、関連のある情報ごとに個々のものとして整理されます。たとえば、ワープロ 
で作成した1つの文書が、1つのファイルとして保存されるのです。すなわち、 
日常使っているファイルも、 MS - DOS で使うファイルも、「関連するデータを 
まとめて保存する入れ物」という役割り自体はまったく同じと考えてよいでしょ 
ぅ。 

ただし、両者は保存される媒体が異なるので、扱いはかなり異なります。事務 
処理用のファイルはインクなどによって紙に記録されますが、 MS - DOS のファ 
イルは磁気信号によってディスク（フロッピィディスクや固定ディスクなど）に 
記録されます。したがって、ディスクを眺めてもファイルを見ることはできませ 
し、もちろん手にとることもできません。 MS - DOS のファイル操作は、当然 
MS - DOS で行うことになります。それでは、次節から実際に MS - DOS のコマ 
ンドを使って、ファイルを操作してみましょう。 

►ディスク 中のファイルー覧を見てみよう - 

まず、フロッピィディスクや固定ディスクの中にどのようなファイルが入って 
いるのか見てみましょう。ディスク中のファイルの一覧表を表示するコマンド 
は 、 ''DIR (ディレクトリ）〃です。例として、 MS - DOS の起動に使ったディ 
スク中のフアイルー覧を見てみます。 
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第 2 章 MS - DOS の基礎知識 


Q MS-DOS を起動し、メニュー画面が表示されたら ISTOP] キーを押して、 
プロンプト A〉 を表示させます。 A〉 に続けて'' DIR /P 〃とタイプして、 
_キーを押してください。 


A>DIR /P 


:寿: 


ここで入力した DIR コマンドに付いている' VP " は、「コマンドスイツ 
チ」と呼ばれるもので、コマンドの実行結果を1画面分ずつ表示させる働き 
をします。試しに、 、/ P " を取って、ただ'' DIR @" と入力してみてくださ 
い。実行結果が一気に表示されて、画面上を流れていきます。 


Q ドライブ A のディスクに収められているファイルのさまざまな情報が、一 
画面分表示されます。確認したら、最下行の「準備がでさたらどれかキーを 
押してください」というメッセージにしたがって、任意のキーキーな 
ど）を押してください。続吉の画面が表示されます。 




く DIR> 

xx-xx-xx 

XX 

XX 



<DIR> 

xx-xx-xx 

XX 

XX 

COMMAND 

COM 

XXXXX 

xx-xx-xx 

XX 

XX 

ADDDRU 

EXE 

xmx 

xx-xx-xx 

XX 

XX 

CUSTOM 

EXE 

XXXXX 

xx-xx-xx 

XX 

XX 

DELDRU 

EXE 

xxxx 

xx-xx-xx 

XX 

XX 

DISKCOPV EXE 

XXXXX 

xx-xx-xx 

XX 

XX 

EDLIN 

EXE 

xxxx 

xx-xx-xx 

x>< 

XX 

FORMAT 

EXE 

xxxxxx 

xx-xx-xx 

XX 

XX 

IMSTDOS 

EXE 

XXXXX 

xx-xx-xx 

XX 

XX 

MENU 

COM 

XXXXX 

xx-xx-xx 

XX 

XX 

hEMUED 

EXE 

XXXXX 

xx-xx-xx 

XX 

XX 

MORE 

COM 

XXX 

xx-xx-xx 

XX 


PRINT 

EXE 

mx 

xx-xx-xx 

XX 

XX 

RENDIR 

con 

xrn 

xx-xx-xx 

KX 

XX 

REPLACE 

EXE 

xxxx 

xx-xx-xx 

XX 

;<x 

SYS 

EXE 

xmx 

xx-xx-x>: 

XX 


XCOPY 

EXE 

xm 

xx-xx-xx 

XX 

XX 

Em 

SYS 

XXXXX 

xx-xx-xx 

. 

XX 

EMM386 

SYS 

XXXXX 

xx-xx-xx 

XX 

XX 

FONT 

SYS 

XXXXX 

xx-xx-xx 

XX 

XX 

GRAPH 

LIB 

xxxxxx 

xx-xx-xx 

XX 

>:x 

GRAPH 

SYS 

xxxx 

xx-xx-:>>: 

XX 

XX 


wem WSSM ' jniifii wmm w wssm 
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2.8 ファイルの基礎知識 




<DIR> 

xx-xx-xx 



<DIR> 

xx-xx-xx 

COMMAND 

COM 

XXXXX 

xx-xx-xx 

fiDDDRU 

EXE 

XXXXX 

xx-xx-xx 

CUSTOM 

EXE 

XXXXX 

xx-xx-xx 

DELDRU 

EXE 

xxxx 

xx-xx-xx 

DISKCOPV EXE 

XXXXX 

xx-xx-xx 

EDLIN 

EXE 

xm 

xx-xx-xx 

FORMAT 

EXE 

xxxxxx 

xx-xx-xx 

INSTDOS 

EXE 

XXXXX 

xx-xx-xx 

MENU 

con 

XXXXX 

xx-xx-xx 

HEMUED 

EXE 

XXXXX 

xx-xx-xx 

HORE 

con 

XXX 

xx-xx-xx 

PRINT 

EXE 

xm 

xx-xx-xx 

RENDIR 

con 

xxxx 

xx-xx-xx 

REPLACE 

EXE 

xxxx 

xx-xx-xx 


ファイル名大きさ作成年月日作成時刻 


ファイル名 

各行の先頭の2組の文字列が、ディスクに記録されているファイルの名前で 
す。外部コマンドの名前、アプリケーションソフトの名前、ワープロソフト 
で書いた文書を保存したときの名前などが表示されます。 

ファイルの大告さ 

半角文字の数に換算した、ファイルの大きさです。 

ファイルの作成年月日 

そのファイルをディスクに最初に記録した日付、または最後に修正した日付 
です。 

ファイルの作成時刻 

そのファイルをディスクに最初に記録した時刻、または最後に修正した時刻 
です。 


0すべての画面が表示されるまで、同じ操作を繰り返してください。ファイル 
一覧の表示が終わると、プロンプト A 〉 が表示されます。 


npx 

BAT 

XX 

xx-xx-xx 

XX: XX 

OFG 

INI 

xxxx 

xx-xx-xx 

XX ： XX 

OFGX 

BAT 

XX 

xx-xx-xx 

XX: XX 

SAMPLE 

mu 

xxxx 

xx-xx-xx 

XX: XX 

TELE 

INI 

xxxx 

xx-xx-xx 

XX ： XX 

NECDIC 

DRU 

XXXXX 

xx-xx-xx 

XX: XX 


xxmxxx イトが使用可能です . 


A> _ 

__ Mgf 醐1_ WgM M 


で、 DIR コマンドで表示される内容について説明しておきましょう。 


XX XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXKXXXXXXXXX 

xx:xx:xx:xx:xx:xx:xx:xx:xx:xx:xx:xx:xx:xx:x><:xx: 
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第 2 章 MS - DOS の基礎知識 


►ファイル 名の付けかた - 

ファイルの一覧表示では、ファイルに付けられている名前が表示されました。 
このように、ファイルにはそれぞれ固有の名前（ファイル名）を付けて、他のフ 
ァイルと区別します。 MS - DOS は、この名前で各ファイルを識別するので、フ 
ァイル名は重複しないように付けなければなりません。 

ファイル 名の付け方には、次の3 つのルールが あります。 

•ファイル名の形式 

ファイル名は、次のような形をしています。 

FO 闩 MAT . EXE 

^ IT 

主ファイル名 | 拡張子 

ピリオド（主ファイル名と拡張子を区切る記号） 


ファイル名は、「主ファイル名」と「拡張子」の2つの部分からなります。 

主ファイル名には、そのファイルの見出しになるような名前を、半角文字8文 
字以内で付けます。 

拡張子は、付けても付けなくてもかまいませんが、付ける場合には、必ず主フ 
ァイル名との間をピリオド （.） で区切ります。拡張子を付ける場合には、その 
ファイルの性質などを表すような名前を、半角文字3文字以内で付けましょう。 

•ファイル名に使用で吉る文字と使用で吉ない文字 

ファイル名には、アルファベットも数字もひらがなもカタカナも、そして漢字 
も使うことができます。ただし、次の文字は使うことができません。 

. ， / * 〃 ： ； 〈 〉 + =丨半角文字の空白 

ファイル名に半角文字のアルファべットの小文字を使っても、 MS - DOS はす 
ベてこれを大文字に変換して処理します。ですから、ファイル名を指定すると 
き、タイプする文字は大文字でも小文字でもかまいません。たとえば、次のファ 
イル名はすべて同じ 「 PROGRAM . COM 」 となります。 

(例） program.com 
ProgRam.Com 
PROGRAM.COM 


22 




2.2 ファイルの基礎知識 


また、ファイル名に全角文字（漢字やひらがななど）を用いた場合、その1文 
字は半角文字の2文字分に相当します。たとえば、主ファイル名をすべて全角文 
字にした場合は、4文字までしか使えません。 

(例） お知らせ . DOC 

企画書 3. TXT 

•使用で杏ないファイル名 

ファイル名は基本的に自由に付けて構いませんが、次に挙げるファイル名は使 
ってはいけません。これらのファイル名は、 MS - DOS が特別な意味で使うファ 
イル名です。 

AUX AUX 1 AUX 2 CON PRN NUL CLOCK 

►ファイルの 種類と拡張子 - 


ファイルの種類をその働きによって分けると、次の3種類になります。 


•実行可能ファイル 

プログラムなどの、実行することができるファイルです。 MS - DOS のシステ 
ムディスクには、さまざまな実行可能ファイル（外部コマンド）が収められてい 
ます。また、ワープロや表計算などのアプリケーションソフトのプログラムも、 
実行可能ファイルです。 

•データファイル 

ワープロで作成した文書ファイルや、表計算ソフト作成したデータなど、実行 
することのできないデータが i | 又められたファイルです。 


•システムファイル 

システム ファイルは、 バソコ ン本体やプリンタなどの周辺装置を制御するな 
ど、 MS - DOS 自身の動作に必要となるファイルです。主に MS - DOS の起動時 
に也、要となります。 

ファイル名に付ける拡張子は、ファイルの種類を表します。 MS - DOS では、 
拡張子を見ればファイルの性質がわかる、というぐらいファイルと拡張子は対応 
しています。 

次の表は、一般的に使用されている拡張子とファイルの性質をまとめたもので 
す。自分で作ったファイルにファイル名を付ける場合は、表を参考にして、その 
内容や目的を表わすわかりやすい名前を付けるようにしましょう。 
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第 2 章 MS - DOS の基礎知識 


参照：バッチファイル 
—「6.3 バッチ処理 
のしくみ」 


拡張子 

ファイルの種類 

.COM 

実行可能ファイル 

.EXE 

実行可能ファイル 

.BAT 

実行可能ファイル（バッチファイル） 

.SYS 

システムファイル 

.DAT 

データファイル 

.TXT 

データファイル（特に文書ファイル） 

• DOC 

データファイル（特に文書ファイル） 

.BAK 

バックアップファイル 



実行可能ファイルの拡張子は、 u . COM ' / u . EXE 〃'巳 AT 〃でなければなり 
ませんが、他の性質のファイルの拡張子は慣習的なもので、決められているわけ 
ではありません。 


2.3 ドライブの基礎知識 

フロッピィディスクや固定ディスクなどのディスク装置を指定するために、 
MS - DOS では「ドライブ名」という言葉を使います。ここでは、ドライブを操 
作する方法について説明します。 

► ドライブの指定方法 - 

コンピュータには、フロッピィディスク、固定ディスク、 RAM ディスクな 
ど、さまざまなディスク装置が用意されています。こういったたくさんのディス 
ク装置を、 MS - DOS では独自にドライブとして管理します。ドライブには、 
A 、 B 、 C といったように、それぞれアルファベット1文字の名前が付けられて 
います。 

たとえば、2台のフロッピィディスク装置だけを使用するシステムでは、1番 
のディスク装置が「ドライブ A 」 に、2番のディスク装置が「ドライブ B 」 にな 
ります。 

参考 固定ディスクを使用する場合は、ドライブ名を変更できるので、必ずしも 

このとおりになっていない場合があります。詳しくは次節を參照してくださ 


各ドライブを指定するには、アルファベットとコロン（：）を組み合わせて、 
、、A :"、、B : "、'C :"のように行います。 
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2.3 ドライブの基礎知識 


たとえば、ドライブ B のディスクのファイルー覧を表示するには、次のように 
入力します。 

A>DIR 巳：® 

ファイルを指定する場合にも、ファイル名にドライブ名を付ければ、どのディ 
スクに入っているファイルでも指定できます。たとえば、「ドライブ B の LET 
TER . TXT 」 という名前のファイルの内容を画面表示させるには、次のように 
入力します。 

なお、ドライブ名とファイル名の間には、空白を入れないように続けて入力し 
てください。 

A 〉 TYPE 巳： LETTER . TXT @ 

TYPE コマンド—ファイルの内容を画面に表示する MS - DOS コマンド 
です。「4.2ファイルの内容を表示する」を參照してください。 

また、外部コマンドを実行する場合にも、ドライブを指定して実行することが 
できます。外部コマンドは、そのファイルが入っているディスクが、使用してい 
るドライブにセットされていないと実行できませんが、コマンド名の前にそのデ 
ィスクのドライブ名を付ければ、どのディスクに入っているコマンドでも実行す 
ることができます。たとえば、ドライブ B に入っている外部コマンド CHKDSK 
(チヱックディスク）を実行するには、次のように入力します。 

A ) B ： CHKDSK @ 

CHKDSK コマンド->ディスクの状態を調べて、何個のファイルが記録さ 
れているか、どの程度ディスクに空きがあるかなどを画面に表示するコマン 
ドです。「付録 D MS - DOS コマンドー覧」を参照してください。 
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第 2 章 MS - DOS の基礎知識 


►カレント ドライブとプロンプト - 

MS-DOS がそのとき使用しているドライブを「カレントドライブ」と呼びま 
す。カレントドライブは、画面に表示されているプロンプトに示されています。 
プロンプトが、' A 〉" の場合は、カレントドライブがドライブ A であることを意味 
しています。 

つまり、プロンプトは MS-DOS コマンドを入力できる状態であることを示す 
とともに、カレントドライブも示しているのです。 

(例） A ) カレントドライブはドライブ A 

巳〉 カレントドライブはドライブ B 

ドライブ指定の際、カレントドライブの名前は省略することができます。たと 
えば、カレントドライブがドライブ A のとき（プロンプトは A >) 、ドライブ A 
のファイルー覧を見るには'、 DIR 〃と入力するだけで済みます。これは実際には 
''DIR A を省略した形なのです。このように、ドライブの指定を省略する 
と、カレントドライブを指定したとみなされます。 

(例） A)DIR — A>DIR A :と同じ 

A)TYPE LETTER.TXT -> A)TYPE A: LETTER. 

TXT と同じ 


また、カレントドライブは、自由に変更することができます。カレントドライ 
ブを変更するときは、コマンドを入力するように、プロンプトに続けて変更先の 
ドライブ名とコロン（：）を入力します。たとえば、カレントドライブがドライ 
ブ A のとき（プロンプトは A >) に、、 B : 〃とタイプして^]キーを押せば、ブロン 
プトは B > に変わつて、カレントドライブはドライブ B に変わります。 

(例） A 〉 巳： — B > プロンプトに変わる 
巳〉 A: - A) プロンプトに変わる 
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2.4 ディスクの基礎知識 


2.4 ディスクの基礎知識 


MS — DOS のファイルは、すべてフロッピィディスクや固定ディスクなどのデ 
ィスクに保存されます。ここでは、ディスクの種類や扱い方など、ディスクを使 
って作業をする上で必要な事項について説明します。 

►フロッピィ ディスクと固定ディスク - 

フロッピィディスクも固定ディスクも、ファイルを保存するための媒体（メデ 
ィア）です。フロッピィディスクは、 パソコンで 最もポピュラーなメディアです 
が、この頃は固定ディスクも随分普及してきました。 


•2 つのディスクの特徴 

フロッピィディスクは小さくて持ち運びでき、しかも安価であるという特徴を 
持っています。しかし固定ディスクに比べると、データを保存できる量（「容 
量」といいます）が小さく （ 1 MB または 640 KB ) 、データを読み書きする速 
度が遅いので、ソフトウエアによってはディスクを何枚も使わなければならず、 
プログラムの実行が遅くなってしまう場合があります。 

これに対して、固定ディスクはデータを保存できる容量が大きく （20 MB 〜 
300 MB ). データの読み書きが早いメディアですが、交換や持ち運びがしにく 
く、フロッピィディスクに比べると高価です。しかし、作業の効率や使いやすさ 
は、フロッピィディスクだけを使っている場合と比べると段違いにアップしま 
す。特に複数のアプリケーションソフトを使う場合などは、プログラムをすべて 
一緒に固定ディスクに入れておけるので、作業ごとにディスクを差し替える手間 
が省けます。 

0 %) MB (メガバイト ）、 KB (キロバイト）は情報の量を表す単位です。1 

B (バイト）で半角文字1字を表せます。 1 KB は約1000 B 、1 MB は約 
1000 KB です。 


_ 

_ 

BB0B_ 

_ 






























第 2 章 MS - DOS の基礎知識 


_ディスクとフォー•マット 

ところで、フロッピィディスクも固定ディスクも、使うときには準備が要で 
す。新品のディスクには、買ってきてすぐにファイルを保存することはできませ 
ん。いわゆる「フォーマット」（初期化）という作業をしてから、ディスクは使 
います。 MS — DOS のシステムディスクやアプリケーシヨンソフトのディスクな 
どは、皆さんがお使いになる前に、すでにフォーマットしてあるから使えるので 
す。 

ディスクを一冊のノートにたとえると、新品のディスクはただの真っ白な紙の 
束です。ここに、順序良くデータを書き込むには、まず紙にきちんと鄴線を引い 
てから、束を揃えて綴じなくてはなりません。このように、データを書き込むた 
めの準備作業が、ディスクのフォーマットに当たります。 

フォーマットは、最初に使うときに1回だけ行えばよい作業です。といって、 
複数回行ってはいけないというわけではありません。たとえば一度フォーマット 
して使っていたディスクの中のデータが不必要になった場合など、このディスク 
を再度フォーマットすれば、前のデータを消して新しいディスクとして再利用で 
きます。ただし、フォーマットを実行すると、以前のデータはすべて失われてし 
まうので、本当に消してしまってもよいデータかどうかを、十分に確®[してから 
実行するようにしましょう。 

フォーマットの作業自体は、フロッピィディスクと固定ディスクで違ってきま 
す。具体的な手順については、以降の各項目を參照してください。 

•ディスクとバックアップ 

どれほどディスクを丁寧に扱っていても、万が一の事故が起こらないとは限り 
ません。また、長い間使っていると、メディアとしての寿命に遭遇することもあ 
るかもしれません。 

いずれにしても、一度壊れてしまったディスクはほとんど元に戻りません。そ 
のような場合に備えて、大切なデータを記録したディスクは、複製を作っておく 
と安心です。このような複製のことを「バックアップ」と呼び、複製を作ること 
を「バックアップを取る」などと言います。 

フロッピィディスクでも固定ディスクでも、バックアップをとっておくことは 
非常に大事なことです。、、備えあれば愁いなし"という諺（ことわざ）もあるよう 
に、万一に備えておけば後で困らずに済むというものです。大切なディスクのバ 
ックアップは必ず取るように心がけましょう。 

バックアップのとり方は、フロッピィディスクと固定ディスクで方法が違いま 
す。具体的な手順については、以降の各項目を參照してください。 
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2.4 ディスクの基礎知識 


►フロッピ ィディスクについて - 

フロッピィ ディスクは、薄いプラスチック シー ト上の磁性体にデータを記録す 
るしくみになっています。 

•フロッピィディスクの種類 

フロッピィディスクは、サイズによって、次の種類に分かれます。 

•3_5インチ 




• 5インチ 
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• 8インチ 



カセットテープやビデオテープは、一度録音や録画したものを保護するため 
に、ツメを折ると再度記録できないようにできています。フロッピィディスクに 
も、他のデータを書き込めないようにする仕組みが用意されています。これを 
「ライトプロテクト」（書き込み禁止）といいます。ライトプロテクトの方法 
は、ディスクのサイズによって異なります。具体的には上の図を参照してくださ 


また、フロッピィディスクは、記憶容量（記録できるデータの量）によって次 
の種類に分かれます。 

- 2 DD 640 KB (半角文字で約65万字分）のデータが入るディスク。 

• 2 HD 1 MB (半角文字で約105万字分）のデータが入るディスク。 

1 MB は約 10( j » KB 。 


•使用上の注意 

フロッピィディスクにとっては、磁気•熱•傷.汚れ.電気的ショックの5つ 
が大敵です。ディスク上のデータはもちろんのこと、ディスクそのものを守るた 
めに、これら5つの要素がディスクに悪影響を与えないように十分気をつけなけ 
ればなりません。 

具体的には、以下の注意を守ってください。 

•磁石製品（磁気ネックレス、磁石製の紙押えなど）をディスクに近付けない。 

• 大出力のスピーカーは強い磁界を発生するので、ディスクを近付けない。 

• 日の当たる場所や、極端に高温になる場所にディスクを保管しない。 
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2.4 ディスクの基礎知識 


• ディスクに貼ったラベルには、ボールペンなどペン先の固いもので直接字をか 
かない（ラベルは書いてからディスクに貼るようにするとよい）。 

• ディスクの中身のプラスチックシートには手を触れない。 

• ディスクにホコリやタバコの灰を落とさない。 

• ディスクにコーヒーやお茶などをこぼさない。 

• ディスク装置のランプが点灯しているときには、ディスクを取り出さない。 
•フロッピィディスクのフオーマット 

フォーマットしていないディスクは使うことができないことは前にお話しまし 
た。フロッピィディスクをフォーマットするときは 、 FORMAT (フォーマッ 
卜）コマンドを使います。 

それでは、実際にディスクをフォーマットしてみましよう。 MS - DOS のシス 
テムディスクと新しい（または不要になった）ディスクを1枚用意して、以下の 
手順にしたがってください。 

Q MS - DOS を起動し、メニュー画面が表示されたら |STOP| キーを押して、 
プロンプト A 〉を表示させます。 

プロンプト A 〉 に続けて " FORMAT 巳：〃とタイプして、@キーを押し 
ます。 


A>F0RmT B: 


Q メッセージにしたがって、ドライブ巳に新しいディスクを入れてから_キ 
一を押します。 


A>F0RmT B ： 

Format Uersion X.XX 


歡觀鋩卜:和 B: に挿入し 


尹してくた'さい 
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Q メッセージにしたがって、ディスクの種類に対応した数字をタイプして ㈣ 
キーを押します。ディスクのフォーマツトが開始されます。 


A>F0_T B: 

Format Uersion X.XX 


骰您縱德泣に挿入し 

ディスクのタイプは1 : 2 DD (640 KB ) 2 : 2 HD (1 MB ) 


Q フォーマット中は、作業が何％進んでいるかを示すグラフが表示されます。 
フォーマツトが終了すると、メッセージが表示されます。 


ディスクのタイプは1 : 2 DD (640 KB ) 2 : 2 HD (1 MB ) = 2 
目的のディスクは lflB FD です 

フォーマット中です ... 残り 135 トラックです 
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 

■B-H ―I—I―I~~I~I~~I~~I—I ⑵ 


Q 続けて別のディスクをフォーマツトする場合、キーをタイプしてキ 
一を押すと同じ処理を繰り返します。ここではフォーマツトを終了するため 
に®キーをタイプして@キーを押してください。プロンプトが A 〉 に戻り 
ます。 


フォーマットが終了しました 
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 

(^) 

1250304 バイト金ディスク容量 
1250304 バイト使用可能ディスク容量 

別のディスクをフォーマットしますか (Y/N) 

匿 _ —gw __ 顯■虐 咖 in wmm ■! 酬 wssm mm 

V _ ノ 

以上で、フォーマットの作業はおしまいです。フォーマットしたディスクは、 
MS - DOS やアプリケーシヨンソフトのデータディスクとして使用することがで 
きます。 
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2.4 ディスクの基礎知識 


•フロッピィディスクのバックアップ 

バックアップの重要性については、前にお話したとおりです。フロッピィディ 
スクのバックアップを作るには、 MS - DOS の DISKCOPY (ディスクコピー） 
コマンドを使います。このコマンドは、元のディスタの内容をそっくりそのまま 
別のディスクにコピーするものです。それでは、元になるディスクと新しい（ま 
たは不要の）ディスクを用意して、バックアップをとってみましょう。 

Q MS - DOS を起動し、メニュー•画面が表示されたら | STOP | キーを押して、 
プロンプト A 〉を表示させます。 

Q プロンプト A 〉 に続けて w □旧 KCOPY A ： 巳：〃とタイプして、® 
キーを 押します。 


A>DISKCOPY A ： B ： 


0 メッセージにしたがって、ドライブ A に元になるディスクを、ドライブ巳 
にバックアップ用の新しいディスクを入れてから141キーを押します。 


A>DISKCOPV A: B ： 

DISKCOPY version X.XX 
ディスクのコピーを行います 


送り 

_r 


■記獄說^緻银記 

i 備ができたらどれかのキーを押してくたさい 


Q ディスクのコピーが始まります。作業中は、進行状況を示すグラフが表示さ 
れます。ディスクのコピーが終了すると、メッセージが表示されます。 


A>DISKCOPY A: B ： 

DISKCOPY version X.XX 

ディスクのコピーを行います 

読み込み中残り 96 トラックです 
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 

■■■■■—I ~~ I ~~ I ~~ I ~~ I ~ I ~~I ⑵ 
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0 _キーを押して終了してください。ここで、 LxJ キーを押すと同じ処理を 
繰り返します。 


A>DISKCOPY A: B: 


DISKCOPY version X.XX 


ディスクのコピーを行います 

器 二 鼷龀塞綠 _ 


Q 以上でオリジナルのディスクとまったく同じ内容のディスクができあがりま 
した。念のため、 DI 闩コマンドで2つのディスクの内容を確認してみまし 
よう。 '' DIR @ 〃と U DIR 巳：@"を続けて実行してみてください。まっ 
たく同じディスクであることがわかります。 

卜 固定ディスクについて - 


固定ディスクは、多数のディスクが密閉されたケースの中に内蔵されているデ 
イ スクです。 


•固定ディスクの種類 

固定ディスクには、インタフエ、 
す0 


-ス規格の違いによって、次の2種類がありま 




SASI (サジーまたはサシ） 


SCSI (スカジー） 


固定ディスク専用のインタフェース。最大40 
MB の固定ディスクを2台まで接続できる。 
固定ディスクや光ディスク、 CD - ROM など 
の汎用インタフェース。固定ディスクなら、 

4台まで接続できる。 


インタフヱース規格とは、本体と周辺装置などの、2つ以上の機器を接続 
するための方式を定めた規格です。 


また、その形によって、次の3つのタイプに分けられます。 


外付けタイプ コンピュータのタト部に置き、ケーブルで接続する 

内蔵タイプ コンピュータの内部に取り付ける 

パックタイプ コンピュータのスロットに直接差し込んで取り付ける 

(ノー ト パソコン 用） 
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固定デイスクの容量は、 20MB 以上 300MB までさまざまなものがあります。 
現在の主流は 40M 〜100 M ですが、徐々に容量の大きなものが増えてきていま 
す0 


•使用上の注意 

固定ディスクには大量のデータが記憶できますが、それだけに壊れたときのダ 
メージも大きくなります。扱いには十分気を配ってください。 

具体的には、以下の注意を守ってください。 

• ディスクに強い震動を与えたり、ぶつけたりしない。 

• 電源を入れたまま移動させない。 

•電源を切る前に、必ずキーボードのを押す。 


固定ディスクを使っている場合は、電源を切る前に 〔STOP] キーを押しま 
しょう。ただし、使っている固定ディスクが「オートリトラクト（自動退避 
機構）」と呼ばれる機能を備えている場合は、 (^5^ キーを押さずに電源 
を切ってもかまいません。詳しくは固定ディスクの マニュアルを ご覧くださ 


•固定ディスクのフォーマット 

フロッピィディスクと同様に、固定ディスクも真新しい状態では使用できませ 
ん。固定ディスクにも、「フォーマット」（初期化）という作業が必要です。し 
かし、固定ディスクは、1台にフロッピィディスク何十枚分もの情報を記録でき 
るので、フォーマットの作業は、購入時に1度だけ行えば済みます。 

また、固定ディスクは、非常に高速に情報をアクセス（読み書き）できる装置 
です。したがって、フロッピィディスク装置だけのシステムで、あとから固定デ 
ィスク装置を増設した場合は、あらためて MS-DOS を固定ディスクにインスト 
ールすると良いでしょう。 

固定ディスクのフォーマットの仕方は、 『MS—DOS 3.3D インストールガイ 
ド』をご覧ください。 

_固定ディスクのバックアップ 

固定ディスクは記憶容量が大きいだけに、バックアップが非常に大切です。不 
慮の事故の場合、フロッピィディスクならば1枚の被害で済みますが、固定ディ 
スクだとフロッピィディスク何十枚分の被害になってしまう可能性があるからで 
す。 

バックアップを取るタイミング（何日おきか、何力月おきか）は、使用するプ 
ログラムの信頼性やファイルの重要性などによるので、一概には言えませんが、 
なるべくマメにとっておいた方がよいでしょう。 

固定ディスクのバックアップは、 BACKUP (バックアップ） コマンドで 行い 
ます。また、バックアップしたデータを固定ディスクに戻すときには RE 
STORE (リストア） コマンドを 使います。 
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それでは、まず、 BACKUP コマンドで固定ディスクの内容をフロッピィディ 
スクにバックアップしてみましょう。なお、ここでは、固定ディスクがドライブ 
A 、 フロッピィディスクがドライブ B であると想定しています。 

Q 固定ディスクのバックアップに必要な枚数のフロッピィディスク（フオーマ 
ットしたもの）を用意し、 MS - DOS を起動してプロンプト A 〉 が表示さ 
れる状態にします。 

用意するフロッピィディスクの枚数は、固定ディスクに記録されているデ 
一夕の量によって異なります。この量は、 CHKDSK コマンドで調べること 
ができます。 

Q プロンプトに続けて''巳 ACKUP A ： 巳： / S " とタイプして®キー 
を押します。 


A>BACKUP A ： B ： /S 


Q 用意したフロッピィディスクの l 枚を、メッセージにしたがってフロッピィ 
ディスク装置にセットし、@キーを押します。フロッピィディスクには、 
メッセージに表示される通し番号 （01 から）を、必ず記入しましよ5。 
バックアップ処理中は、固定デイスクからフロッピイデイスクへコピーされ 
ているファイルの名前が表示されます。 


*** ファイルをドライブ B : にバックアップします.*** 
ディスク番号：01 

¥I0.SVS 

¥nSD0S.SYS 

¥COnmND.con 

¥f1ENU.f1NU 

¥SETUP.DEF 

¥NECAI.SYS 


Q メッセージにしたがってフロッピィディスクを交換しながら、作業を進めま 
す。 


Q バックアップが終了するとプロンプト表示に戻ります。 
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次に、 RESTORE コマンドで、フロッピィディスクにバックアップしたデー 
夕を固定ディスクに復元してみます。なお、ここでは、フロッピィディスクがド 
ライブ B 、 固定ディスクがドライブ A であると想定しています。 

Q バックアップしたデータの収められたフロッピィディスクを用意し、 MS - 
□ OS を起動してプロンプト A 〉 が表示される状態にします。 

Q プロンプトに続けて '' RESTORE 巳： A ： / S 〃とタイプして@キー 
を押します。 


A > REST 0 RE B : A : /S 


Q メッセージにしたがって1枚目のフロッピィディスクをドライブにセット 
し、_キーを押します。闩 ESTORE コマンドによる処理中は、次のよ 
5な画面が表示されます。 


A > RE $ T 0 RE B : A : /S 
受け側は固定ディスクです. 

バックアップディスク01をドライブ B : に挿入してください. 
準備ができたらどれかキーを押してください. 

フ7イルは， XXXX - X - XX にバックアップされました.*** 

ファイルをドライブ b : からリストアします. 

ディスク番号：01 

¥10 .SYS 

^ MSDOS.SYS 

¥ C 0 mAND . C 0 f 1 

¥nENU.mu 

¥ SETUP.DEF 

¥ NECAI.SYS 


■Lam ■— ngM MMiM | 
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Q メッセージにしたがってフロッピィディスクを交換しながら、作業を進めま 
す。 


¥D0S¥0FGX.BAT 
¥DOS¥SAnPLE.MNU 
¥D0S¥TELE.INI 
¥DOS¥NECDIC.DRU 


ノ人 J XA ノ ノ V r <L ソノ v •ドノ レ 3 •レ/ «- • 

受け側デイスクではシステムを起動できない可能性があります. 


mstm msm —hm mm mmm isga mrM 


B データの復元が終わるとプロンプト表示に戻ります。 


MS - DOS を起動できるディスクのバックアップについて復元を行うと、 

システムファイルをリストアしました. 

受け側ディスクではシステムを起動でさない可能性があります. 

というメッセージが表示されます。 RESTORE コマンドは、ディスク上の 
システムファイルを書き込む位置に特別な注意を払っていないので、システ 
ムファイルを復元しても、そのディスクから MS - DOS を起動できないこと 
がほとんどです。したがって、システムファイルを含むバックアップディス 
クを復元するときは、 / P スイツチを併用してシステムファイルを復元しな 
いようにした方がよいでしょう。 
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2.5 まとめ 


2.5 まとめ 


この章では、次のような事項を学びました。 


•MS-DOS への指示（命令）を「コマンド」と呼び、指示を出すことを「コマ 
ンドを入力する」とか「コマンドを実行する」と言います。コマンドを入力で 
きるのは、 、'A〉" X 'B>" のよう な、「プロンプト」 が表示されているときです。 

#コマンドには、「内部コマンド」と「外部コマンド」の2種類があります。内 
部コマンドは、プロンプトが表示されているときに、いつでも実行することが 
できます。外部コマンドは、フロッピィディスクや固定ディスクから、いった 
んメモリへ読み込まれてから実行されます。 



#プログラム やデータは、それぞれ「ファイル」として フロッピィ ディスクや固 
定ディスクに記録されています。それぞれのファイルには、「主ファイル名」 
と「拡張子」との組み合わされた「ファイル名」がついています。 


•どのようなフブイルが記録されているかを知りたいときは、「ディレクトリ」 
を調べます。これには、 、'DIR" コマンドや、 、'DIR /P" コマンドを使用しま 
す。また、 VP" のように、コマンドの動作を少し変える働きをする指定を 
「コマンドスイッチ」または簡単に「スイッチ」と呼びます。 

•ファイル名には、文字数の制限、使えない名前、使えない文字があります。ま 
た、ファイル名には、その内容がすぐに分かるような、一定の ルールが ありま 
す0 


#プロンプトに 表示される アルファベットは、「カレント ドライブ」を示してい 
ます。コマンドを入力する際に、 カレント ドライブの指定は省略できる場合が 
あります。 

籲フロッピイデイ スク は、'、 FORMAT" コマンドで、 いったん 「フォーマット 
(初期化）」してから使用します。 

離フロッピィディスクや固定ディスクに記録されているプログラムやデータは、 
万が一の事故に備えて「バックアップ」をとっておきましょう。1枚のフロッ 
ピィディスク全体のバックアップをとる場合は、 、、DISKCOPY" コマンドを 
使用します。固定ディスクの場合は、バックアップをとるために'' BACKUP" 
コマンドを、また復元するためには "RESTORE" コマンドを使用します。 
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この章では、 MS-DOS の起動時に表示される メニュー 画面での 操作を、操作 
例とともに説明します。なお、 メニュー 画面のもっとも簡単な使用方法は、 2.1 
節中の 「コマンドとメニュー」 でも紹介しました。 


3.1 メニューとは 

MS-DOS で何かの処理を行うときは、 MS-DOS に対して何らかの命令（コ 
マンド）を発しますが、その方法は2通りあります。 

第1の方法は、 MS-DOS のプロンプト （A> など）の後ろに、キーボードか 
ら コマンド 名を入力する方法です。 

第2の方法は、この章で説明する メニュー 画面を使用する方法です。 メニュー 
画面には、 レストランのメニューの ように、あらかじめ 頻繁に 使用する コマンド 
が登録されているので、その中から目的の項目を選択するだけで第1の方法と同 
じ目的を達せられます。 

たとえば、運用ディスク#1には、マニュアルの補足説明の情報が納められて 
います。これを画面で読むとき、キーボードからコマンドを入力する第1の方法 
では、次のように入力します。 

A 〉 M 〇闩 E 〈 README . DOC @ 

一方、メニューを利用する第2の方法では、このコマンドがあらかじめ登録さ 
れています。 


MS — DOS 3.3 D コマンド メニュー（コマンド選択） U 4 Menu vX.XX 
fi 强源@@糊 iixsr 成!颐 
F2 アブリケーシヨンソフトの登 I 录 
F3 ファイル名一覧の表示 
F4 フロッピィディスク （2 HD ) の初期化 
F5 フロッピィディスク （2 HD ) の複写（バックアップ） 


日付： 

XXXX-XX-XX 

時刻： 

xx：xx 

MS-DOS: 

Uer. 3.30 
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3.2 メニューの使い方 


メニューを 利用する方法では、 この 項目を選ぶだけで、 マニュアルの 補足説明 
を読むことができます。 

メニュー画面に表示する項目は、ユーザーが追加や削除することができま 
す0また、アプリケーションソフトのインストールを行う際に、そのアプリ 
ケーションソフトを自動的にメニュー画面に登録し、以後はメニュー画面か 
らそれを利用することもできます。 


3.2 メニューの使い方 

メニュー画面でのキー操作は、とても簡単です。ほとんどの操作は、次のキー 
だけで行うことができます。 

キーメニュー画面に表示されている項目を選ぶときに使用します。 
_キー 選んだ項目を実行します。 


第 

3 


トメ ニューの起動 

『MS-DOS 3.3D インストールガイド』で説明されている手順で作成された 
運用ディスクであれば、 MS-DOS の起動と同時に、自動的にメニュー画面が表 
示されます。 

もしメニュー 画面が表示されない場合、またはいったん メニュー 画面を終了し 
た場合は、次のようにして メニュー 画面を表示する MENU コマンドを起動しま 
す。 

Q MS - DOS のプロンプト 「 A 〉」 が表示されていることを確かめて、次の 
よ5に入力します。 


A>nENU 
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第 3 章メニューの使い方 


B MENU コマンドが起動し、次のよ5なメニュー画面が表示されます。 



•画面番号 


•項目 


コマンドライン 
ヘルプメッセージ 
メッセージライン 


この画面を「コマンド選択画面」と呼びます。メニュー画面の各部分は、次の 
ような役割をはたしています。 

画面番号 

購入時のメニュー画面には、あらかじめ約4画面分、34種類のコマンドが登録 
されています。現在表示されている画面が何画面目であるかは、画面の右上に表 
示されます。「1/4」という表示は、4画面あるメニュー画面の、最初の画面 
であることを表しています。 

(#%) ハイレゾリューションモードのシステムでは、一度に12種類のメニュー項 

目が表示されますので、全体の画面数は3画面になります。本章のサンプル 
画面は ノーマル モードのシステムの場合ですが、ハイレゾリューションモー 
ドでも操作方法は同様です。 


メニュー項目 

その画面で選択できる項目です。反転表示されているメニュー項目は、@キ 
一を押したときにその項目が実行されることを表しています。反転表示は 、 m 
〇] キーで 移動します。 


ヘルプメッセージ 

反転表示されているメニュー項目に関する、補足説明です。 
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3.2 メニューの使い方 


峰 


コマンドライン 

反転表示されているメニュー項目を実行したときに、実際に実行される MS- 
DOS のコマンドを示しています。 

コマンドラインに「％:」 「％¥」のような記号が表示されるメニュー項目 

があります。これらの記号は、そのメニュー項目を実行した際に、「ドライ 
ブ選択画面」（後述）や「ディレクトリ選択画面」が表示されることを表し 
ています。 


メッセージライン 

その画面で行っていただきたい操作を示しています。 


メニュー項目の選び方 


メニュー画面の起動時には、「本製品のご紹介（ご使用の前にお読みくださ 
い）」というメニュー項目が反転表示されています。この反転表示は、@キー 
を押したときに実行される項目を表しています。 

反転表示は、次の2つのキーで移動します。 

IT] キー反転表示が上に移動します。いちばん上の項目が反転表示してい 
る場合は、前の画面に切り換わります。 

I1」キ—反転表示が下に移動します。いちばん下の項目が反転表不してい 
る場合は、次の画面に切り換わります。 


ト メニュー画面の切り換え 


一度に表示されるメニュー項目は、9個（または12個）までですが、メニュー 
画面にはもっと多くの項目が登録されています。全部で何画面分の項目が登録さ 
れているかは、画面右上の表示画面番号の数字で分かります。たとえば、「1/ 
4」という表示は、4画面分のメニュー項目が登録されており、現在その最初の 
画面が表示されていることを表しています。 

メニュー画面は、前述の [T l[J] キーで切り換えることができますが、次のキ 
一で素早く切り換えることもできます。 


| Tp 1 "] キー 画面全体を次の画面に切り換えます。 
_キー 画面全体を前の画面に切り換えます。 


第3章 
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第 3 章メニューの使い方 


メ ー ユ ー J 貝冃の実行 ― ■ ■■ 

実行したいメニュー項目を 0J[£J キーで反転表示させ、@キーを押すと、そ 
の項目が実行されます。 

キーを押すことで、反転表示が移動し、コマンドラインの表示が変わ 
ることに注目してください。コマンドラインは、そのメニュー項目を反転表示さ 
せて@キーを押したときに、実際に実行される MS-DOS のコマンドを示して 
います。 

なお、フアンクシヨンキーで実行することもできます。 

フアンクシヨンキー (|1 T | 〜[7^|または (^1) 

各メニュー項目の左の 「F1」 〜 「F9」 （または 「F12」） という表示は、 
フアンクシヨンの番号を表しています。たとえば、 ITT] キーを押すと、 「F1」 
と表示されているいちばん上の項目が、その項目が反転表示されていなくても、 
ただちに実行されます。 

それでは、実際に操作を行ってみましょう。ここでは、メニュー項目の先頭の 
「本製品のご紹介（ご使用の前にお読みください）」を実行してみましょう。 

Q LU 0 キ—で、反転表示を上下させ、「本製品のご紹介（ご使用の前にお 
読みください）」といろメニュー項目を反転表示させます。 



この メニュー項目を選択したときに、実際に実行される MS-DOS コマンド 
「MORE < README.DOC」 は、コマンドラインに表示されています。 
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3.2 メニューの使い方 


Q メッセージに従って@キーを押すと、最初のメニュー画面（コマンド選択 
画面）に戻ります。 


^コマンド実行後の操作は、通常の方法（キーボードからのコマンド入力） 
て 、、 「MORE 〈 README . DOC 」 を実行した場合と同じです。画 
面のいちばん下の「続さがありますのでどれかキーを押してください.」と 
いうメッセージに従って@キーを押すと、続きの画面が表示されます。 


Q コマンドの実行がすべて終了すると、次のメッセージが表示されます。 




ikm ど編—緣说 
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第 3 章メニューの使い方 


3 . 3指定を必要とするメニュー項目の実行 


参照： DIR コマンド 
-► 「4.1フアイル名 
を調べる」 


メニュー項目によっては、その項目がただちに実行されず、さらにいくつかの 
選択や指定が必要になる場合があります。 

ここでは、メニュー画面の3番目の項目「ファイル名一覧の表示」を実行し 
て、トフイフ A のゲイスクに記録されているファイルを一覧表示してみましょ 
う。この項目は、ディレクトリを表示する DIR コマンドを実行しますが、「ど 
のドライブのディレクトリを表示するか」という、ドライブの指定が必要になり 
ます。 


OElLiJ で、「ファイル名一覧の表示」を反転表示させます。 


MS-DOS 3.30コマンドメニュー（コマンド遛択）レ 4 flenu vX.XX 


F1 本製品のこ•紹介（ご使用の前にお読みください） 

F2 アブリケーシヨンソフトの登錄 

F3 

F4 フロッピィディスク （2 HD ) の初期化 

F5 フロッピィディスク （2 HD ) の複写（バックアップ） 

F6 システム環境の変更 

F7 システムファイルの転送 

F8 メニューの編集 

F9 メニューの終了 


日付： 

XXXX-XX-XX 

時刻： 

XX: XX 

I1S-D0S ： 

Uer. 3.30 



|指定したドライブのファイル名一覧を表示します. 

! 

矢印キーで項目を選択し、リターンキーを押してください 



i ^) ドライブ a のディレクトリを表示するコマンドをキーボードから実行す 

るときは 「DIR A : J のように入力します。一方、「ファイル名一覧の表 
示」を反転表示させて、コマンドラインを見ると、「％:」という記号が表 
示されています。 MENU コマンドは、この記号の部分を、次に表示される 
「ドライブ選択画面」で選択されたドライブ名で置き換えてから実行しま 
す。 
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3.3 指定を必要とするメニュー項目の実行 


キーを 押します。次のような「ドライブ選択画面」が表示されます。 



ドライブ選択画面では、指定できるドライブ名が、メニュー項目として表示さ 
れ ます。 コマンド 選択画面と同じように、 0Q] キーで 目的のドライブ名を反 
転表示します。 

Q ここでは、ドライブ A のディスクに記録されているファイル名の一覧を表 
示してみましょろ。00キーで、 「 A :」 といろ項目を反転表示させま 
す0 

ドライブ選択画面でドライブ A を反転表示させると、コマンドラインは 
「DIR A : / P 」 となります0これが、実行される MS - DOS のコマンド 

です。 

gj @ キーを 押すと、 DIR コマンド 「DIR A ： / P 」 が実行され、ドライ 
ブ A のファイル名の一覧が表示されます。 


A>DIR A: /P 

ドライブ A : のディスクのボリュームラベルはありません. 
ディレクトリは A :¥ 


conriAND 

COM 

mxx 

xx-xx-xx 

XX 

XX 

DOS 


<DIR> 

xx-xx-xx 

XX 

XX 

NECAI 

SYS 

XXXXXX 

xx-xx-xx 

XX 

XX 

NECDIC 

SYS 

XXXXXX 

xx-xx-xx 

XX 

XX 

CONFIG 

SYS 

XXX 

xx-xx-xx 

XX 

XX 

AUTOEXEC BAT 

XX 

xx-xx-xx 

XX 

XX 
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第 3 章 メニューの使い方 


Q DIR コマンドの実行が終了すると、次のよろなメッセージが表示されま 
す。 


README DOC XXXX XX-XX-XX XX：XX 

README2 DOC XXXX XX-XX-XX XX: XX 

XX 偏のファイルがあります . 
mxxxxx バイトが使用可能です . 

ンド選択に戻ります 

準備ができたら、どれかキーを押してください 


Dsna ■圆_ Bfgfea b^ssm i 


Q メッセージに従って @ キーを押すと、メニュー画面の最初のコマンド選択 
画面にもどります。 


3.4 メニューの終了 


メニュー画面での操作を柊了し、 MS-DOS のプロンプトが表示されている状 
態に戻るには、次の2通りの方法があります。 

• 1画面目のコマンド選択画面にある 「 F 9 メニューの終了」を反転表示 
させ、@キーを押します。 

•コマンド選択画面で、キーを押します。 

MENU コマンドが終了すると、 MS-DOS のプロンプト 「A>」 が表示されま 
す0 
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コンピュータを上手に利用する秘訣は、多<の情報をい 
かに整理•分類するかです。ここでは、そのだめの方法 
や、 MS - DOS について少し詳しい事項を説明していま 
す0 




■本編の内容 ■ 

第4章ファイルを操作する 

第5章ディレクトリを操作する 

第6章 MS - DOS の仕組み 

第7章スクリーンエディタ ( SEDIT ) 
の使い方 













ファイルを操作する 


この章では、ファイルに対する基本的な操作について説明します。「ファイル 
の内容表示」「ファイルのコピー」「ファイルの削除」「ファイル名の変更」な 
ど、知っておくと便利な操作ばかりです。実際に MS - DOS を動かしながら、必 
要なコマンドと親しくなってください。 

ここでの操作には、 MS - DOS の運用ディスク#1と、データディスクが1枚 
必要です。データディスクを持っていない方は、 2. 4 節 中の 「フロッピィ ディス 
クについて」を参照して、データディスクを作成してください。 

また、すべての操作はドライブ A から MS - DOS を起動して、プロンプト A 〉 
が画面表示されてしゝる状態で行います。 


1ファイル名を調べる （ DIR コマンド） 

ディスクに記録されているファイルの名前を見るには、 DIR コマンドを使い 
ます。たとえば、ドライブ B のディスクのファイルー覧を見るには、次のように 
入力します。 

DIR 巳:® 

ファイルがたくさんあって、一覧表示が1画面に収まらない場合は、次のよう 
に入力すると、1画面分ずつ表示を止めながら見ることができます。前のコマン 
ドと違う点は、最後に 「/ P 」 を付けたことです。 

DIR B ： / P @ 

この場合は、任意のキー（たとえばキー）を押しながら、次々に画面を表 
示させてゆきます。 


では、実際に操作してみましょう。 MS - DOS のシステムディスクをドライブ 
B にセットしてください。 








4.1 ファイル名を調べる （ DIR コマンド） 


COMMAND 

con 

XXXXX 

xx-xx-xx 

XX: XX 

ADDDRU 

EXE 

XXXXX 

xx-xx-xx 

XX: XX 

CUSTOM 

EXE 

XXXXX 

xx-xx-xx 

XX: XX 

DELDRU 

EXE 

XXXX 

xx-xx-xx 

XX: XX 

DISKCOPY EXE 

XXXXX 

xx-xx-xx 

XX: XX 

EDLIN 

EXE 

XXXX 

xx-xx-xx 

XX: XX 

FORMAT 

EXE 

xxxxxx 

xx-xx-xx 

XX: XX 

INSTDOS 

EXE 

XXXXX 

xx-xx-xx 

XX ： XX 

HENU 

con 

XXXXX 

xx-xx-xx 

XX: XX 

MENUED 

EXE 

XXXXX 

xx-xx-xx 

XX: XX 

MORE 

con 

XXX 

xx-xx-xx 

XX: XX 

PRINT 

EXE 

XXXX 

xx-xx-xx 

XX: XX 

RENDIR 

COM 

mx 

xx-xx-xx 

XX: XX 

REPLACE 

EXE 

XXXX 

xx-xx-xx 

XX: XX 

SYS 

EXE 

XXXXX 

xx-xx-xx 

XX: XX 

XCOPV 

EXE 

XXXX 

xx-xx-xx 

XX: XX 

Em 

SYS 

XXXXX 

xx-xx-xx 

XX: XX 

Elt1386 

SYS 

XXXXX 

xx-xx-xx 

XX: XX 

FONT 

SYS 

XXXXX 

xx-xx-xx 

XX; XX 

GRAPH 

LIB 

xxxxxx 

xx-xx-xx 

XX: XX 

GRAPH 

SYS 

XXXX 

xx-xx-xx 

XX: XX 

HOUSE 

SYS 

XXXX 

xx-xx-xx 

XX: XX 

NECAI33B 

DAT 

XXX 

xx-xx-xx 

XX: XX 


準備ができたらどれ かキー を 


^ して S だ ' さい . 

■gn wesm 


■ona | 


I 11SM 遍 I 


ファイルー覧が 1 画面分表示されたところで、表示は一時停止します。 


conmND 

con 

XXXXX 

xx-xx-xx 

ADDDRU 

EXE 

XXXXX 

xx-xx-xx 

CUSTOM 

EXE 

XXXXX 

xx-xx-xx 

DELDRU 

EXE 

XXXX 

xx-xx-xx 

DISKCOPY EXE 

mxx 

xx-xx-xx 

EDLIN 

EXE 

XXXX 

xx-xx-xx 


SETUP 

EXE 

XXXXX 

xx-xx-xx 

SETUP2 

EXE 

xmx 

xx-xx-xx 

AUTOEXEC BAT 

XX 

xx-xx-xx 

MENU 

mu 

XXXX 

xx-xx-xx 

README 

DOC 

xm 

xx-xx-xx 

READNE2 

DOC 

XXXX 

xx-xx-xx 


ィ1㈣謐龄Iす. 


H " DIR 巳：@〃と入力してください。 


A>DIR B ： 

ドライブをのディスクのボ•リュームラベルはありません 
ディレクトリは BA 


■w tom msm M3M — iona ciai im isiai hsi 




あっという間に、ファイルー覧が画面表示されてしまいました。画面にはファ 
イルー覧の最後の部分だけが残っています。これでは、ファイル名を確かめるこ 
とができません。 

0今度は " D 旧巳： / P @" と入力してください。 


xxxxxxxxxxxxXXXXXXXXXXXX 
xx:xx:xx:xx:xx:x><:xx -忠狀ぼ 
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第 4 章ファイルを操作する 


B メッセージに従って、任意のキー（たとえば@キ_)を押すと、続きの画 
面が表示されます。 

►ファイル 名だけの一覧を見る （ D 旧コマンドと / W スイッチ） - 

ファイル名だけを一覧表示させるには、 DIR コマンドに、、 / W " スイッチを付 
けて実行します。 、 VW " スイッチを付けて DIR コマンドを実行すると、画面の 
1行にファイル名だけが5つずつ表示されます。ファイルの大きさや作成年月日 
などの情報はいらないから、ファイル名だけの一覧表示が見たい、という場合に 
便利です。 

たとえば、ドライブ B のディスクのファイル名だけの一覧を見たい場合は、次 
のように入力します。 

DIR B ： / W @ 

では、実際に操作してみましょう。 MS-DOS のシステムディスクをドライブ 
A にセットしてください。 

Q V 'DIR / W @ 〃と入力してください。 


A>DIR /W 

部卜％ぬスクのボリ ユー ム^^^ 


COMMAND 

COM 

ADDDRU 

EXE 

cusTon 

EXE 

DELDRU 

EXE 

DISKCOPV EXE 

EDLIN 

EXE 

FORMAT 

EXE 

INSTDOS 

EXE 

MENU 

COM 

MENUED 

EXE 

MORE 

COM 

PRINT 

EXE 

RENDIR 

con 

REPLACE 

EXE 

SYS 

EXE 

XCOPY 

EXE 

Em 

SYS 

Ef1h386 

SYS 

FONT 

SYS 

GRAPH 

LIB 

GRAPH 

SYS 

MOUSE 

SYS 

NECAI33B DAT 

NECAIK1 

DRU 

NECAIK2 

DRU 

PRINT 

SYS 

RAMDISK 

SYS 

RSDRU 

SYS 

CHKENU 

COM 

CHKFIL 

EXE 

SETUP 

DEF 

SETUP 

EXE 

SETUP2 

EXE 

AUTOEXEC BAT 

MENU 

mu 

README 

DOC 

READf1E2 

DOC 








XXXXX ノ f イトが使用可能です. 


A> 


WEM ■SOI Mssm mim HU tiiiiiii wmm iagsM msm 


B 上の画面のよ 5 に、ファイル名だけが画面表示されます。 

このように、 7W" スイッチつきの DIR コマンドを使えば、保存されている 
ファイル数が多いディスクでも、たいてい一度にすベてのファイル名一覧を画面 
表示できるでしょう。 
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4.1 ファイル名を調べる （ DIR コマンド） 


/ W スィッチを使っても、ファイル名一覧が画面に入りきらない場合は、刖述 
の 「/ P 」 スイッチも一 * 緒に指定して 、 「DIR B : / W / P [ ^1 j のように 
入力します。 

/ W スイッチを使っても、ファイル名一覧が画面に入りきらない場合は 
「/ P 」 スイッチを使用しますが、もっと良い根本的な解決策を考えるべきで 
す。それは、ディスクの中のファイルを、図書館の本棚のように、分類して 
記録することです。これには、「サブディレクトリ」というものを使いま 
す。サブディレクトリの使い方は、次章で説明しています。 


►特定の ファイルがあるかどろか調べる - 

すでに名前の分かっているファイルがあるかどうか調べるときにも、 DIR コ 
マンドを使います。 、、 DIR " の後ろに目的のファイル名を指定すると、そのファ 
イルに関する情報だけが表示されます。目的のファイルがあるかないか知りたい 
とき、またはそのファイルの大きさや作成年月日などが知りたいときに便利で 
す。 

たとえば、カレントドライブのデイスクに 、' LETTER . TXT " というフアイ 
ルがあるかどうか知りたいときには、次のように入力します。 

DIR LETTER . TXT 出 

では、実際に操作してみましょう。システムディスクをドライブ B にセットし 
てください。 

|| U DI 闩巳： NEC . DOC @ 〃と入力してください。 


A>DIR B:NEC.DOC 

ドライブ B : のディスクのボリュームラべレはありません 
デイレクトリは B:¥ 

ファイルが見つかりません . 

A> 


「ファイルが見つかりません」と表示されてしまいました。カレントドライ 
ブ（ドライブ A ) のシステムディスクには '' NEC . DOC 〃というファイル 
がないことがわかります。 


第4章 
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第 4 章ファイルを操作する 


0では、 '' DIR 日：闩 EADME . DOC @ "と入力してください。 


■ ~^ 

A>DIR B:README.DOC 

上 : ラ 〆2 \ B : $ディスクのボリュームラペルはありません 
: r ィレクト 1 J は B:¥ 

README DOC XXXX XX-XX-X ；： :: X：XX 

1 個のファイルがあります . 

XXXXX バイトが使用可能です . 

A> 


" README . DOC 〃に関する情報が表示されて、目的のファイルが存在 
していることがわかります。 

ファイル名がはっきりと分かっている場合は、この方法が使用できます 
が、「たしか、ファイル名の先頭が、、 C " だった」とか、「たしか、ファイル 
名拡張子が' DOC " だった」という場合は、どうすれ良いでしょうか。こ 
の場合は、「ワイルドカード」というものを使用します。ワイルドカードの 
説明は、「4.6ワイルドカードを使ったファイルの指定」にあります。 
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4.2 ファイルの内容を表示する （TYPE、MORE コマンド） 


4 . 2 ファイルの内容を表示する （ TYPE 、 MORE コマンド） 

ファイルの内容を画面に表示させるコマンドには 、 TYPE (タイプ）と 
MORE (モア）の2つのコマンドがあります。普通は TYPE コマンドを使いま 
すが、表示されるファイルの内容が多い場合には、 MORE コマンドを使った方 
が見やすいでしよう。 


ファイルの内容を全部表示する 


ファイルの内容を見るには、 TYPE コマンドを使います。たとえば、ドライ 
ブ B のディスクの、、 MEMO . TXT 〃の内容を見るには、次のように入力します。 

TYPE B : MEMO . TXT ® 

では、実際に試してみましょう。システムディスクをドライブ B にセットして 
ください0 

|■プロンプトに続けて 、 'TYPE 巳 ： README と入力して 

ください。 


A>TYPE B ： README.DOC 


ぃ綱 i 薦鼸鉍観鉍产 3D) 基本機能セツト』をお買 




•運黥 II 茲駿錢鹳 I ■鼸 lii 益要なファィルが人ってぃま 


す0 


以上 


README . DOC ファイルの内容が、画面に表示されてゆきます。1画面に 
表示しきれないので、内容が次々に画面上を流れてゆきます（スクロール表 
示 ） 〇 
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第 4 章ファイルを操作する 


表示を途中で停止させるには、 [ pTRL ] キーを押しながら | S ] キーを押してくだ 
さい。キーが押された時点で、表示が止まります。 

再び表示を開始するには、任意のキー（たとえば@キー）を押します。ファ 
イル内容をすべて表示し終わると、再びプロンプトが表示されます。 



TYPE コマンドでテキストファイル以外のファイル（プログラムなど）を指 
定すると、ピーとい5音と共にメチヤメチヤな文字や記号が表示されます。しば 
らくそのままにしておくと、そのうちプロンプト表示に戻るので心配ありませ 
ん。プログラムファイルは、コンピュータだけが読める形式のファイルであっ 
て、人間が読める形式にはなっていないので、 TYPE コマンドで内容を表示さ 
せても意味がないといラことです。 


ファイルの内容を1画面ずつ表不する 


X きなファイルを見るときに TYPE コマンドを使うと、あっという間にすベ 
ての内容が表示されてしまうので、じっくり中身を見ることができません。この 
ようなときには、 MORE コマンドを使います。 MORE コマンドは、ファイル 
の内容を1画面ずつ表示します。 

たとえば、ドライブ B のディスクの、、 SIRYO . TXT " の内容を1画面ずつ見た 
い場合には、次のように入力します。 


MORE 〈巳： SIRYO . TXT @ 



MO 闩 E コマンドは外部コマンドなので、実行する場合は、カレントドライブ 
を MORE コマンドファイルが入ったディスクのところに移すか、コマンド名の 
前にドライブ指定を付けてから実行してください。また、 M ◦闩 E コマンドは、 
カレントドライブのディスクへ一時的にデータを書き込みますので、ディスクが 
書き込み禁止になっていると実行でさません。なお、一時的に書き込まれたデー 
夕は、コマンドの終了時に自動的に消去されます。 
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4.2 ファイルの内容を表示する （ TYPE 、 MORE コマンド） 


では、実際に試してみましょう。システムディスクをドライブ B にセットして 
ください。 

g more コマンドのファイルは、ドライブ巳のシステムディスクの中にあり 
ます。プロンプト A 〉 に続けて、、、巳：®"と入力して、カレントドライブを 
ドライブ巳に移動しましょう。 

JP ブロンブト巳〉に続けて 、 ''MORE ( README . DQG @ 〃と入力し 
てください。 



README . DOG の内容が1画面分表示されたところで、画面のいちは 
ん下に、'続ぎがありますのでどれかキーを押してください〃といろメッセ—ジ 
が表示されます。 

Q メッセージにしたがって、任意のキー（たとえば®キー）を押すと、次の 
画面が表示されます。 


第 

4 

章 


このように任意のキーを押しながら、目的のフアイルの内容を1画面ずつ見る 
ことができます。ファイルの内容をすべて表示すると、再びプロンプトが表示さ 
れます。 
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第 4 章ファイルを操作する 


4.3 ファイルを コピーす る （ COPY コマンド） 

ファイルは、自由にコピー（複写）することができます。ファイルのコピー 
は、別のディスクにファイルを移したい場合や、大事なファイルのバックアップ 
を作つておきたい場合など、いろいろ利用できます。ファイルのコピーにけ 
COPY (コピー）コマンドを使います。 

たとえば、ドライブ A のディスクにある、' REPORT.DOCT ファイルを、ドラ 
イブ B のディスクに コピーす るには、次のように入力します。 

COPY A ： REPORT . DOC 巳：^! 

ドライブ B のディスクには、ドライブ A と同じ'' REPORT.DOC" という名前 
のファイルがコピーされます。もちろんドライブ A のファイルはそのままで 
す。 

それでは、実際に試してみましょう。ドライブ A にシステムディスクを、ド 
ライブ B にデータディスクをセットしてください。 

D ドライブ A のシステムディスクにある 、' README . DOG " ファイルを、 
ドライブ巳のデータディスクにコピーしてみます。プロンプトに続けて 
''COPY A ： README . DOC 巳：「巧]〃と入力してください。 


A>C0PV A:README.DOC B: 

1 個のファイルをコピーしました . 


コピーが終了すると、 


1個のファイルをコピーしました. 


というメッセージが表示され、プロンプトに戻ります。 



「0個のファイルを コピーし ました。」とい5メッセージが表示された場合 
は、コピーができていません。タイプミスに気をつけて、もう一度 COP 丫 コマ 
ンドを実行してみてください。 
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4.3 ファイルをコピーする （ COPY コマンド） 


P 確認してみましょう。 DIR コマンドでファイル名を指定します。 、 DIR 巳： 
README . DOCf ^" と入力してください。 


A>DIR B ： README.DOC 

ド 5 イブ B: のディスクのボリュームラベルはありません • 
ディレクト 1 」は B:¥ 


README DOC 
1 

mxm 

A> 


xxxx XX-XX-XX XX:XX 


UU し AAAA A A — ハハ.、ハ 

: x 賃%备使用可能です. 


、、円 EADME.DOC 〃がドライブ巳のディスクにコピーされています。 

0念のため、 コピー 元のドライブ A のファイルも確認してみましよう 。 "DIR 
A : README . DOC @ 〃と入力してください。 


ft>DIR A:README.DOC 

ド彐イブ A: のディスクのボリュームラベルはありません . 
ディレクトリは A: 

README DOC XXXX XX-XX-XX XX: XX 
1 個のファイルがあります . 

XXXXXXXX パイトが使用可能です . 

A> 


ドライブ B にコピーされたファイルは、元のドライブ A と比べて、ファイルの 
サイズも作成日時もまったく同じファイルであることがわかるはずです。 


COPY コマンドでは、コピー先のファイル名は自由に指定することができま 
す。たとえば、 "COPY A: REPORT.DOC B •• NEWS• TXT[^J" と入力 
すれば、ドライブ A にある、' REPORT. DOC’’ という名前のファイルが、ドライ 
ブ B に'、 NEWS • TXT" という名前でコピーされます。 

また、このように違う名前を指定すれば、同じディスク内でファイルをコピー 
することもできます。たとえば、 "COPY DOG. TXT CAT . TXT[^J" で 
は、カレントドライブに'、 DOG. TXT" と同じ内容の'' CAT. TXT" というファ 
イルがで耷各ことになります。 


第4章 
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第 4 章ファイルを操作する 


4.4 ファイル名を変える （ REN コマンド) 


ファイル名は、自由に付け変えることができます。ファイル名を変える には、 
REN (リネーム）コマンドを使います。 

たとえば、カレントドライブの、' ABC. DAT" というファイルの名前を 
"TEL. DAT" に変更するには、次のように入力します。 

REN ABC.DAT TE し. DAT ® 

REN コマンドは、同じディスクの中でファイル名を変更する だけですから 
変更後のファイル名にドライブ指定は必要ありません。 

では試してみましょう。 COPY コマンドの練習で、データディスクに作成し 
た、、 README . DOC " を、 '、 LESSON . DOCT という名前に変えてみます。デ ー 

タディスクをドライブ B にセツトしてください。 

D、'REN B : README.DOC LESSON • DOC @" と入力してく 

ださい。 



REN は RENAME を略したコマンドです。 々REN" の代わりにゃ RENA 
ME" と入力することもできます。 

特にメッセージは表示されずに、プロンプトが表示されます。 
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4.5 ファイルを削除する （ DEL コマンド） 


P ファイル名が変わったかどうか確認してみましよう。 '' DIR 巳：®〃を実 
行してください。 


A>DIR B ： 

ド 5 イブ B: のディスクのボリュームラベルはありません • 

ディレクトリは 

LESSON DOC >W< XX-XX-XX XX ： XX 
1 個のファイルがあります . 

XXXXXXX A ィトが使用可能です. 

A> 

" README . DOC " はなくなって、代わりに'、 LESSON . DOC " ができていま 
す。 

4.5 ファイルを削除する （ DEL コマンド） 

不要になったファイルをディスクから削除するには、 DEL (テリート）コマ 
ンドを使います。たとえば、カレントドライブにある、、 MEMO . BAK " を削除す 
るには、次のように入力します。 

DEL MEMO . BAK ® 

では、 実際にファイルを削除してみましよう 0 REN コマンドの練習で、テー 
タディスクに作成した、、 LESSON.DOC "ファイルを削除します。デ-タディス 
クをドライブ B にセットしてください。 

H "DEL 巳： LESSON . DOC @ 〃と入力してください。 


A>DEL B ： LESSON.DOC 
A> 


特にメッセージは表示されずに、プロンプト表示に戻ります。 
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第 4 章ファイルを操作する 


B | フアイルが削除されたかどうか確認してみましょう。、、□旧巳： l E 
SSON . DOC @ 〃と入力してください。 


A>DIR B ： LESSON.DOC 

巧怒;^スクのボリュームラベルはぁりません • 

フアイルが’見つかりません. 

A> 


「フアイルが見つかりません.」というメッセージが表示され、確かに削除さ 
れていることがわかります。 

□ EL コマンドで削除した フ アイルは、再びディスクに戻す ことは でき ませ 
ん。したがつて、削除は慎重に行ってください。また、タイプミスなどにも注意 
してください。 


4.6 ワイルドカードを使ったファイルの指定 （* と 7) 

MS - DOS では、グループ化されたファイル名や、特定のファイル名を持つフ 
ァイルをまとめて指定できます。ファイル名に、「ワイルドカード」と呼ばれる 
特殊な文字 （* と？）を使うのです。 

ワイルドカードは、ファイルを指定するときに利用する文字で、ファイル名の 
中の文字の代わりに使います。ワイルドカードには、「*」と「？」の2種類が 
あって、それぞれ次のような意味を持っています。 

* ファイル名のうち、 * 以降の文字が何であってもかまわない、というこ 

とを示す記号です。 * 以降はどのような文字が何文字あっても、あるは 
文字がなくてもよいことを表します。 

? ファイル名のうち、？の位置にある1文字がどんな文字でもかまわな 
い、ということを示す記号です。？記号1個が任意の1文字に相当しま 
す。？の後に文字がない場合は、？に相当する文字がなくてもかまぃま 
せん。 
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4.6 ワイルドカードを使ったファイルの指定 （* と"？) 


： 0f1t1AND 
IENLI 
10RE 
ENDIR 
: HKENU 


con xxxxx xx-xx-xx 

con xxxxx xx-xx-xx 

con xxx xx-xx-xx 

COM xxxx xx-xx-xx 

COM xxxxx xx-xx-xx 

5 個のファイルがあります. 


xxxxx 六イトが使用可能です. 


以下にワイルドカードを使ったファイル指定の例をいくつか示します。 

c*. DOC ファイル名の先頭が、 ' CT で始まり、拡張子が、' . DOC " であるフ 

ァイルを表す。 C . DOC 、 CAR . DOC、CENTER .DOCS 
ど。 

TEST.* 主ファイル名が、、 TEST " なら、拡張子は何でもかまわない。 

TEST . DOC 、 TEST . EXE 、 TEST . l 、 TEST など。 

* * すべて のファイルを意味する。 DIR コマンドで確認できるフ 

ァイルで、該当しないファイルはない。 

SA??.TXT ファイル名の先頭が、 、 SA " で、続く 2文字が任意で、拡張子が 
'、. TXT " であるファイルを表す0 SAKI . TXT、SARU . 
TXT 、 SASI . TXT など。 

7GATU. * ファイル名は任意の1文字で始まって、、 GATU " が続き、拡張 

子は何でもかまわないファイルを表す〇1 GATU • DAT 、 
2 GATU . BAK 、 3 GATU など。 

それでは、実際にワイルドカードを使って、ファイルを指定してみましよう0 
ドライブ A にシステムディスク、ドライブ B にデータディスクをセットしてくだ 
さい。 

まず、システムディスクの中で、拡張子が' COM 〃であるファイルを見て 
みましょう。□旧コマンドと*を使って、、□旧 A : 〃と入力 

します。 


A>DIR A:-.COM 

ドライブ A : のディスクの朮•リュームラベルはありません 
デイレクトリは A :¥ 


mm mam msm hh — E»n»i irai mnm Esai WM 


xxxxxxxxxx 
xx:vv:xx;xx:xx: 
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MENU con mxx xx-xx-xx 

MORE COM XXX XX-XX-XX 

SYS EXE XXXXX XX-XX-XX 

Em SYS XXXXX XX-XX-XX 

FONT SYS XXXXX XX-XX-XX 

MENU mu XXXX XX-XX-XX 

6 個のファイルがあります. 
:六イトが r — 


A> 


XXXXX , 


、が使用可能です. 


&今度は、 4文字以内の主ファイル名を持つファイルを探してみましょう。 
''DIR と入力します。 


A>DIR ????.* 

巧“卜％？テぶクの ボリユー ムラべルはありません 


IIONU し UII 

flENUED EXE XXXXX XX-XX-XX 

flORE COM XXX XX-XX-XX 

HOUSE SYS XXXX XX-XX-XX 

nENU mu xxxx xx-xx-xx 

5 個のファイルがあります. 
xxxw バイトが使用可能です. 

A > 


卜％？デ“スクのボリ ユー ムラ〜レはありません 


A>DIR 11*.* 


msm na msm wsm be— ngia wmm mnm wsasm msm 

l . 

このように、ワイルドカードはたいへん便利な記号です。使いこなすと作業が 
スピーディーで、しかも確実になります。ただし、ワイルドカードを効果的に使 
用するためには、ファイル名の付け方も重要です。関連のあるファイルには、あ 
とでまとめて指定しやすいような名前（文字数を揃える、同じ文字で始めるな 
ど）を工夫して付けるとよいでしょう。 


I wrstwi ■mm i 








■-丄り■■眉 I 


&次に' ファイル名が、、 M 〃で始まるすべてのファイルを見てみましょう。 
''DIR M * . 〃と入力します。 


XXXXXXXXXXXK 

gxx:xx:xx:xx:xx: 


XXXXXXXXXX 
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4.7 まとめ 


4.7 まとめ 

この章では、次のような事項を学びました。 

籲ディスクに記録されているファイルの名前を調べるには、 、' DIR " コマンドを 
使用します。 

龜ファイルの数が多すぎて、1画面に表示しきれないときは、 DIR コマンドの 
、ソ P " スィッチや、 、、/ w " スイッチを使用します。 / P スイッチを指定すると、 
表示が1画面ごとに一時停止します。 / W スイッチを指定すると、ファイル名 
だけが表示されます。 

•名前の分かっているファイルの有無を調べるときは、 DIR コマンドとファイ 
ル名を組み合わせて入力します0ファイル名があいまいなときは、、'*〃と\'?〃 
という、2種類の「ワイルドカード」を使用するとたいへん便利です。 

•ファイルの内容が文字のみである場合には、 、' TYPE " コマンドか、、 MORE " コ 
マンドで、その内容を表示することができます0 TYPE コマンドは、ファイ 
ルのすべての内容を流れるように表示します 。 MORE コマンドは、1画面分 
ずつ、一時停止しながら表示します。 

#ファイルのコピー（複製）を作るには、 、、 COPY " コマンドを使用します。 
COPY コマンドは、コピー元のファイルと内容が同一の、新しいファイルを 
作成します。ファイルのコピーは、他のディスクに作成したり、ファイル名を 
変えて作成することができます。 

•ファイル名を変更するには、 、' REN " コマンドを使用します 。 REN コマンド 
は 、 COPY コマンドのように新しいファイルを作成するのではなく、指定さ 
れたファイルの名前をその場でつけ変えます。 

•不必要になったファイルは、 、、 DEL " コマンドで、ディスクから削除（消去) 
することができます。ただし、いったん削除したファイルを復活させることは 
できないので、削除は慎重に行うようにします。 


第4章 
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議, i | ディレクトリを操作する 


MS - DOS には、たくさんのファイルを効率良く管理するための整理方法が用 
意されています。このファイル整理に欠かせないのが「ディレクトリ」と呼ばれ 
るものです。この章では、ディレクトリがどういうものか、どのように使うの 
か、といったことについて説明します。 

ここでの操作には、運用ディスク#1と、データディスクが1枚必要です。デ 
一タディスクを持っていない方は、 2. 4節中の「フロッピィディスクについて」 

を参照して、データディスクを作成してください。 

また、すべての操作は、ドライブ A から MS - DOS を起動して、プロンプト 
'' A >" が画面に表示されている状態で行います。 


5.1 デイレクトリとは 


ディレクトリとは、ディスクに記録されているファイルの名簿のようなもの 
で、各ファイルに関する情報を1つにまとめた表のような形をしています。つま 
り、ディスクの中には、それぞれのファイルの内容とは別に、各ファイルの名前 
や大きさ、作成された日時、そのファイルがディスクのどの場所に記録されてい 
るかを記録した表（ディレクトリ）があるのです。 

ディスクのファイルー覧を見るときには、 DIR コマンドを実行しました。こ 
の DIR コマンドは、ファイルの登録簿であるディレクトリの情報を表示してい 
たのです 0 DIR コマンド （ DIR は DIRECTORY の略）というわけです。 
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5.1 ディレクトリとは 


► ルートディレクトリとサブディレクトリ 


参照：ファイル名の付 
け方 -► 「2.2フアイ 
ルの趟礎知識」 


ディスクをフォーマット（初期化）した時点では、「ルートディレクトリ」と 
呼ばれるたった1つのディレクトリが作成されます。このディスクをそのまま使 
っていると、すべてのフアイルをこの1つのディレクトリが管理することになり 
ます。ファイルの数が少ない場合は、ルートディレクトリだけでも十分管理でき 
ますが、ファイルが増えてくると大変です0 DIR コマンドで50個や60個のファ 
イル名が表示される様子を想像してみてください。目的のファイルを見つけるだ 
けで一苦労というものです。 

そこで、 MS-DOS では、複数のディレクトリを持てるようになっています。 
みなさんは、新しいディレクトリを自由に作ることができるのです。この新しい 
ディレクトリを、元のルートディレクトリに対して「サブディレクトリ」と呼び 
ます0サブディレクトリには、ファイルと同じ規則で名前 （ 「ディレクトリ名」 
と呼びます）を付けますが、一般的にディレクトリ名には拡張子を付けないこと 
が多いようです。 




ルー ト ディレ クトリには名前はありませんが、 w ¥ 〃記号で表すことができま 
す。〃が ルー ト デイレ クトリの名前だと考えてもよいでしよろ。 
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第 5 章デイレクトリを操作する 


►階層 ディレクトリ構造 - - - 

サブディレクトリを使用すると、たとえば、文書ファイルは1つのディレクト 
リに集め、プログラムファイルは別のディレクトリに集めるといったように、内 
容に応じてファイルを分けて管理することができます。 

ただしこれらのディレクトリは、それぞれ独立して並列に並んでいるわけでは 
ありません。日本という国が、都道府県に分かれ、さらに市町村に分かれるよう 
に、1つのディスクの中身も、ルートディレクトリの中にサブディレクトリがあ 
り、その中にさらに部分的なサブディレクトリがある、というように階層的な構 
造になっています。 

実際のデイレクトリ構造を次に示しましょう。 


(ルートディレクトリ） 


¥ 


— COMMAND.COM 

— CONFIG.SYS 

— AUTOEXEC.BAT 

— (DOS) -- FO 闩 MAT.EXE 

— MORE.COM 


(CALC)- 


—<DAT>- 


^(BUNSHO)- 


■CALC.COM 
UTL.EXE 
■SHEET1.DAT 
•SHEETP.DAT 
_ ETC.DAT 
• (LETTER >- T — 




INVITE.DOC 
GREETING.DOC 
NOW. DAT 
_ ETC • DAT 


この例では、ルートディレクトリが3つのファイルと4つのサブディレクトリ 
( DOS 、 CALC 、 DAT 、 BUNSHO ) を管理し、4つのサブディレクトリがそ 
れぞれファイルやサブディレクトリを管理しています。このように、ディレクト 
リは必要に応じて何段も重ねることができます。また、ディレクトリが異なって 
いれば、同じ名前のファイルを複数作ることもできます（例では、 ETC . DAT 
というファイルが2つ作られています）。 

重なったディレクトリでは、ディレクトリの関係を親子になぞらえて、1段上 
のディレクトリを「親ディレクトリ」と呼びます。例では、 LETTER の親ディ 
レクトリは BUNSHO 、 CALC の親デイレクトリはルートディレクトリになり 
ます。 
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5.2 サブデイレクトリを作る （ MD コマンド） 


5.2 サブデイレクトリを作る （ MD コマンド) 


新しくサブディレクトリを作るには 、 MD (メイクディレクトリ）コマンド 
を使います。たとえば、ルートディレクトリに新しく、' CASE "というティレク 
トリを作る場合は、次のように入力します。 

MD CASE[^J 

このように MD コマンドでは、コマンド名に続けて、新しく作るディレクト 
リの名前を指定します0ディレクトリ名の付け方は、ファイル名の付け方と同じ 
です。ただし、親ディレクトリの中にすでにあるファイルやサブデイレクトリの 
名前と同じものは付けられません。 


MD は MKDIR を略したコマンドです。 、' MD " の代わりに、' MKDIR "と 
^ 入力することもできます。 


それでは実際に操作してみましょう。ドライブ A にデータディスクをセツト 
してください0いま、データディスクにはルートディレクトリだけが用意されて 
います。ここに、新しく、、 BUNSHO " というサブディレクトリを作つてみましよ 


Q まず、ルートディレクトリの中に同じ名前のファイルやディレクトリがない 
ことを確かめます。プロンプトに続けて ' 、 DIR 巳 UNSHO ^] 〃と入力し 
てください。 


A>DIR BUNSHO 

ドライブ pi : のディスクのボリュームラベルはありません • 
ディレクト 1 J は 

ファイノレが見つかりません. 

A> 


u 巳 UNSH 〇〃がないことが確認できました。なお、「ディレクトリは A 
:¥ 」というメッセージの「 ¥ 」は、ルートディレクトリを表しています。現 
在表示しているファイル情報は、ルートデイレクトリのものだといろ意味で 
す。 
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B では、新しいデイレクトリ''巳 UNSHO 〃を作りましょう。プロンプトに続 
けて巳 UNSHO ^ l " と入力してください。 


A>HD BUNSH 0 
A> 


特にメッセージは表示されず、プロンプトに戻ります。 

B u 巳 UNSHO 〃ができているかどうか確認してみましょう。今度は、、 D|R 
@"と入力してください。 


A>DIR 

£ラ 〆 之，，2ディスクのボリュームラベルはありません. 
丁べ レクトリは A :¥ 

BUNSH 0 く DIR > 91-09-11 16:33 

1個のファイルがあります. 

1249280ハイトが使用可能です. 

A> 


BUNSHO ディレクトリが、確かに作成されています。 DIR コマンドは、フ 
ァイルとディレクトリを区別するために、ファイルにはファイルの大きさを、デ 
イレクトリには < DIR 〉 と表示します。 
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5.3 ディレクトリを移動する （ C □コマンド） 


5.3 ディレクトリを移動する （ CD コマンド) 


サブディレクトリを利用すると、1つのディスクに複数のディレクトリができ 
ることになります。しかし、ディレクトリがいくつあつても、一度に使用できる 
ディレクトリは1つです。 MS - DOS がそのとき使用しているドライブをカレン 
トドライブと呼びましたが、同じように MS — DOS が使用しているディレクトリ 
を「カレントディレクトリ」と呼びます0カレントドライブ同様、カレントディ 
レクトリも移動することができます0カレントディレクトリを移動するコマンド 
は 、、 CD (チェンジディレクトリ）"コマンドです0 

たとえば、カレントディレクトリを、前節で作成した BUNSHO ディレクトリ 
に移すには、次のように入力します。 


CD BUNSHO ® 



CD は CHDIR を略したコマンドです0、、 CD " の代わりに、、 CHDIR " と入 
力することもできます。 


また、ディレクトリ名を指定しないで、、 CDl ^ J " とだけ入力すると、カレント 
ディレクトリが表示されます0 DIR コマンドと同様、カレントディレクトリを 
確認するのに便利です。 

では、実際にディレクトリを移してみましょう。今、ドライブ A には前節で 
BUNSHO ディレクトリを作成したデータディスクがセツトされています。 


|カレントディレクトリをルートディレクトリから巳 UNSH □ディレクトリ 
に移してみましよう。プロンプトに続けて U CD 巳 UNSHOD " と入力 
してください。 


A>CD BUNSHO 
A > 


すぐにプロンプトに戻ります。 

JP 本当にカレントディレクトリが、巳 UNSHO に移つたかどうか確認してみ 
ます。まず'' DIR @ 〃と入力してみましよう。 
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努だ 卜%? テぶ益 ■ 


<DIR> 91-09-11 
. <DIR> 91-09-11 

2 個のファイルがあります . 
1249280 ハイトが使用可能です . 


16:33 

16:33 


A> 


メッセージに「ディレクトリは A : ¥ BUNSHO 」 と表示されています。確か 
に移動できました。なお、、、."と、、••"という2つのサブディレクトリは、新し 
いディレクトリを作ると自動的に作成されます。、、•"はそのディレクトリ自身 
(この場合は BUNSHO ) を、'、••’’は親ディレクトリ（この場合はルートディレク 
トリ）を表しているもので、特に意味はありません。 ただ、 これらの記号はディ 
レクトリを指定する場合に使えます。次の操作で使って みま しょう。 

0今度はルートディレクトリに移ってみます。コマンドは '' CD 〃でも 

良いのですが、ここではカレントディレクトリの親ディレクトリを表す、、.." 
記号を使ってみましよう。ピリオドを2つ使って 、 U CD と入力し 

てみてください。 


A>CD •• 
A> 


□ 今度は CD コマンドでカレントデイレクトリ を 確認してみましょう。 
" CD 〃とだけタイプして M キーを 押してください。 


A>CD 

A：¥ 

A> 


確かにルートデイレクトリに移動していることがわかります。 
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5.4 ディレクトリ名を変える （ RENDIR コマンド) 


5 4ディレクトリ名を変える （ RENDIR コマンド) 


参照：ファィル名の変 ファイル名と同じように、ディレクトリ名もあとから付け変えることができま 

更 — 「4.4ファィル 十ディレクトリ名を変えるには 、 RENDIR (リネームディレクトリ）コマン 
名を変ぇる」 ドを使います。たとえば、 、、 WORK " というディレクトリ名を、' JOB ，， に変更する 

場合は、次のように入力します。 

RENDIR WORK JOB^J 

では実際に操作してみましょう。 RENDIR コマンドは外部コマンドなので、 
実行するためにはシステムディスクが必要です。運用ディスク#1をドライブ A 
に、先ほどディレクトリを作ったデータディスクをドライフ B にセツトしてくた 
さい。 

外部コマンドを実行する場合は、カレントディレクトリを RENDIR のコ 
マンドファイルが入ったところに移すか、コマンド名の前にパス名 
(5. 6 節、 5. 8 節参照）を付けて実行します。 

||まず、変更前のディレクトリ名を確認します。 U DIR 巳：@〃と入力して 
ください。 


A>DIR B ： 

ドライブ B : のディスクのポリュームラベルはありません. 
ディレクトリは B :¥ 

BUNSHO < DIR > 91-09-11 16:33 

1個のファイルがあります. 

1249280バイトが A 用可目 g です- 

A> 


'、巳 UNSHO " があります0これを、' TEXT 〃に変えましよう0 

P プロンブトに続けて 、 ''RENDIR B ： BUNSHO TEX 丁®〃と入力 
します。 


A>RENDIR B：BUNSHO TEXT 
A > 
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0変更されたかど5か確認して みま しょろ。もろ 一度、' D | R 巳： @ 〃と入力 
してください。 


A>DIR B : 

卜 MS スクの ボリューム ラベルはありません. 


TEXT 
1249280 
A > 


< DIR > 


91-09-11 16:33 


:娜鉍髖齡 I す 


A BUNSHO ” がなくなつて代わりに'' TEXT " になっています。 


5.5 サブデイレクトリを削除する （ RD コマンド) 


不必要になつたサブディレクトリを削除するには、 RD (リムー ブディレクト 
リ）コマンドを使います。たとえば、 、' TEMP " というサブディレクトリを削除 
するには、次のように入力します。 

RD TEMP @ 

ただし、削除したいサブディレクトリ（この場合 TEMP ) に、1つでもファ 
イルやサブディレクトリが作られていると、削除はできません。サブディレクト 
リを削除する場合には、あらかじめその中にあるファイルやサブディレクトリを 
すべて削除しておく必要があります。また、カレントディレクトリも削除できま 
せん0カレントディレクトリを削除したい場合は、 CD コマンドで親ディレクト 
リを移動してから行ってください。 


RD は RMDIR を略したコマンドです。、、: RD " の代わりに'' RMDIR " と入 
力することもできます。 

それでは、実際にサブディレクトリを削除してみましょう。ドライブ A にデータ 
ディスクをセツトしてください0データディスクのサブディレクトリ 、、TEX 丁"を削 
除します。 
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5.5 サブディレクトリを削除する （ R □コマンド) 


Q まず、叮 EXT 〃の中にファイルやサブディレクトリがあるかどうか確認し 
ます。 W DIR TEXT_" と入力してください。 


A>DIR TEXT 

ドライブ A: のディスクのボリュームラベルはありません . 
ディレクトリは A：¥TEXT 

<DIR> 91-09-11 16:33 

く DIR> 91-09-11 16:33 

2 個のファイルがあります . 

1249280 バイトが使用可能です . 

A> 


'、，と、、.."の 2 つの ディレクトリ（これらはディレクトリを作成したときに自 
動的に作られます）しかありませんので、、、 TEXT " を削除することができま 
す。 

P それでは、 ''RD TEXT 〃と入力して®キーを押してください。 


A>RD TEXT 
A> 


Q 削除されたかどうか確認してみましよう。今度は''□旧@〃を実行してくだ 
さい。 


A>DIR 

ドライブ A: のディスクのポリユームラべルはありません . 
ディレクト 1 J は A:¥ 

ファイルが見つかりません . 

A> 


TEXT ディレクトリの名前が表示されていないことで、たしかに削除されて 
います。 
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5.6 ディレクトリ間のファイル指定 

複数のディレクトリを使うようになると、ファイル操作にもひと工夫が必要に 
.なります0 MS - DOS では、カレントディレクトリのファイルはそのまま扱うこ 
とができますが、他のディレクトリのファイルを扱う場合には、「パス名」の指 
定を行います。 

カレントドライブ以外のドライブにあるファイルを指定するときに、ドライブ 
名とファイル名を指定しましたが、これにディレクトリ名を付け加えたものがパ 
ス名です。ファイル名にパス名を付ければ、そのファイルがどこのドライブのど 
このティレクトリのものかわかるので、どのファイルでも自由に操作することが 
できるのです。 

►パス 名について - - - 


パス名の表し方を説明しましょう。たとえば、次のような階層ディレクトリが 
あったとします。 


(ルートディレクトリ） 

¥] — 〈 CALC 〉 - 「 SHEET 1• DAT 

— SHEETP.DAT 
•— ETC . DAT 

L 〈巳 UNSHO 〉 一一 ( LETTER ) ― i — INVITE . DOC 

GREETING.DOC 

*—( MEMO ) -- 〈 NEW 〉 - TODAY.TXT 

— NEXT.TXT 
ETC . DAT 

ここで、ルートディレクトリの下の BUNSHO ディレクトリのパス名は 、' ¥B 
UNSHO ’’、 さらにその下の MEMO ディレクトリのパス名は、' ¥ BUNSHO ¥ 
MEMO " と表します。このとき、先頭の、' ¥" 記号はルートディレクトリを表しま 
すが、残りの、'¥"記号はディレクトリの区切り記号です。つまり、ルートディレ 
クトリから目的のディレクトリに至るまでの道筋を、各ディレクトリ名を'、¥1己 
号で区切って並べたものが、そのディレクトリのパス名になるわけです。 

一般にルートディレクトリから始まって、ディレクトリ1、ディレクトリ2… 
•••という道順で表されるディレクトリ n のパス名は、次のようになります。 

¥デイレクトリ1¥ディレクトリ2 ¥……¥ディレクトリ门 


ルートデイレクトリ いずれも区切り記号 


76 















5.6 ディレクトリ間のファイル指定 


したがって、パス名で表されるディレクトリの中のファイルは、次のようにキ日 
定できます。 

パス名¥ファイル名 

区切り記号 

たとえば、 '、¥ BUNSHO ¥ MEMO " というディレクトリの中の '、 ETC • DAT " 
は、 、、¥ BUNSHO ¥ MEMO ¥ ETC . DAT " と表すことができます。 

このファイルを操作するときには、カレントディレクトリがどこであっても、 
次のように、コマンド実行の際に、パス名を付けて指定することができます。 

□ I 闩 ¥ BUNSHO ¥ MEMO¥ETC . DAT 
TYPE ¥ BUNSHO ¥ MEMO ¥ ETC . DAT 
DEL ¥ BUNSHO ¥ MEMO ¥ ETC.DAT 

►絶対 パスと相対パス - 

パス 名は、 いつでも ルートディレクトリを基点にして指定 しなければいけない 
わけではありません。 カレントディレクトリを基準にして、 そこからパス 名を指 
定 することもできます。たとえば、 次の ような 階層ディレクトリが あったとしま 
す。 

(ルートディレクトリ） 

¥- p -< CALC ) -[― SHEET 1. DAT 

— SHEET 2 .DAT 
— ETC . DAT 

— < BUNSHO >— r —( LETTER )— p - INVITE . DOC 

Lgreeting.doc 

— 〈 MEMO 〉 一 r —< NEW ) - TODAY.TXT 

— NEXT.TXT 
— ETC . DAT 


第 5 章 
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しこて、、、カレントディレクトリが BUNSHO であった場合、 NEW ディレクト 
リは、次のようなパス名で表せます。 

MEMO¥NEW (ルートディレクトリから招定すると ¥BUNS 

HO¥MEMO¥NEW) 

パス名の左端に、ルートディレクトリを意味する、、¥ "記号がないことに注意し 
てください 0 これは、 BUNSHO というカレントディレクトリを基準と して 
NEW ディレクトリの位置を相対的に表現したものです。このようなパス名を 
「相対パス」と呼びます。また、ルートディレクトリ （¥) から始まるパス名を 
「絶対パス」と呼びます。 

絶対パスでは、カレントディレクトリの位置に関わらず、いつも同じ表記がで 
きますが、指定するディレクトリの位置によっては、パス名が非常に長くなって 
しまいます。一方、相対パスでは、位置によっては簡単にパス名を表記すること 
ができますが、カレントディレクトリが動いてしまうと、同じ表記はできませ 
ん〇 

相対パスでは、ディレクトリ名を指定する代わりに、親ディレクトリの記号 
''.."を使うことができます。たとえば前の例で、カレントディレクトリが new 
のとき、 BUNSHO ディレクトリは、「親の親」にあたりますから、次のように 
表記できます。 

(絶対パスでは¥ BUNSHO) 

また、たとえばカレントディレクトリが MEMO のとき、 LETTER ディレク 
トリは、親デイレクトリのサブデイレクトリですから、次のように表記できま 
す。 


•■- L 亡 I'TtR (絶対パスでは ¥ BUNSHO ¥ LETTER) 

カレントディレクトリと、指定したいディレクトリの位置によって、絶対パス 
と相対パスを上手に使い分けてください。 
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5.7 ディレクトリ単位のファイル操作 

階層ディレクトリ構造を利用してファイルを操作していると、ディレクトリの 
中のファイルを、ひとまとめにして扱いたい場合があります。ここでは、ディレ 
クトリの中をまとめてコピーする方法や削除する方法についてお話します。 

►ディレクトリ 単位のファイルのコピー （ COPY コマンド） - 

COPY コマンドでは、コピー元とコピー先のファイル名を指定するとファイ 
ルのコピーができました。同様に、 COPY コマンドで、コピー元とコピー先に 
ディレクトリ名を指定すると、コピー元のディレクトリの中のファイルをすべて 
コピー先のディレクトリにコピーすることができます。 

たとえば、カレントドライブの、' BUNSHCT ディレクトリの中のファイルを、 
、、〇 LD " ディレクトリにまとめてコピーしたい場合は、次のように入力します。 


COPY ¥巳 UNSHO ¥OLD 



COPY コマンドでコピーできるのは、ディレクトリの中のフアイルだけで 
す。指定したディレクトリにさらにサブディレクトリがある場合、そのサブディ 
レクトリはコピーされません。サブディレクトリも一緒にコピーしたい場合は、 
XCOPY コマンドを使ってください。 


COPY コマンドを実行すると、コピーされているフアイル名が順に表不さ 
れ、コピーが終わると「 X 個のファイルをコピーしました.」というメツセー 
ジが表示されます。 


►サブ ディレクトリも含めたファイルのコピー （ XC 〇 PY コマンド） 一 

COPY コマンドでは、ディレクトリ中のファイルしかコピーできませんでし 
たディレクトリ中のファイルもサブディレクトリも、まとめて一度にコピーす 
るには 、 XCOPY (エックスコピー）コマンドを使います0 

たとえば、次の図のような階層デイレクトリがあつたとします。 


¥ 


〈 LEFT 〉- 


-< HIGH >- 


-< LOW >- 


-AAA 

-巳巳巳 

-CCC 

-□□□ 

-EEE 


— ( RIGHT ) - FFF 
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ここで、 LEFT ディレクトリの中身をすべて RIGHT ディレクトリに コピー 
する場合には、次のように XCOPY コマンドを実行します。 

XCOPY ¥LEFT ¥RIGHT /S / E @ 

XCOPY は外部コマンドです。実行する場合は、カレントディレクトリを 
XCOPY コマンドフアイルが入つたところに移すか、コマンド名の前にパス名 
(5 6節、 5.8 節参照）を付けて実行します。 


XCOPY 実行後のディレクトリ構造は、次のようになります。 


¥ 


-〈し EFT 〉 


•—〈 RIGHT 〉 


-( HIGH ) 


- 〈 LOW 〉 


-FFF 
—— 〈 HIGH 〉 


^—( LOW ) 


-AAA 
-巳巳巳 

-CCC 
-DDD 

leee 


—AAA 

一巳巳巳 


-CCC 

-DDD 

-EEE 


80 
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►ディ レクトリ単位のファイルの削除 - 

参照： DEL コマンド DEL コマンドでも、ディレクトリ名を指定すれば、そのディレクトリの中の 

■4 「 4 . 5 ファィルを ファイルを一度に削除することができます0たとえば、カレントドライブの 
削除する」 、 'M£MO" ディレクトリ内のファイルを削除するには、次のように入力します。 

DEL ¥MEMO® 

ディレクトリ名を指定して DEL コマンドを実行すると、 


よろしいですか〈丫 


というメッセージが表示されます。ここで、、 Y " を入力すると削除が実行され、 
、、 N " を入力すると削除を中止します。ただし、削除されるのは、指定したディ 
レクトリの中のファイルだけで、ディレクトリまでは削除されません0 
たとえば、次のような階層ディレクトリがあったとします。 

¥ — 1—( NEW ) - pAAA 

L 巳巳巳 

—( OLD ) - r —( MEMO ) - EEE 

— Cu し 

—DDD 

ここで 、 "DEL ¥ OLD " を実行すると、ディレクトリ構造は次のようになり 
ます。 


¥― 1 —< NEW > - r—AAA 

巳巳巳 

— ( OLD ) - 〈 MEMO 〉 - EEE 

OLD ディレクトリの中の2つのフアイルは削除されましたが、 MEMO ディ 
レクトリは削除されずに残ります0 
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5.8 カレントデイレクトリにないコマンドを実行する 


参照：外部 コマンド4 
「 2.1 コマンドの 基礎 

知識」 

パス 名—「5.6 ディ 
レクトリ間のファイル 

指定」 

ドライブやディレクトリがいくつあっても、 MS — DOS はカレントドライブの 
カレントディレクトリしか使うことができません。ですから、 MORE コマンド 
や XCOPY コマンドのような外部コマンドを実行する場合は、カレントディレ 
クトリをそのコマンドのファイルが入っているディレクトリに移すか、コマンド 
名の前にパス名を付けて実行する必要がありました。 

しかし、コマンドファイルの入っていないド今イブやディレクトリで f 乍業するた 
びに、カレントディレクトリを移したり、パス名を指定したりするのは面倒です。 
そこで、 MS-DOS には、入力されたコマンドのファイルがカレントディレクト 
リになければ、自動的に特定のディレクトリを捜す機能が用意されています。 

この機能は PATH (パス）コマンドで設定します。たとえば、コマンドファ 
イルがドライブ B のルートディレクトリにセットされているならば、 

PATH 巳:¥@ 

というコマンドを実行しておくと、以後 MS-DOS は、目的のコマンドをカレン 
トディレクトリで捜し、そこになければ、、 B :¥"の中を捜すようになります。 

コマンドファイルが複数のディレクトリに分かれて登録されている場合は、各 
ディレクトリを表すパス名を、セミコロン （；） で区切って並べます。たとえ 
ば、外部コマンドのファイルがドライブ A の'、 BIN" に、アプリケーションプロ 
グラムのファイルがドライブ B の'' AP" にある場合は、次のように PATH コマ 
ンドを実行します。 


PATH A ： BIN ； B ： AP ^1 

PATH コマンドでコマンドファイル（実行可能ファイル）の場所を指定して 
おけば、以後はカレントディレクトリがどこであっても、自由にコマンドを実行 
することができます。 

PATH コマンドで設定するパス名を「コマンド検索パス」と呼びます。コマ 
ンド実行の際、 MS-DOS がここに設定したディレクトリからコマンドを搜すか 
らです。 

固定ディスクを使っている場合など、いくつもディレクトリを分けてコマ 
ンドファイルを収めておくことになるでしょう。このような場合、よく使う 
コマンドの入ったディレクトリのパスは、いつも MS-DOS の起動時に設定 
しておくと良いでしょう。 AUTOEXEC.BAT というファイルの中に 
PATH コマンドを書き込んでおけば、指定したコマンド検索パスが MS - 
DOS の起動時に自動的に設定されます。 AUTOEXEC. BAT ファイルに 
ついて詳しくは、「第 6 章 MS-DOS の仕組み」を参照してください。 
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5.9 まとめ 


この章では、次のような事項を学びました。 

#ファイルは、「ディレクトリ」によって管理されていますが、「階層ディレク 
トリ構造」を利用すると、便利に管理することができます。階層ディレクトリ 
構造は、「ルートディレクトリ」と、「サブディレクトリ」で構成されます。 

籲ルートディレクトリは、ディスクをフォーマットした時点で、各ディスクに1 
つずつ自動的に作成されるディレクトリで、記号、'¥"で表されます。 

•サブディレクトリは、 ユーザーが 自由に作ることができるディレクトリで、 
、、 MD " コマンドで作成します0サブディレクトリには、 ファイル 名と同じ ル 
ー ルで、ユーザーが 好きな「ディレクトリ名」をつけることができます〇ま 
た、サブディレクトリの下には、さらにサブディレクトリを作ることができま 
す0 


• MS - DOS が、そのとき使用しているデイレクトリを「カレントデイレクト 
リ」と呼びます0カレントディレクトリを変更するには、 、' CD " コマンドを使 
用します。 


籲階層ディ レクトリ構造の中の ディ レクトリは、「絶対 パス 名」と「相対 パス 
名」の2通りの方法で指定でき、これらの パス 名とファイル名を組み合わせて 
使用することもできます。 

#カレントディレクトリにない外部コマンドを実行するには、 '' PATH " コマン 
ドによって、そのコマンドを記録しているディレクトリを設定しておくと便利 
です。 


•'' COPY " コマンドや、' DEL " コマンドで、フアイル名の代わりにディレクトリ 
名を指定すると、そのディレクトリに含まれているすべてのフアイルを指定し 
たことになります。また、 COPY コマンドの代わりに、 、、 XCOPY " コマンド 
を使用すると、ディレクトリ中のフアイルだけではなくサブディレクトリもコ 
ピーすることができます。 

•ディレクトリ名は、、、: RENDIR " コマンドで変更することができます。また、 
不必要になったサブディレクトリは、そのディレクトリを空っぽにした後に、 
、、: RD " コマンドで削除することができます。 
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MS-DOS の仕組み 



この章では、 MS-DOS システムの仕組みやその働きについて説明します。 
MS-DOS がどのようにして動いているのか、それぞれのファイルの役割はどう 
なっているのか、といった知識を通して、より自由に MS-DOS を使いこなして 
ゆくことができるでしょう。 


6.1 コマンド実行の仕組み 


ここでは、みなさんが入力した コマンドが どのように実行されるかに ついて 解 
説します。 

►内部 コマンドと外部コマンド --- 


参照：内部 コマンド、 
外部コマンド — 「2.1 
コマンドの基礎知識」 
および「付録 D MS 
— DOS コマンドー覧」 


MS-DOS のコマンドに「内部コマンド」と「外部コマンド」の2種類がある 
ことは、第2章でお話ししました。この2種類のコマンドについて、もう少し詳 
しく説明しましょう。 

内部コマンドは1つ1つファイルとして独立しておらず、すべて COM 
MAND . COM ファイルの中に含まれています。 COMMAND . COM ファイル 
は、 MS-DOS が起動される際にコンピュータ本体のメモリに読み込まれ、本体 
の電源を切るまでずっとメモリに置かれています（常駐）。ですがら内部 コマン 
ドは、 MS-DOS が起動している間はいつでも使用することができます。 

一方、外部コマンドは、1つ1つがコマンドファイルとしてディスクの中に置 
かれていて、必要に応じて（コマンド名が入力されると）メモリに呼び込まれて 
実行されます。外部コマンドのファイルは、拡張子が、'. COM "、、. EXE " のファ 
イルです。アプリケーシヨンソフトのプログラムファイルや自分で作ったプログ 
ラムファイルなども、この2つの拡張子が付いていれば、外部コマンドと全く同 
様に扱われます。また、拡張子が、、. BAT " のファイルも、外部コマンドと同じ 
ように扱われます。 

これらのコマンドファイルは、コマンド名を入力するときに、そのファイルが 
どこにあるかを適切に指示してあげなければなりません。具体的には、コマンド 
名の前にパス名を付けて実行するか、あらかじめ PATH コマンドで、コマンド 
検索パスを指定しておきます。 
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6.1 コマンド実行の仕組み 


COPY 

(内部コマンド） 



実行 


CHKDSK 
(外部コマンド） 



実行 


コマンド実行の流れ 


コマンド実行の際、内部コマンドと外部コマンド（コマンドファイル）とは、 
どのように区別されるのでしょうか。キーボートから入力されたコマンドが実行 
されるまでの流れを追ってみましょう。 


キーボードからコマンドを入力する 


❶内部コマンドか？ 

MS-DOS は、入力された文字と一致する内部コマンドを捜します。一致する 
内部コマンドがあったらそれを実行します。なければ②の処理を行います。 

ふ 

©カレントディレクトリに外部コマンド（コマンドファイル）があるか7 

MS-DOS は、入力されたコマンド（外部コマンドやその他のプログラム）の 
ファイルがカレントディレクトリにあるかどうか捜し、あったらそれを実行しま 
す。なければ③に進みます。 


第6章 
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第 6 章 MS - DOS の仕組み 


MS — DOS が各デイレクトリからコマンドフアイルを捜すときには、 
(1) 拡張子が、'. COM " のファイル— （2) 拡張子が'' . EXE " のファイル — 
(3) 拡張子が'、. BAT " のファイル、の順で捜します。したがって、たとえ 
ば MEIREI . COM と MEIREI.BA 丁のように、同じ名前（主ファイル名） 
のコマンドファイルがあった場合には、 MEIREI . COM が実行されます。 


©コマンド検索パスに外部コマンド（コマンドファイル）があるか7 

MS - DOS は、 PATH コマンドで設定されているディレクトリを順に捜し、 
入力されたコマンド（外部コマンドやその他のプログラム）のファイルがあった 
らそれを実行します。なければ④に進みます。 

1#%- コマンド名の前にパス名を付けて実行した場合は、 PATH コマンドでコ 

マンド検索パスが設定されていても、そのディレクトリでしかコマンドを捜 
しません。 


©エラーメッセージを表示する 

コマンドフアイルがみつからなかったので、 MS - DOS は「コマンドまたはフ 
アイルが見つかりません」というエラーメッセージを表示して、プロンプトに戻 
ります。 

このように、 MS - DOS は入力されたコマンドがまず内部コマンドであるかど 
うか調べ、次にカレントディレクトリ->コマンド検索パスの順に外部コマンド 
(コマンドファイル）を捜して、コマンドを実行しています。 


6.2 MS - DOS 起動の仕組み 

ここでは、 MS - DOS の起動のしくみについて説明します。コンピュータに電 
源を入れてから、 MS - DOS のプロンプトが表示されるまでの間に、何が行われ 
ているのかを見ていきましょう。 

❶電源 ON 

コンピュータ本体の電源が ON になると、コンピュータ本体に内蔵されている 
プログラムに よって、 ハードウェアのチェックが行われます。 

4 . 

©システムディスクをさがす 

検査が終了すると、コンピュータ内蔵プログラムは、接続されているドライブ 
を調べて、 MS — DOS のシステムファイルが収められている「システムディス 
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ク」を搜します。 




©IO.SYS 、 MSDOS.SYS を読み込む 

コンピュータ内蔵プログラムは、見つかったシステムディスクから、 MS - 
DOS のシステムファイル （10. SYS 、 MSDOS . SYS ) を、本体のメモリに読 
み込みます。 

10. SYS 、 MSDOS . SYS は、 MS - DOS を起動するために必要なファイ 
ルです。10 . SYS は、主にハードウェアを制御し、 MSDOS . SYS はファ 
イル管理やメモリ管理など MS - DOS の中心的な仕事を行います。この2つ 
のファイルは、誤って削除されたり変更されたりしないように、、'隠された 
ファイル"になっており、 DIR コマンドでは表示されません。 


参照 : CONFIG . 
SYS ファイル* 4 「6.4 

システムフアイルの仕 
組み」 


©CONFIG. SYS による環境設定を行う 

MS — DOS は、システムディスクのルートディレクトリにある CONFIG . SYS 
ファイルを調べ、その内容に従って、日本語入力に必要なプログラムや周辺装置 
を制御するプログラムなどを本体のメモリに読み込みます。 


©COMMAND. COM ファイルを読み込む 

MS - DOS は 、 COMMAND . COM ファイルを読み込みます。これで、ひと 
まず MS - DOS が起動した状態となります。 


參照 ： AUTOEXEC 

. BAT ファイル— 
「6.3バッチ処理の仕 
組み」 




©AUTOEXEC. 巳 AT ファイルを捜す 

MS - DOS は、システムディスクのルートディレクトリで AUTOEXEC • 
BAT ファイルを捜します0 AUTOEXEC . BAT があった場合は、その内容の 
一連のコマンドを実行します。 AUTOEXEC . BAT ファイルがない場合は、日 
付と時刻の設定を求めるメッセージを表示します。 

インストール後の MS - DOS のシステムディスク（運用ディスク）を使っ 
て MS - DOS を起動するとメニュー画面が表示されます。これは、用意され 
ている AUTOEXEC . BAT ファイルに MENU コマンドを実行するような 
指定がしてあるからです。 


第6章 
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6.3 八ッチ処理の仕組み 

MS-DOS のファイルの中で、拡張子が'、. BAT" のものをバッチファイルと呼 
びます。 バッチファイルはバッチ処理と呼ばれる作業を行うためのファイルで 
このファイルの中には MS-DOS のコマンドが書かれて います。 ここでけこの 
バッチファイルとバッチ処理に ついて 説明し ましょう。 また、 AUTOEXEC . 
BAT というファイル名の、特別なバッチファイルに ついても 説明し ます。 

トバ ッチ処理とバッチファイル ー 

MS-DOS には、たった 1 回のキー入力で、複数の コマンドを 次々に実行で き 
る便利な機能があります。 この 機能が「バッチ処理」です。 いくつかのコマンド 
で成り立つ同じ作業を繰り返す場合などに、大変役に立つ機能です。 

バッチ処理は、まとまった一連の作業に使うコマンドをあらかじめファイルに 
収めておいて、そのファイルを新たなコマンドファイルとして実行する仕組みに 
なっています。このコマンドファイルを「バッチファイル」と呼びます。つまり 
バッチファイルの中身は、いく つかの コマンド名を書き連ねたものなのです。 

バッチファイルは、必要に応じてみなさんが自由に作ることができますが、フ 
ァイル名の拡張子には必ず、、. BAT" をつけなければなりません。 MS-DOS は、 
'BAT" という拡張子で、そのファイルがバッチファイルであることを認識し 
ます。バッチファイルを実行してバッチ処理を実行するには、 MS-DOS の外部 
コマンド同様、そのファイル名（拡張子は不要）を入力すれば 0 K です。バッチ 
ファイルに書かれたコマンドが、次々に実行されていきます。 

•バッチファイルの作成と実行 

バッチファイルはコマンド名を書いた文字のファイルですから、作成するとき 
はワードプロセッサやエディタなどの文書編集ソフトを使います。ここでは、例 
として簡単なバッチファイルを紹介しましょう。次に示すものは、ドライブ B に 
セットした新しいディスクをフォーマットして、そのディスクのファイルー覧を 
確認してから、その時の時間を表示するバッチファイル'' TEST . BAT" の内容 
です。 


FORMAT 巳： 
□ 旧巳： 

TIME 


v ' TEST. BAT "に書かれたこの 3 つの コマンドは、 、、 TEST I と入力する 

だけで、連続して実行されます。 
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6.3 バッチ処理の仕組み 


バッチ処理の注意を以下にまとめます。 

•バッチファイルを作る際、ファイルの各行には、それぞれのコマンドをキーボ 
ードから入力する場合と同じものを書きます。つまり、バッチファイルの各行 
が、そのコマンドを入力する場合のコマンド行に相当します。 

• バッチファイルのファイル名は、ファイル名の規則にしたがって自由に付ける 
ことができます。ただし、拡張子には必ず、、. BAT " を付けてください。 

バッチファイルのファイル名は自由に付けることができますが、内部コマ 
ンド名や外部コマンド名と重複しないようにしてください 0 MS-DOS は、 
コマンドが入力されると、内部コマンド—外部コマンド—バッチファイルの 
順に捜すので、名前が重複していると、同じ名前の内部/外部コマンドの方 
が実行されてしまいます。 

• バッチファイルのファイル名に'' AUTOEXEC . BAT " と付けると、 MS — 
DOS の起動と同時に実行される特別なファイルとなります。 

•バッチ処理を実行するときは、バッチファイルのファイル名を入力します〇そ 
の際、拡張子は省略できます。 

• バッチ処理の実行を途中で中止する場合は、 | CTRL | キーを 押しながら回 キー 
を押してください。すると「バッチ処理を中止しますか < Y / N>J というメ 
ッセージが 表示されますので、 [Y) キーを 押します。このとき! キーを 押す 
とそのとき処理していたコマンドだけが中止され、バッチファイルの次の行 
のコマンドから実行が再開されます。 

•バッチ処理を実行中に、バッチファイルの入ったディスクを交換すると（たと 
えば DISKCOPY コマンド使用のとき）、「バッチファイルのあるディスク 
をドライブに差し込み、どれかキーを押してください」というメッセージが表 
示されます。メッセージに従って、ディスクを交換してください。 

•バッチファイルの例 

バッチファイルは、簡単に作成できて、コマンド入力の手間を省くことができ 
る便利なファイルです0バッチファイルの効果的な例をいくつか挙けてみます0 

特定のコマンドを何度も繰り返して入力する場合 

例：フロッピィディスクのバックアップコピーの作成 

FORMAT 巳： ドライブ B のディスクをフォーマットす 

る 

DISKCOPY A ： 巳： ドライブ A のディスクの内容をすべて 

ドライブ B にコピーする 

DISKCOPY A ： 巳 ：/V ドライブ A のディスクとドライブ B のデ 

ィスクを比べる 
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/ V スイッチをつけた DISKCOPY (ディスクコピー）コマンドは、指定 
されたディスクの内容を比較する外部コマンドです。詳しくは「付録 d 
MS-DOS コマンドー覧」を參照してください。 

長いコマンド（コマンドオプションが多い場合など）を入力する場合 

例：コマンド検索パスを設定する。ドライブ A のルートディレクトリ （¥) 
¥ BIN 、¥ APL 、 および ドライブ B のルートディレクトリ （¥) にコマンド検索 
パスを設定する。 

PATH A ：¥； A ：¥ BIN ； A ：¥ APL ； B :¥ 

►自動 実行バツチファイル （ AUTOEXEC . BAT ファイル） - 

'' AUTOEXEC . BAT " ファイルは、自動実行バッチファイルと呼ばれる特別 
なバッチファイルです。このファイルは、 MS — DOS が起動するとすぐに、キー 
入力しなくても自動的に実行されます。 

MS-DOS は起動すると、ルートディレクトリに AUTOEXEC . BAT ファイ 
ルがあるかどうか捜し、見つけるとそれを自動的に実行します。ですから、たと 
えばパスの設定やアプリケーションソフトの実行など、起動時にいつも行う手順 
を AUTOEXEC . BAT ファイルに書き込んでおくと便利です。 

たとえば、以下のような内容の AUTOEXEC . BAT ファイルを作成すると、 
起動時にコマンド検索パスを設定し、日付と時刻の設定を行います。 

PATH A :¥; A :¥ BIN ; A :¥ APL ; B :¥ 

DATE 
TIME 

購入したばかりの MS-DOS のシステムディスクには、 MENU コマンドを実 
行する AUTOEXEC . BAT ファイルが作られていますが、この内容をエディタ 
やワードプロセッサで自由に書き換えて、あなただけの AUTOEXEC.BAT フ 
ァイルを作ることができます。なお、 AUTOEXEC .BAT は、必ず MS-DOS 
を起動するデイスタのルートディレクトリに作成してください。 


参照： PATH コマン 
ド-^「5 • 8 カレント 
ディレクトリにないコ 
マンドを実行する」 
DATE、TIME コマ 
ンド— 「付録 D MS 
- DOS コマンドー覧」 
参照： MENU コマン 
ド—「第3章メニュ 
一の使い方 j 
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6.4 システムファイルの仕組み 



XXXXX XX-XX-XX 
XXXXX XX-XX-XX 
XXXXX XX-XX-XX 
XXXX XX-XX-XX 
XXXX XX-XX-XX 
XXXX XX-XX-XX 

mx xx-xx-xx 

XXXX XX-XX-XX 
XXX XX-XX-XX 

ファイルがあります. 
卜が使用可能です. 


A> 


mssm —bim mem bkm isaa — umi BSgai MM 


拡張子が'、. SYS " であるすべてのフアイルが表示されます。 


6.4 システムファイルの仕組み 

MS-DOS ファイルの中で、拡張子に、'. SYS " または、'. DRV "のついたファイ 
ルはシステムファイルと呼ばれ、特別の働きをします。ここでは、システムファ 
イルの役割を通して、 MS-DOS システムの環境設定の仕組みを学びましょう。 

►デバイス ドライバとは - - - 

MS-DOS では、ディスプレイはもちろんのこと、マウスやプリンタなど、さ 
まざまな周辺装置を使うことができます。これらの周辺装置（デバイス）を使う 
には、専用のプログラムが必要です。デバイスドライバは、こういった周辺装置 
制御のためのプログラムです。 MS-DOS の起動時に、 MS-DOS システムに組 
み込まれて働くため、システムファイルとも呼ばれます。 

それでは、一体どのようなシステムファイル（デバイスドライバ）が用意され 
ているのか調べてみることにしましょう。ほとんどのシステムファイルは、拡張 
子に、'. SYS " または、'. DRV " が付いています。 

次の手順に従って、 MS-DOS のシステムディスクにあるシステムファイルの 
一覧を見てみましょう。 

Q MS-DOS のシステムディスクをドライブ A にセツトして、 MS-DOS 
を起動します。 

pi プロンプトに続けて、、 DIR *.SYS@" と入力します。 


A>DIR *.SYS 

ドライブのディスクのボリュームラベルはありません 
ディレクトリは A :¥ 


XXXXXXXXXXXXXXXXXX 

:.;:■. 
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第 6 章 MS - DOS の仕組み 



表示されるフアイルの数や種類は、各 MS-DOS システムによって異なりま 
す。 


B 続けて' ' D 旧 *. DRVf ^1" と入力します。 



拡張子が、'. DRV 〃であるすべてのファイルが表示されます。 

これらのファイルが何のデバイスドライバであるか、簡単に説明しましょう。 
なお、 CONFIG . SYS ファイルについては、次節で説明します。 


MOUSE . SYS 
RAMDISK.SYS 
EMM . SYS 
EMM 386. SYS 
RSDRV.SYS 

P 闩 INT.SYS 
GRAPhLSYS 

FONT . SYS 
NECAIK 1 •□闩 V 
NECAIK 2 .DRV 
NECDIC . □闩 V 


マウスを使用するためのファイル 
RAM ディスクを使用するためのファイル 
1 MB 以上のメモリを使用するためのファイル 
)1 

RS -232 C インター フヱ イスを使用するための ファ 

イル 

プリンタを使用するためのファイル 

グラフィックライブラリ （GRAPH . LIB ) を使用 

するためのファイル 

文字フォントを編集するためのファイル 
日本語入力用ソフトウェア （ AI かな漢字変換用） 

" ( // ) 

” (文節かな漢字変換用） 
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このように、各周辺装置（デバイス）を使用するため、それぞれの制御用プロ 
グラム（デバイスドライバ）が用意されています。この中で、日本語入力機能だ 
けは「周辺装置」とはちょっと違うような気もしますが、 MS - DOS の本体では 
処理できない機能なので、周辺装置として扱われています。 

MS - DOS は、みなが共通で使う機能以外は、各自が必要な機能を選択•追加 
できるように別のファイル（デバイスドライバ）になっています。それぞれの 
機能ごとにファイルが分かれているので、自分で使いたいものを選んで自分に合 
った MS - DOS のシステムを作ることができます。 

ただし、デバイスドライバによって機能を追加するには、どのデバイスドライ 
パを使うのかという情報を、あらかじめ '、 CONFIG . SYS " というファイルに書 
き込んでおかなければなりません。日本語入力やプリンタを使うためには、それ 
ぞれのデバイスドライバと、それを使うという情報が書き込まれた CONFIG . 
SYS が必要なのです。 


第6章 
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第 6 章 MS - DOS の仕組み 


卜 CONFIG . SYS ファイルの機能 - - 

CONFIG • SYS ファイルは、 MS-DOS が動作する環境を設定するシステム 
ファイルで、特にシステム構築ファイルと呼ばれます。 CONFIG.SYS は、シ 
ステムディスクのルートディレクトリにあり、 MS-DOS の起動時に、前節で説 
明したデバイスドライバの追加や、 MS-DOS の基本機能の設定の変更を行いま 
す。 

まず、実際に CONFIG .SYS ファイルの中身を見てみることにしましょう。 
CONFIG . SYS は文字のファイルですから、 TYPE コマンドでその内容を表示 
することができます。 

El MS - DOS のシステムディスクをドライブ A にセットして、 MS-DOS 
を起動します。 

B CONFIG .SYS は、 MS—DOS を起動したディスクのルートディレク 
トリにあります。プロンプトに続けて、 'TYPE CONFIG . SYSf ^ l " と 
入力します。 




表示される内容は、システムによつて異なる場合があります。 


これが CONFIG . SYS ファイルの内容です0 、、 DEVICE 二"に続けて、前節で 
説明したデバイスドライバのファイル名が書き込まれています。、、 DEVICE " 
は、 MS - DOS にデバイスドライバを組み込むための CONFIG . SYS ファイル 
のコマンドです。この CONFIG . SYS では、プリンタや日本語入力機能などを 
利用できるように設定してあることがわかります。 


94 
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、' DEVICE " の他にも '' BUFFERS " や、' FILES "などのコマンドがあります。 
これらのコマンドについて、以下にまとめてみました。 

CONFIG . SYS ファイルのコマンドは、 f 也にもいろいろと用意されてい 
ます 詳しくは 『ユーザーズ リファレンスマニュアル』（別売）を参照してく 
ださい。 


• DEVICE (デバイス） 

DEVICE "は、 MS - DOS システムに機能を追加するためのコマンドです。 
、、 DEVICE 二"に続けて、使用したいデバイスドライバのフアイル名を指定しま 
す。1つの DEVICE コマンドには、1つのデバイスドライバしか指定できませ 
ん。ぃくっも指定したい場合には、その数だけ DEVICE コマンドを使つてくだ 
さい。 


例： DEVICE = MOUSE.SYS 
□EVICE = PRINT.SYS 
DEVICE = NECAIK1.DRV 
DEVICE = NECAIKP.DRV 

なお、指定するデバイスドライバのファイルが、サブディレクトリの中に登録 
されている場合は、パス名を付けて指定します。たとえば、 '' MOUSE . SYS " 
が、、 ¥ DOS " というディレクトリにある場合、 CONFIG . SYS ファイル内での指 
定は、次のようになります。 

DEVICE =¥DOS¥MOUSE. SYS 

デバイスドライバは、 MS-DOS のシステムディスクに用意されているものだ 
けではありません。周辺装置や、アプリケーションプログラムに用意されている 
ものもあります。この場合、デバイスドライバの拡張子は必ずしも'、 . SYS " また 
は、、. DRV " とは限りませんので、 CONFIG.SYS ファイルに登録するときに 
は、それぞれのマニュアルで確認するようにしてください。 

• FILES (ファイルズ） 

MS-DOS が同時に使用するファイルの数を指定するコマンドです。一般的に 
は10〜20くらいに設定しますが、使用するアプリケーションソフトによつて適し 
た数値は異なります。データベースソフトなど、多くのファイルを同時に用いる 
場合は、 20 〜 30 くらいに設定してください。設定を省略したときに MS-DOS が 
自動的に設定する値（既定値）は、8です。 
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• BUFFERS (バッファーズ） 

MS - DOS がディスクを読み書きする際に、データを一時的に保存するメモリ 
(ディスクバッファ）の容量を指定するコマンドです。一般的に1〇〜20 くらいに 
設定しますが、使用するアプリケーションソフトや、ディスクの使用状況によっ 
て適した数値は異なります。ワードプロセッサなどで大量のデータを 扱う 場合 
や、サブディレクトリを多く用いる場合には、20〜30 くらいに設定してくださ 
い。メモリが 640 K バイト以上の機種では、設定を省略したときに MS - DOS が 
自動的に設定する値（既定値）は、20です。 

► CONFIG .SYS ファイルを書き換えるには - 

CONFIG . SYS ファイルは、内容がすべて文字だけのファイルなので、 
EDLIN や SEDIT などのエディタや、ワードプロセッサなどで作成または変更 
することができます。また、 MS - DOS には、 CONFIG . SYS ファイルを簡単 
に作成するためのコマンド 、、 CUSTOM (カスタム）"も用意されています。な 
お、 CONFIG . SYS は、 MS - DOS を起動するディスクのルートディレクトリ 
に置いておかないと機能しません。 

CONFIG . SYS は、 MS - DOS の起動時に読み込まれて、その内容に従った 
設定が行われます。新しく CONFIG . SYS を作成したり、変更したりしたとき 
は、リセツトボタンを押して MS - DOS を起動し直してください。 



參照： CUSTOM コ 

マンド-►『インストー 

ルガイド』、「付録 D 
MS - DOS コマンドー 
覧」 
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6.5 まとめ 


6.5 まとめ 


この章では、次のような事項を学びました。 

• MS - DOS のコマンドには、「内部コマンド」と「外部コマンド」の2種類が 
あります。入力されたコマンドは、一定の順序で捜し出されて実行されます。 

• MS - DOS が起動するときには、一定の順序でファイルが捜し出されて読み込 
まれます。起動時には、システムディスクの、、 CONFIG . SYS " ファイルと 
、' AUTOEXEC . BAT " ファイルが、重要な働きをします。 

籲「バッチファイル」を利用すると、連続して実行したいコマンドをまとめて登 
録しておくことができます。バッチファイルには、必ず、、 . BAT " という拡張 
子をつけます。また、、、 AUTOEXEC . BAT " という名前のバッチファイル 
は、 MS - DOS の起動時に自動的に実行されるバッチファイルなので、これを 
利用すると起動時に毎回行う処理を自動的に実行することができて便利です。 

龜拡張子が、'. SYS " や、、. DRV " のファイルは「システムファイル」とよばれ、周 
辺装置などを制御するためのプログラムが納められています。これらのファイ 
ルは、使用するシステムに接続された周辺装置に応じて、必要なものを本体に 
組み込んで使用します。 

•システムファイルの組み込みには 、、、 CONFIG • SYS " ファイルを使用しま 
す CONFIG • SYS ファイルは、システムファイルの組み込みの他にも、い 
くつかのシステムの設定を行います。 CONFIG . SYS ファイルは CUSTOM 
コマンドで作成（修正）することができます。 
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WM ^ wm スクリ-ンエディタ 
^ m ^9( SEDIT ) の使ぃ方 


この章では、 MS - DOS に付属している スクリーン エディタ 「 SEDIT 」 の操 
作方法に ついて 解説します。この SEDIT は カーソルキーやファンクションキー 
などを利用して画面上で文字を見ながら最大250行（約 10 K バイト）までの ファ 
イルを編集できる 「スクリーン エディタ」です。 

SEDIT を使用すると 、 CONFIG . SYS ファイルや AUTOEXEC . BAT ファ 
イルの変更も、簡単に行うことができます。 

MS - DOS には、従来からの 「 EDLIN 」 というエディタも付属して いま 
す。 EDLIN は、行の番号を指定しながら編集する「ラインエディタ」で 
す0 


7.1 SEDIT の起動方法 

SEDIT の起動方法は、起動後にファイル名を選択する方法と、起動時にファ 
イル名を指定する方法があります。 

►起動 後にファイル名を選択する方法 - 

これは、もっとも簡単な起動方法です。 MS - DOS のプロンプト （ A >) が表 
示されている状態で、次のように入力します。 

SEDIT@ 

すると、画面には次のようなウィンドウが表示されます。これが「ファイル選 
択ウインドウ」です。ここから編集したいファイルを選択します。 
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7.1 SEDIT の起動方法 


SED 1 T コマンド 


Uer. 1.00 

- Copyright (C) NEC Corporation 1991 


7 A: か .* 
D0S¥ 


AUTOEXEC.BAT COMflAND. COM CONF IG.SYS 

NECAI.SYS READf1E.DOC READHE2.DOC 






ファイル選択ウィンドウは、これから編集したいファイルを選んだり、新しく 
つくりたいファイル名を入力するウィンドウです。ウィンドウ内に表示されてい 
るファイルの一覧は、カレントドライブのカレントデイレクトリのものです。 

ウィンドウの詳細については「7.2ファイル選択ウィンドウ」を参照してく 
ださい。 

►ファイル 名を指定して起動する方法 - 

SEDIT の起動時にファイル名も指定すると、任意のファイルを編集すること 
ができます。 MS - DOS のプロンプト （ A >) が表示されている状態で、次の書 
式で入力します。 


SEDIT 〈ファイル名 〉® 

〈ファイル名〉は編集したいファイル名です。必要に応じてドライブ名やパス 
名も含めて指定します。 

たとえば、 

SEDIT A ： ¥DOC¥README. DOC[^J 

と入力すると、ドライブ A のルートディレクトリにある DOC というディレクト 
リの中の'、 README . DOC " というファイルの内容が読み込まれ、編集が始ま 
ります。指定した名前のファイルがなければ、新しく作成します。 

〈ファイル名〉にはワイルドカードの指定も可能です。この場合は、ワイルド 
カードに該当するファイルだけが、すべてファイル選択ウインドウに表示されま 


す。 
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たとえば、 

SEDIT A ： ¥DOC¥*.TXTr^l 

とすれば、ドライブ A の DOC というディレクトリの中にある、拡張子が'、 
TXT " であるフアイルの一覧がフアイル選択ウィンドウに表示されます。 

(^> フアイル中に文字コード128、253〜255 (いずれも10進）の未定義文字が 

あると、 SEDIT は読み込み時に、自動的に、、？"（文字コード 63) に置き換 
えます。 

また SEDIT は、最大250行（約 10 K バイト）までのファイルを編集でき 
ます。 


7.2 ファイル選択ウインドウ 


SEDIT を、ファイル名を指定しないで起動した場合や、ワイルドカードを指 
定して起動した場合は、画面にファイル選択ウィンドウが表示されます。また、 
SEDIT を実行中に R .4 1キー[ファイル揷入]コマンドを選んだときも、このウィ 
ンドウが表示されます。 

►ファイル 選択ウィンドウの各部の名前 - 

ファイル選択ウインドウの、各部分の名前と役割は、次のようになっていま 
す。 


パス表示行 


ファイルー覧 


ファイル名入力行 


SED I T コマンド Uer. 1.00 

- - Copyright (C) NEC Corporation 1991 
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7.2 ファイル選択ウインドウ 


パス表示行 

どのドライブのどのディレクトリのファイルー覧が表示されているかが、ドラ 
イブ名を含む絶対パスで表示されています。 

ファイルー覧 

カレントディレクトリ（パス表示行のディレクトリ）に存在するファイルの一 
覧でに^キーでファイル名やディレクトリ名が選択できます。 

ワイルドカードを用いて SEDIT を起動した場合は、そのワイルドカードに該 
当するファイル名の一覧が表示されます。 

ファイル名は、アルファべット順に並べかえられて表示されます。 

ファイル名入力行 

直接、ファイル名やディレクトリ名を指定したり、ドライブを変更するときに 
使います。 

またファイルー覧から選択したファイル名や、ディレクトリ名はいつたんここ 
に転記されます0ここにワイルドカードを指定すると、それに該当するファイル 
名が〈ファイルー■覧〉に表不されます。 


►ファイルを 選ぶ 


0厂门00キーで反転部分を動かして、編集したいファイルや移動したい 
ディレクトリ名（ファイル名の末尾に、、¥"が付いている）に合わせたら、 ㈣ キ 
一を押します。ファイル名がファイル名入力行に転記されるので、確認してもう 
一度^]キーを押してください。 

また、ディレクトリを選んだ場合は、指定したディレクトリのファイルー覧に 
なりますので、同じように任意のファイルを選んでください。 

ファイル読み込み中は、最下行に読み込んだ割り合いがパーセントで表示され 
ます。 

指定したファイルの読み込みが終了すると、次のような編集画面になります。 
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第 7 章スクリーンエディタ （ SEDIT ) の使い方 



拡張子が' 巳 AK 〃のファイルは編集することができません。拡張子が' 
巳 AK 〃のファイルについては、「7.4ファンクションキーの編集機能」の「終 
了と文書の保存 j をご覧ください。 


ノァ1ルを新し、つ S 它） 

新しくファイルをつくる場合は、ファイル名入力行に主ファイル名 （8 バイ 
卜）と拡張子 （3 バイト）でファイルの名前を指定します。 

それぞれ8バイト、3バイトを越えた文字については無視されます。 

► ドライブを変える --- 

編集したいファイルがカレントドライブとは別のドライブにある場合には、フ 
ァイル選択ウィンドウのファイル名入力行にドライブ名を入力し、@キーを押 
します。 

たとえば、ドライブ B に変更するときには、次のように入力します。 

巳:® 

ドライブ名とともにディレクトリも変更したいときは、たとえば次のように入 
力します。 

B ： ¥DOC¥® 
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7. E ファイル選択ウインドウ 


ト ワイルドカードで指定する - 

ファイル名入力行にワイルドカードを指定すると、ファイル名を絞り込んで探 
すことができます。たとえば、 

*. DOC|^J 

と入力すると、拡張子が、、 . DOC " のファイルの一覧が表示されます。 

卜 SEDIT の終了 - - - 


編集画面で何もせず SEDIT を終了するには、 M キーを押してください。メ 
ニューが表示されるので、〇]キーで[文書を保存せずにエデイタを終了]コマン 
ドを反転させ^]キーを押します。フアイルの内容を変更せずに SEDIT を終了 
し、 MS - DOS のプロンプトに戻ります。 
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第 7 章スクリーンエディタ （ SEDI 丁）の使い方 


7.3 編集画面の基本機能 

編集するファイルを選択すると、実際にファイルを編集する「編集画面」にな 
ります。まず編集画面の各郃の名前と役割、そして文字の挿入や削除などの編集 
の基本機能を解説します。 

►入力で きる文字と記号 - - - 

入力できる文字の種類は、1バイト系半角文字、2バイト系全角文字、コント 
ロールコード、 タブ文字です。ただし、1バイト系半角文字のセミグ ラフィック 
キャラクタは入力できません。 

コントロールコードとは、キャ ラク タコードが1〇進数で〇〜31までの文字のこ 
とで、 SEDIT では 通常は キーボードから 入力す ることができません。これを 入 
力す るには、 「7.4 ファン クシ ョンキーの 編集機能」 の「コントロールコード 
の 入力」 を 参照してください。 

ファイル選択ウィンドウでも日本語が入力できますから、ファイル名を漢字に 
することも可能です。 

かな漢字変換中は FEP がファンクションキーを（場合によっては 
キーや [~HELP~] キーも）使用しますので、エディタの機能を呼び出せないことが 
あります。このような場合は、いったん日本語入カモードから抜けてエディタを 
お使いください。 

良 考^) 2バイト系半角文字を含むファイルを編集することも可能です。ただしこ 

のエディタでは単なる2バイト系文字として表示するため、画面には 
AABB " といったように半角2文字のように見えます。ファイルには正し 
く 2バイト系半角文字として保存されるので、 MS - DOS の TYPE コマン 
ドなどで内容を表示させれば、2バイト系半角文字として読むことが可能で 
す0 
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7.3 編集画面の基本機能 


►編集 画面の名前と役割 - 

編集画面の各部分の名前と役割は、つぎのようなものです。 


編集領域 

メニュー ウインドウ 


ガイドライン 
日本語フロントエンド 
プロセッサ領域 


編集中ファイル名 


.挿入/上書吉モード 


PATH A ： ¥DOS;A：¥l 
SET DOSDIR=A：¥DOSI 
NENUI 

li3B31 


改行 マーク 


EOF マーク 



最大行 
カーソル行 


カーソル桁 

空ヌモリ 


[ HELP ] :説明 


: 


編集中ファイル名 

現在編集しているファイルのドライブ名、パス名、ファイル名が表示されてい 
ま十パス名は、ドライブのルートディレクトリからの絶対パスで表示されてい 
ます。 

またディレクトリ名が長くてこの欄に表示できない場合は、ディレクトリ名 
+ファイル名が左から32文字分だけ表示されます。 

MS - DOS の APPEND コマン ドでデータ ファ イル検索 パス を設定して、エテ 
ィタを起動するときにファイルを指定すると、データファイル検索 パス 内のファ 
イルが読み込まれることがありますが、〈編集ファイル名〉にはカレントドライ 
ブのカレントディレクトリにそのファイルがあるかのように表不されます 0 これ 
は、 MS - DOS ではデータファイル検索 パス を経由して見つけたファイルを操作 
しているのか、カレントディレクトリにあるその名前のファイルを操作している 
のかが、プログラム側から区別できないしくみになつているからです。 


挿入/上書モード 

現在の編集モードが表示されます。〈上書〉の場合は、 カーソルの 形が、'■"の 
ようになり、入力した文字で カーソル 位置の文字が書き替わります。〈挿入〉 の 
場合は、 カーソルの 形が下半分だけになり、 カーソル 位置の左側に入力した文字 
が挿入されます。〈上書〉のときは入力しただけ文字が書き替わつてしまいます 
ので、注意してください。 
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第 7 章スクリーンエディタ （ SEDIT ) の使い方 


カーソル桁 

カーソル位置の行の左端からの桁数が表示されています。なお、桁数は行の左 
端が第1桁、右端が第80桁です。 

カーソル行 

カーソルがある行がファイル中で何番目の行かが表示されています。 この 行 
は、 SEDIT の画面上で何行に見えるかを表した「物理行」による表示ですフ 
ァイルの先頭が第1行です。 

SEDIT では1行を80桁と定めています。たとえば先頭から100文字目で初め 
て改行マークがあったときは、論理的には100文字で1行ですが、画面上では2 
行にわたって見えます。これが「物理行」です。 

最大行 

編集中のファイルの末尾行の行番号が物理行で表示され ています。 〈カーソル 
行〉の表示と合わせて見ると、現在表示されている画面がファイル全体のどの位 
置にあたるかがわかります。 SEDIT では、最大250行（約 10 K バイト）まで編 
集できます。 

空吉メモリ 

あとどのくらい文書が編集できるかを パーセント （％) で表示しています。 
数字が0に近付くにつれ、編集できる文書の大きさの限界になりつつありま 
す。この値が0になると、「編集用のメモリが足りなくなりました。」という警 
告メッセージが表示されます。 

[HELP]: 説明 

1 help ] キーを押すと、簡単な説明が表示されることを表しています。 

改行 マーク 

改行を表す マーク です。文のどこで改行 している か下向きの矢印で表示されて 
います。論理行は、前の改行の次の文字から この 改行 マークまでで 1行です 

EOF マーク 

ファイルの終わり （ EndOfFile ) を示すマークです。このマークより右側や 
下に カーソルを 移動することはできません。 

編集領域 

ファイルの内容を表示したり、編集するための領域です。横80桁 x 縦22行の広 
さがあり、半角文字で最大1760文字の編集ができます。この画面を超えた部分 
は、 0 LU キーやキーを押すと〈編集領域〉 に表示させることがで 
きます 0 この操作を 「スクロール」 と呼びます。 スクロールについ ては、 「色々 
な スクロール」 で後述します。 
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7.3 編集画面の基本機能 


ガイドライン 

通常はファンクションキーに割り当てられている内谷が表不されていますが、 
SEDIT からの簡単なメッセージや説明なども表示されます。 

日本語フロントエンドプロセッサ領域 

日本語フロントエンドプロセッサのガイドライン用に割り当てられている行で 
す。 SEDIT はこの部分に何も表示しません。 

日本語フロントエンドプロセッサの役割と操作については、「付録 A 簡単 
な日本語入力」か、拡張機能セットの『日本語入カガイド』（別売）を参照してく 
ださい。 

メニューウインドウ 

エディ タの機能を選択するときに表示されるメニューです。反転カーソルを 
U ] rn キーで動かして、@キーを押すとコマンドが実行されます。 


卜 SEDIT の編集操作 - 

ここでは、 SEDIT の編集操作のうちもっとも大切な、文字の挿入や削除、力 
ーソルの移動について解説します。 

♦漢字を入力する 

バッチファイルなどで、メッセージに漢字を使いたいときがあります。そんな 
ときは、 AI かな漢字変換システムのような「日本語入力機能」を使って、漢字 
を入力します。 

ただし、日本語入力機能がデバイスドライバとして MS - DOS に組み込まれて 
いなければ、漢字の入力はできません。日本語入力機能の組み込み方は、『イン 
ストール ガイド』や別売の『日本語入カガイド』を参照してください。 


•文字の挿入 

SEDIT では、キーでカーソルを挿入したい場所に移動させて 
文字を入力するだけで文字を挿入することができます。 

編集モードが〈挿入〉であるときには、入力した文字が カーソルの すぐ左に挿 
入され、 カーソル 位置の文字から改行 マーク までが右にスライドします。 

編集モードが〈上書〉 のときは、カーソル 位置の文字を消しながら新しい文字 
が入力されていきます。 


•改行とタブ 

改行するときは^!キーを押します。画面に改行マークが表示され、カーソル 
が次の行の先頭に移ります。 
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第 7 章スクリーンエディタ （ SEDIT ) の使い方 


screen editor . リターンキーを押します 




1 先頭に移動!します。 


また、 frABl キーでタブ文字が入力できます„タブ文字を入力すると、カーソ 
ル位置より右側の、もっとも近いタブ位置にカーソルが移動します。タブ位置 
は、第1、9、17、25、33、41、49、57、65、73桁に設定されています。 


►カーソルの 移動 


文字のあるところには、 キーでカーソルを 自由に移動できま 
す。 

たとえば、文書が大きくて画面に入り切らない場合などでも、編集領域の最上 
行で [ jj キーを押したり、編集領域の最下行で rn キーを押すと、画面の画面に 
表示されていない部分を表示させることができます。 

また、 | SHIFT | + 卜|キーで行末(改行 マーク）に、 + g キーで行頭に 
カーソルが移動します。 


►文字の 削除 


まちがって入力した文字、不用になった文字を消すには2つの方法がありま 
す。 

•カーソルの左の文字の削除(间キー) 

キーを 押す と、カーソルの 直前（左） の 文字を消し、 カーソルが一つ 左 
に移ります。 


coffee or tee » 矜 キーを 押して カーソルの 左側の文字を 



消します。 
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7.3 編集画面の基本機能 


削除後のカーソル位置は、削除した行の次の行の同じ桁（なければ行末）にな 
ります。 


•カーソル位置の文字の削除(画キー) 

_キーを 押すと、 カーソル 位置の文字を消します 0 カーソル 位置は変わり 
ません。改行 マークにカーソルを 合わせて (^1 キーを押すと、2行に分かれた 
文を1文につなげることができます。 


screen I ここで DEL キーを押します。 

editor 

i 

screen sditor 


►文字列の 削除と復活 - 

文字単位でなくまとめて削除することもできます。 

•行の削除( 「。丁亂1 +(71キ-) 

不用な文を一気に削除するときは、 「 CTRL ] +1 Y ] キーを利用します。 M キ 
一や_キーで1文字ずつ消すのに比べ、素早く削除することができます。 

削除したい行に カーソルを 移動して | ctrl | +| y | キーを 押します。このときの 
桁位置は、行内であればどこでもかまいません。 
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第 7 章スクリーンエディタ （ SEDIT ) の使い方 


籲行の復活 

直前に [ CTRL ] + | T ] キーで削除した行は、 l^fSTI + r □キーを押すとカーソル 
のある行に復活できます。 

•カーソル以降の削除( 呀印 +阳キー) 

カーソル位置からその行の行末の改行マークまでを一気に消去するとき には 
[^TRLl + [ g を利用します。画面上で（物理行が）複数行に渡っているように見 
えても、カーソル位置から改行マークまでを消すことができます。 



►色々 な スクロール ー 


’スクロール （ scroll ) 」という語は、「巻物」を意味する英語です。限られ 
た行数しか一度に表示できな t ゝ画面には、大きな文書を全部表示することができ 
ません0巻物の見えな I ゝ部分は巻物をグルグルまわして読みたい所を探します。 
これと同じように画面で見えない部分を表示させる操作が「スクロール」です。 

SEDIT では、読みたいところがすぐに探せるように、2行ずつスクロールし 
たり、半画面ずつスクロールしたりといった色々なスクロールが利用できます。 
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7.3 編集画面の基本機能 


スクロールの 種類と操作方法は次のとおりです。 


キー 操作 

スクロールの 種類 

1 T 1/0 連続 

[ shift ] +| T]/LiJ 

[ sHin ^+ rn / fx ] 連続 

[up ]/[ down 1 

連続 

1 SHIFT | 十 [ R up L |/| rovw | 

ISHIFli + f ^ l /^ 連続 

カーソル移動 
連続カーソル移動 

2 行スクロール（カーソル行固定） 

連続 2 行スクロール（カーソル行固定） 

11行スムーズスクロール（カーソル行固定） 

スムーズスクロール（カーソル行固定） 

11行クイックスクロール（カーソル行固定） 

連続11行クイックスクロール（カーソル行固定） 


※「連続」は、そのキーを押し続けることを表します。 


►キー 操作ガイドの表示 


基本的な編集キーの操作を忘れてしまったり、フアンクシヨンキーの編集機能 
がなにをするのかわからなくなったときには、 Hhelp ] キーを押してください。 
簡単な操作ガイドが表示されます。このガイドは3画面分あり、キー（ま 
たはスペースキー）を押すと次のページが、 1 キー(または | BS ] キー)を押 
すと前のページが、それぞれ表示されます。ヘルプを終了して編集画面に戻るに 
は^^キーを押します。 



編集中に 1 、編集作業に必要なメモリが足りなくなりました。〃の警告が出ること 
があります。これは、文字入力や貼り付け、挿入読み込み、文字列の置き換えな 
どによってテキストの量が増え、空きメモリが足りなくなったことを示していま 
す。 

この警告が出たときには、ただちにキー（[終了コマンド])を実行し、 
「文書を保存しエディタを終了」を選択してください。これ以外のコマンドを選 
んだと$の動作は保証されません。 
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第 7 章スクリーンエディタ （ SEDIT ) の使い方 


7.4 ファンクシヨンキーの編集機能 

基本的な編集機能の他にも、 ファンクションキー〜 (7^) キー） にいろ 
いろな編集機能が組み込まれています。ここでは、これらの編集機能について解 
説します。 

卜行 単位で移動（行の切り取り） --- 

行単位で内容を移動するには、移動したい内容をいったん行単位で切り取っ 
て、それを目的の場所に貼り付けます。切り取ったまま貼り付けずにいれば削除 
と同じことになります。 

切り取りはキー、貼り付けは_キーで行います。たとえば、 

1赤白がんばれ 

2 ビシパシいこうぜ 

3 やじをとばすな 

4 なかまじやないか 


の第1行と第2行を第3行の下に移動する手順は、次のようにします。 

D 移動したい範囲の先頭行（ここでは第〗行）に力ーソルを合わせて、 Pm ] 
キー（[切取り]コマンド）を押します。ガイドラインには、「行範囲指定 
中」と表示されます。 

B 0(X1 キーや®/_キー■を押すと、それらのキーでカーソルが移動す 
る範囲が反転表示になります。同様に、「7.3編集画面の基本機能」の 
「色々なスクロール」で解説しているスクロールのキーや、「7.4ファンク 
シヨンキーの編集機能」の「ジャンプ」で取り上げているジャンプのコマン 
ドち利用で吉ます。 

[切取り]コマンドの実行を中止して編集画面に戻るには、 [^51 キーを押しま 
す。 

0範囲を指定したら、もう一度キーを押します。すると反転していた部 
分が画面から消えます。 

画面上では消えましたが、実は「カットバッファ」と呼ばれるところに転送さ 
れ、一時的に記憶されています。カットバッファの内容は、[貼付け] コマンド （ 
[7.3] キー)を実行すれば、別の場所に貼り付けることができます。 

また、このまま入力を続けたりすれば、範囲指定した部分は削除したのと同じ 
ことになります。 
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Q 貼り付けを行います。貼り付ける行は力ーソルのある行とその前の行の間に 
挿入されますので、元の第4行（現在は第2行）に力ーソルを合わせて、 
_キー（[貼付け]コマンド）を押します。 

先ほど切り取った内容が貼り付けられて、行の移動ができました。 

カットバッファの内容は、次に[切取り]や[複写]コマンド ([1.2] キー)を実 
行して新しい内容をカットバッファに入れるか、エディタを終了するまで残って 
います。したがって、1箇所で切り取った内容をいつでも何度でも貼り付けるこ 
とができます。 

たとえば元の第3行（新しい第1行）の行に カーソルを 合わせて け .31 キーを 
押せば、 

赤白がんばれ 
ビシ八シいこうぜ 
やじをとばすな 
赤白がんばれ 
ビシバシいこうぜ 
なかまじやないか 


のようになります。 


卜 行単位で複写 


行単位で複写する場合も、範囲を指定してカットバッファに入れ、別の場所に 
貼り付けます。このとき指定した範囲が画面から消えないので、結果的に複写し 
たことになるわけです。 

基本的な操作は、 [ K 1 キー（[切取り]コマンド）の代わりに_キー（[複 
写]コマンド）を使う以外は前項の「行単位で移動」と同じです。指定した部分 
は画面から削除されませんが、カットバッファに転送されます。 

[切取り]コマンドのときと同じように、カットバッファに転送された内容は保 
持されます。したがって、複写した内容を何回でも貼り付けることができます。 

ファイルの最終行 （ EOF 行）は、切り取りや複写の対象にできません。 

また、 LpTRL_) + [71 キー や ICTRL」+ [^] キーで 削除した内容はカ ッ ト バッファ 
には格納されません。 



113 







第 7 章スクリーンエディタ （ SEDIT ) の使い方 


_ ファイルを挿入して読み込む - 

いま編集しているファイルに他のファイルの内容を挿入したい場合には、 
1ず. 4 ~1キー([ファイル挿入]コマンド）を利用します。このことを「挿入読み込 
み」といいます。 

挿入読み込みで読み込んだ内容は、[貼付け]コマンドのときと同じように、力 
ーソルのある行の直前に挿入されます。 

キーを押すとファイル選択ウィンドウが表示されますから、挿入したい 
ファイルを選択します。ファイル選択ウィンドウの使い方につい ては、 「7.2 
ファイル選択ウィンドウ」をご覧ください。 

[ファイル揷入]を中止して編集画面に戻るには、キーを押します。 

ファイルを選択すると挿入が始まり、しばらくすると編集画面に戻ります。 

_ コントロールコードの入力 - 

コント ロールコード とは、文字 コー ドのうち実際の文字が割り当てられていな 
いコードを一般的に呼ぶときの名前です。文字は割り当てられていなくても、さ 
まざまな機能が割り当てられています。 

たとえばバッチファイ ルな どで文字に色を付けたり、反転文字を表示したりと 
いつたことをするには、 MS-DOS の「エスケープシーケンス」を使います。こ 
のときの「エスケープ コード」 は コントロール コードの 一種です。 これらの コン 
トロール コードを SEDIT で入力するための機能が、 | f .5 l キー ([コントロール] 
コマンド）です。 

「エスケープシーケンス」は、エスケープ文字といわれる文字と別の文字を組 
み合わせて、画面や周辺装置を制御するし く みです。詳しくは別売の 『ユーザー 
ズ リファレンスマニュアル』 を参照して ください。 

コントロールコード を入力するには、 コントロールコー ドを入力したいところ 
で | f *5 | キーを押します。ガイドラインが次のように変わり、 コントロールコー 
ド入カ モー ドになります。 
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コントロールコー ドは [^TRLj + 文字 キーの 形式で入力してください0入力し 
た コントロール コードは画面では 「 A コード名（半角文字•記号1文字）」のよ 
うに表示され、少し色が変わって見えます。 

まちがって コントロー ル入カモードにしてしまった場合なとは、もう一度 
_キーを 押すとモードが解除され、編集画面に戻ります。 SEDIT では一般に 
[^51 キーでコマンドを 取り消しますが、このモードでは f ^ SC | キーを 押すとエス 
ケープコードが入力されてしまいますので注意してください。 

コントロールコー ドを入力するときには、その コントロールコー ドの意味をよ 
く理解した上で入力してください。特に | ctrl ] +| Y ] (画面では” z ") を文書 
中に入力してファイルを保存すると、 、、 A z " 以降の内容は読み出せなくなってし 
まいます。 、' A Z " は MS - DOS では EOF マークとして機能しているからです。 


►検索 一 


大きな文書を編集しているときは、特定の語を検索できると便利です。 

籲検索する（検索語入力） 

SEDIT では、検索は現在 カーソルが ある行•桁位置から後ろに進みます。し 
たがって編集中の文書全文にわたって検索したい場合は、あらかじめ文書の文頭 
にカーソルを 移しておかなければなりません。文書の文頭に カーソルを 移す方法 
は、「7.4 ファンクションキーの 編集機能」の 「ジャンプ」 を參照してくださ 

い。 

H キーを押します。次のようなウインドウが画面に表示されます。この 
ウィンドウを「検索ウィンドウ」と呼びます。初め、検索したい文字を入力 
する検索ウインドウは空になつています。 
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B 検索したい語を検索ウインドウに入力します。検索語は半角文字でも全角文 
字でもかまいませんが、半角文字で50文字までです。たとえば、'、日本語"と 
いう語を検索するときは、 

日本語 

と入力します。 

B @キーを押すとただちに検索が始まります。検索語が見つかると反転文字 
で表示され、文字やコマンドが入力でぎる状態になります。 

B 検索語が見つからなかった場合は、ガイドラインに次のように表示されま 
す0 



検索ウインドウに入力した検索語は、再び 「 f .6 l キーで検索語を入力するまで 
保持されます。したがって、次項で説明する | f .7 1 キーの「次検索」を使うと、 
次々に同じ検索語を探すことができます。 

•検索の繰り返し 

一度検索ウインドウに入力した検索語は、再び別の検索語を入力するまで保持 
されています。 

保持されている検索語で順次検索するのが、 [7^71 キー（[次検索]コマンド） 
です。[検索]コマンドは、あらかじめ検索語が入力されていなければ使え ませ 
ん。ですから、1度も検索語を入力していないのに [^71 キーを押すと、自動的 
に検索ウインドウが表示されます。 

この機能も キーの [検索] コマン ドと同様に、現在の カーソル 位置の行か 
ら文末へ向けて検索します。したがって、文書の全体を検索するには カーソルを 
あらかじめ文書の先頭に移動しておかなくてはなりません。 
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►置換 


新しく固定ディスクを購入したときに、それまで使っていたバツチフアイルの 
ドライブ名を全部書き直さなければならないとか、文書中に入れておいた仮名称 
を正式名称に置き換えたいといった場合には、置換機能を利用します。 

置換でも、検索と同じように現在のカーソル位置以降の文書から置換語を探し 
ます。したがって文書全体を置換対象にする場合は、前もって文書の先頭にカー 
ソルを移動させておきます0 

n キー([置換]コマンド）を押すと、画面に置換される語を入力するウ 
ィンドウが表示されます。置換する前の言葉（語）は半角文字でも全角文字 
でもかまいませんが、半角文字で50文字以内で入力します。 



P @キーを 押すと、置換後の文字を入力するよ5になります。入力して® 
キーを押します。 


Q 次のような確認ウィンドウが表示されます。置き換える文字などを確認して 
ください。誤って置吉換えてしま5と後で戻すのがたいへんなので十分に注 
意してください。 



[確認しながら置換]は、置換前の語を見つけるたびに置き換えるかどうかをた 
ずねるメ ツセージを 表示します。 

[確認せずに置換]は、置換前の語をすべて確認なしで置き換えます。 

キーでどちらかを選び、 ㈣ キーを押します。 
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•確認しながら置換する 

[確認しながら置換]を選ぶと、置換前の語を見つけると次のようなメッ セージ 
を表示します。 



この語を置き換えるかどうかを、このウィンドウで指定します。 

置換するかしないか、希望の方を [31^1 キーで反転させ、_キーを押しま 
す。[する]を選ぶと置換後の語に置き換えます。[しない]を選ぶと置き換えませ 
ん〇 

これを繰返して、文末まで置換前の語を探します。文末までいくと、ガイドラ 
インに次のようなメッセージを表示します。 




置き換え対象の文字が1つも見つからなければ、エディタはその旨も伝えるメ 
ッセージを 表示します。 



何かキーを押すと、再び編集作業を続行できます。 

途中で置換を中断するときは、坦§5)キーを押します。それまでに置換した語 
があれば、ガイドラインに語数を表示してコマンドを終了します。 
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•確認せずに置換する 

[確認せずに置換]を選ぶと、見つかった置換前の語をすべて置換後の語に置換 
します。文書の末尾まで探し終えるとガイドラインに、次のように表示されま 
す0 


mmammmmm 


該当する文字が1文字も無かった場合は、次のように表示されます。 



[確認せずに置換]を選ぶときには、文書の内容と置換語をよく確認してくださ 
い。むやみにこれを選ぶと、予期しない語が置き換えられてしまうことがありま 
す。いったん置き換えられた語は手作業で戻すしかありません。このような事故 
を防ぐためにも、大規模な置換をする前にいったん文書をファイルに保存してお 
くとよいでしよう。 
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ソヤ ジ プ 

文書の大きな範囲で カーソルを 移動させたいときは、 キー （[ジャンプ] 
コマンド）を利用します。特に大きな文書を編集しているときには便利な機能で 
す。 

[ジャンプ] コマン ドは、[切取り]や[複写] コマンドでの 範囲を指定す るときに 
も利用できます。 

キーを押すと、次のようなウィンドウが表示されます。 



ジャンプコマンドを実行すると、このようなウィンドウが表示されるので、こ 
の中からジャンプ先を選択します。 

[ Q [ J ] キーで反転部分を移動させ@キーを押します。 

[文書の先頭]を選ぶと、文書の先頭行の1文字目にカーソルが移動します。 
[文書の末尾]を選ぶと、文書の末尾行 （ EOF マーク）に力 1 ーソルが移動しま 
す。 

[指定行]を選択すると、行番号を指定するウィンドウが表示されます。 



特定の行にジャンプしたいときは、ウィンドウでジャンプ先の行番号も指定し 
ます。移動先の行番号を半角数字で入力してキーを押します。 
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►終了と 文書の保存 - 

SEDIT を終了したり、文書を保存するときには[^〇丨キー([終了]コマンド） 
を押します。次のようなウィンドウが表示されます。 



終了コマンドを実行すると、このようなウィンドウが表示されます。編集中の 
ファイルをどうするかを選択します。 

反転部分を rn ( j ] キーで移動し®キーを押して選択します。 

[文書を保存しエディタを終了]を選ぶと、編集中の文書をディスクに書き込ん 
で SEDIT を終了します。 

[文書を保存し編集を続行]を選ぶと、編集している文書をディスクに書き込 
み、編集画面に戻って編集を続けます。 

[ファイル名を変更して保存し編集を続行]を選ぶと、編集している文書を別の 
ファイル名でディスクに書き込みます。新しく付けるファイル名を入力して ㈣ 
キーを 押します。指定したファイル名と同じ名前のファイルがすでにある場合 
は、上書きをするかどうかを聞いてきますから、するかしないかを選んでくださ 
い。ディスクへの書き込みが終わると、編集画面に戻って編集を続けます。 

[文書を保存せずにエディタを終了]を選ぶと、編集中の文書を保存せずに 
SEDIT を終了します。編集結果は残りませんから注意してください。 

[編集作業に戻る]を選ぶか_キーを押すと、何もしないまま[終了]コマン 
ドを中止して編集画面に戻り、編集を続けることができます。 

[文書を保存しエディタを終了]と[文書を保存し編集を続彳 7] の2つでは、編集 
中の文書をパス表示行に表示されているファイル名で保存します。すでに存在し 
ていたファイルを編集していた場合は、同時に編集前のファイルを拡張子''. 
BAK " で残します。後で編集結果が思わしくないと判断されたような場合は、 
拡張子、、. BAK " のファイルを利用してファイル内容を戻すことができます0 
ちなみに SEDIT では、拡張子が、、. BAK " のファイルはバックアップファイル 
であるとみなされ、編集することができません。バックアップファイルを編集す 
るには、 MS - DOS の REN コマンドで拡張子を、'. BAK " 以外に直してくださ 

い0 
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7.5 SEDIT が表示するエラーメッセージ 

文書の編集中に エラーが 表示されても、あわてることはありません。この マニ 
ユアルを調べているうちに文書が壊れてしまうようなことはありませんから、ど 
の エラーが 表示されている かを 調べて じっく り読み、対処してください。 

拡張子が「•巳 AK 」 のファイルは編集できません。 

(起動時、またはファイル選択ウィンドウ） 

拡張子が'' • BAK " のファイルはバックアップファイルで、 SEDIT では編集で 
きません。 MS - DOS の REN コマンドなどでファイル名の拡張子を別のものに 
変えてから再度起動してください。 

拡張子に「.巳 AK 」 は使えません。 

拡張子が、'. BAK " のファイルはバックアップファイルで、 SEDIT では指定で 
きません。他の拡張子を指定してください。 

警告編集作業に必要なメモリが足りなくなりました。これ以上のファイルは編 
集できません。エディタを終了して下さい。 

この メッ セージが表示されたら、ただちにキー（終了）の[文書を保存し 
エディタを終了]を選んでエディタを終了してください。このメッセージを無視 
して編集を続けると、編集中の文書が破壊される恐れがあります。 

このファイル名は使用できません。 

既存のディレクトリと同じ名前や、 MS - DOS のシステムが予約しているファ 
イル名は使えません。別のファイル名を指定してください。 

指定のディレクトリが見つかりません。 

存在しないディレクトリを指定しました。指定したドライブ名やディレクトリ 
名を確認してください。 

挿入ファイルが大吉すぎてメモリに入り吉りません。 

(ファイル挿入読み込み時） 

挿入しようとする文書が大きすぎます。編集中の文書は挿入読み込みを実行す 
る前の状態に戻っていますから、いったん文書を保存して、 EDLIN やお手持ち 
のエディタ/日本語ワープロをお使いください。 

ディスクが異常です。確認してください。 （ディスク読み書き中） 

ディスクが初期化されていないか、壊れている可能性があります。ディスクを 
確認して、初期化済みのディスクに交換してください。 [71 キーを押すと文書の 
読み込み/保存を再開します。キーを押すと中断して編集画面に戻ります。 
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ディスクが書吉込み禁止状態です。 （ディスク読み書き中） 

ディスクが書き込み禁止（ライトプロテクト）になっています。ディ.スクを確 
認して0キーを押すと、文書の保存を再開します。0キーを押すと文書を保 
存せずに編集画面に戻ります。ライトプロテクトをはずす場合は、そうなってい 
る理由をよく考えてからはずしてください。 

ディ スクに 異常が発生しました。ディスクを確認してください。 

(ディスク書き込み中） 

文書を保存中にディスクで エラーが 発生しました（この エラーは ディスク読み 
書き中の エラーに 続いて表示されることがあります）。 

このエラー だけが表示された場合は、ディスクの空き容量が足りなくなった場 
合がほとんどです。ディスクを交換してもう一度文書を保存してください。 

固定ディスクゃ RAM ドライブに文書を保存しようとしてこのエラーが表示さ 
れた場合は、ディスクを交換することができませんから、次の手順でフロッピィ 
ディスクに文書を保存してください。 

① [ f . iol キー[終了]コマンドの [ファ イル名を変更して保存し編集を続彳 了] を選択 

します。 

② フロッピィディスクドライブにファイル名を指定します。または、最初に保存 
しょうとした固定ディスクとは別の（もっと空き容量のある）ドライブにファ 
イル名を指定します。 

③ 文書を別のドライブのファイルに保存したら、 1卜1万| キー[終了]コマンドの[文 
書を保存せずにエディタを終了]を選びます。 

ドライブの準備ができていません0 (ディスク読み書き中） 

ドライブにディスクが入っているか、ドライブを正しく閉じているかを確認し 
てください。 [71 キーを押すと文書の読み込み/保存を再開します。@キーを押 
すと中断して編集画面に戻ります。 


ドライブの準備ができていません。 （その他の場合） 

ディスクが正しく挿入されているかを確認してください。 


ファイル名を指定してください。 

文書を保存する場合には、ファイル名の指定が必要です。ドライブ名やパス名 
以外にファイル名も入力してください0 

編集用のメモリが足りませんのでプログラムを中断します。（起動時） 

SEDIT を起動できるだけの空きメモリがありません。他のプログラムの子プ 
ロセスとして起動しようとしたのであれば、いったん親プロセスに戻ってから再 
度起動してください。 
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編集フアイルが大きすぎてメモリに入りません。（起動時） 

文書フアイルが大きすぎて、 SEDIT では編集できません。 EDLIN を使うか 
お手持ちのエディタまたは日本語ワープロをお使いください。 











付録では、漢字やひらがなを使ラ方法、エラーメッセー 
ジの対策方法、用語集、コマンドの簡単な説明を用意し 
ましだ。必要に応じて、ご利用<ださい。 



■本編の内容 ■ 

付録 A 簡単な日本語入力 

付録 B エラーメッセージと対処方法 

付録 C 用語集 

付録 D MS - DOS コマンドー覧 










付録 


A 



簡単な日本語入力 


この付録 A では、 MS - DOS の標準的な日本語入力機能の、もっとも基本的な 
使い方の説明を行います。 コンピュータの キーボードは、通常は、 アルファべ ッ 
卜、カタカナ、数字、記号類しかタイプできませんが、この日本語入力機能を使 
用することで、スムーズに漢字かな混じり文をタイプすることができるようにな 
ります。 

なお、 MS - DOS の日本語入力機能には、ここで述べる他にも便利な機能が数 
多くあります。詳細な説明は、「拡張機能セット」の『日本語入カガイド』（別 
売）を参照してください。 



ここでの説明は、 MS - DOS を『インストールガイド』の手順でインスト ー ル 
した状態で行っています。この状態で、コンピュータは、日本語を使用できる状 
態になつています。なお、画面の表示例は、あくまでも例であり本書と異なる場 
合があります。 


A .1 簡単な使い方 

日本語入力機能は、コンピュータで、漢字、ひらがな、カタカナなどをタイプ 
する機能です。単語や文章の読みがなをタイプし、それを漢字かな混じり文に変 
換します。 

ここでは、最も簡単な使い方で、日本語を画面に表示してみましょう。 

►日本語 入カモードに入る ( IctrlI + IxferD 醒 

日本語入力機能が使用できる状態を、「日本語入カモード」と呼びます。 

アルフアベットなどを入力している状態から、日本語入カモードに入るには、 
[5 trl | キーを押しながら | xfer 1 キーも押します。このような操作を 「| ctrl | + 
IXFER 」 キーを押す」と記します。 
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A .1 簡単な使い方 


j | [CTRL | キーを押しながら、 | XFER | キーも押してください0 

画面のいちばん下に、次のような表示が出ることを確かめてください。 




R 全かな 


mm mm e 翔 i2^i 


これで、日本語をタイプできるようになりました。 「 r 全かな®」の部分がこ 
の画面と異なっている場合があっても、大丈夫です。その場合は、「画面の説 
明」（後述）を参照して、 「 r 全かな®」と表示されるようにしてから、以後の 
説明に進んでください。この状態では、辞書ファイルの入ったディスクをドライ 
ブ装置から外さないでください。 

このように表示されず、 「(1 B 進)」とか、「辞書の指定が不正です」のような 
メッセージが表示された場合は、日本語入力機能を使5ための設定が正しく指定 
されていません。 CUSTOM コマンドを使用して CONFIG . SYS ファイル 
の設定を変更し、日本語入力機能が使えるようにしてください（『インストール 
ガイド』付録日参照）。 


日本語を入力する手順 


日本語を入力する一般的な手順は、次のようなものです。 

❶漢字の読みがなをタイプする。 

ローマ字 または_キーを ロック した状態で、漢字の読みがなを入力しま 
す。 

I 

©漢字かな混じり文へ変換する。 

スペース キーまたは I ^ FERj キーを押して、漢字かな混じり文へ変換します。 

©変換結果を確かめる。 

正しく変換されていれば、@キーで変換結果を確定し、次の読みがなを入力 
します。 

変換結果が違う場合は、読みがなの修正や、他の漢字への再変換をします。 


では、実際に日本語を入力してみましょう。 


付録 A 
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付録 A 簡単な日本語入力 


B 入力したい漢字の「読みがな J を、タイプします。手始めに「地区」とい5 
漢字を表示してみましよ5。読みがなをタイプする方法は、ローマ字とカタ 
カナの2通りを選べます。 

• ローマ字の場合……[1)[1]0®とタイプします。 

• カタカナの場合 キーボードの左下のキーを押してから、01^1 

とタイプします。 

画面にタイプした読みがなが表示されます。タイプするキーを間違えた場合 
は、キーを押して、間違えた文字まで表示を消して、タイプしなおしてく 
ださい。 


A > ちく 

•な smm hi ih mm wmi mm mm • 彌 i 

-一 _> 


B 読みがなを漢字に変換します。変換キー（スペースキーまたはキー) 
を押してください。 H で入力された読みがなを手がかりに、コンピュータ 
がディスク上の辞書を調べ、最初に見つかった候補の単語を表示します。 



日本語には同音語が多いので、1回では「地区」と表示されないかもしれませ 
んが大丈夫です。 

Q 同音語に変換された場合は、さらに変換キーを押します。ここでは、システ 
厶の辞書に、どのくらいの「ちく」が登録されているかを調べるためにも、 
変換キーを10回ほど押してみましよう。 


変換キー(スペースキーまたは 「 XFER ] キー)を押す。 

A > 關 

r 全かな ihi Hi ■■ ih mm e 翔 ■ 彌 i 

^_ 备 
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A .1 簡単な使い方 


変換キー(スペースキーまたは 1 XFER 1 キー)を押す。 

4 . 


明 

R 全かな 


fiEig wm mm . 轉 b 願 


l 


変換キー（スペースキーまたは [XFER |キ ー） を押す。 


ふ 


R 全かな a lH 2蓄3竹 4 筑 5 畜 6 逐 7 竺 


同音語が4種類以上ある場合は、変換 キーを 4回押したところで、画面の下部 
に同音語が一覧表示されます。反転表示されている単語が、入力される単語で 
す。 

購入したばかりのシステムの辞書には、約1〇種類の「ちく」が登録されていま 
す。 

変搀 キーを さらに何回か押して、目的の「地区」を画面に表示させてくださ 


^目的の「地区」が表示されたら、@キーを1回押して、漢字を確定しま 
す。これで、目的の単語が入力されました。 


A > 地区 
R 全かな 


BEia wm mm 匾彌疆 


以上は、もっとも簡単な日本語の入力方法ですが、これでは不便を感じられる 
ことでしょう。以後は、もっとスムーズに漢字かな混じり文を変換しながら入力 
する説明を行います。 
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付録 A 簡単な日本語入力 


参考 漢字を確定した後、この状態でもう一回@キーを押すと、次のようなメ 

ッセージが表示されます。 

A 〉 地区 

コマンドまたはファイル名が違います 

A 〉_ 

これは、最初に読みがなをタイプしたときに表示されていた MS - DOS の 
プロンプト 「 a 〉」 と関係があります。 「 A >」 という表示は、 MS - DOS が 
ユーザーからの指示（コマンド）を待っている状態を表しています。普通 
は、ここで 「 dir 」 のようなアルファベットのコマンドを入力するのです。 
そこへ、「地区」という文字を入力したために、上記のようなメッセージが 
表示されました。 

しかし、心配にはおよびません。「地区」というコマンドはありませんか 
ら、メッセージが表示されるだけで、システムには少しも悪影響はありませ 
ん。ここでは、できるだけ早く日本語入力に慣れていただくために、このよ 
うな変則的な使い方をしました。 

日本語入力機能は、本来は、ワープロソフトや表計算ソフトのような、他 
のソフトウェアと組み合わせて使用する機能なのです。 

MS - DOS には、' SEDIT " というスクリーン エディタ が添付されていま 
す。これを利用して、仮のファイルを作成するようにすれば、上記のエラー 
メッセージは表示されません。たとえば仮のファイル名を 、、 NIHONGO . 
TXT " として、次のようにコマンドを入力します。 

A)SEDIT NIHONGO . TXT @ 

なお、 SEDIT の操作方法は第7章を参照してください。 
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A .2 画面の説明 


A . 2画面の説明 


( ctrlI + IxferI キーを押して日本語入カモードに入ると、画面のいちばん下 
の行が、次のように表示されます。この行を日本語入カモードの「ガイドライ 
ン」と呼び、現在日本語入力機能がどのような状態であるかを表しています。 


A > 

R 全かな 


mm mm . 鐵 Mdm 


ここでは、ガイドラインの表示の見方を説明します。 

>入カモードの表示 

入カモードの表示は、4種類の情報を表しています。 


A > 

R 全かな 


mm mm e 翔•職 


- ai かな漢字変換の状態 
-キーシフト状態 
-全角/半角の状態 
-ローマ字入力の状態 


表示情報 

画面表 TpJ 

意 味 

AI かな漢字変換の状態 

@ 

AI 変換を行っています。 


(空白） 

AI 変換は行っていません。 

キーシフ ト状態 

かな 

読みがなをひらがなで表示します。 



(ローマ字入力時のみ） 


カナ 

読みがなをカタカナで表示します。 



(ローマ字 入力時のみ） 


英数 

読みがなを英数字、英記号表示しま 



す0 

全角/半角の状態 

全 

全角文字が入力されます。 


半 

半角文字で入力されます。 

ローマ字入力の状態 

R 

ローマ字入力を行います 


(空白） 

ローマ字での入力はできません。 
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付録 A 簡単な日本語入力 


► ローマ字入力/カナ入力（@)じ 

読みがなを入力するには、ローマ字で入力する方法 （ 「ローマ字入力」と呼び 
ます）と、キーボードの r カナ1キーを押した状態でかなで入力する方法 ( 「カナ 
入力」と呼びます）の、2通りの方法があります。 

例：「秋空」の読みがなである「あきそら」を入力する場合 

□-マ字入力回®0 
ヵナ入力 

読みがなは、ローマ字入力とカナ入力のどちらでも入力できます。慣れた方を 
お使いください。 

•口ーマ字入力の規則 

ローマ字で入力すると、画面に子音を表すアルファベットが表示され、続く母 
音をタイプすると、かなに変換されます。 

キー 

カナ入力するときは、キーボード左下の&ナ)キーを押してからタイプしま 
す。キーは、一度押すとキーボードのカナ文字が入力される状態にロック 
されるので、その状態で連続してカナ入力できます。もう一度^^キーを押す 
と、ロックが解除され、アルファベットなどを入力する状態に戻ります。 
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A .2 画面の説明 


直接入力/間接入力 


タイプした読みがなを、どこに表示しながら変換するかを決めるのが「文字入 
力位置」の指定です。これには、「直接入力」と「間接入力」の2種類を選べま 
す。 

• 直接入力 画面上のどこでも、カーソルの位置で読みがなの入力と漢字への 

変換を行えます。 MS - DOS をインストールした直後は、この状 
態です。 

•間接入力……画面のいちばん下のガイドライン上で、漢字への変換を行った 
後、画面上の カーソル 位置へ漢字が入力されます。 

通常の使用では、直接入力の方が便利です。しかし、一部のアプリケーション 
ソフトゥヱアでは、直接入力を行うと、画面表示が崩れる場合があります。その 
ようなときは、次の手順で直接入力から間接入力へ切り替えます。 

Q 日本語モードに入った状態で、キーを押します。 

HE 1 E 1 キーで「5.入力形式」といろ項目を反転表示させ、@キーを押しま 
す。 


1•単語登錄2•単語削除3.辞書切替4•□ーマ字切替6.補助機能 


g 二] fzi キーで 「3.直/間切替」といろ項目を反転表示させ、@キーを押し 
ます。 


A > 

R 全設定 S ) 


変換方式 


2.コード 




直接入力と間接入力の切り替えは、日本語の入力中はできません。また、辞書 
ファイルがディスクに無い場合も切り替えはできません（ブザーが鳴ります）。 
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付録 A 簡単な日本語入力 


A _3 日本語入カキー操作一覧 

ここでは、日本語入力機能で使用するキーと機能を、まとめて一覧表で示しま 
す0 


•キー操作の一覧表 


キー 

機 能 

[ ctrl |+| xfer ] 

日本語入カモードに入る 

| XFERj または 

読みがなを漢字に変換する。または、同音語の次候 

スペース彼 1) 

補を表示する 

| shift ]+[ xfer | 

同音語の前候補を表示する 

| grph |+| xfer | 

部首変換をする 


文字を一括確定する 

[i |または | nfer 1 

変換する文節を右に移動する 

m 

変換する文節を左に移動する 

| CTRL ] + ヒ J 

変換する文節を延長する 

| ctrl |+ 日 

変換する文節を縮小する 

B 

カーソルを右に移動する 

日 

カーソルを左に移動する 

[ esc ] 

変換前の状態に戻す (ft2) 

网 

(ロックした状態で）カナ入力 

|CAPS 1 

(ロックした状態で）大文字の英文字入力 

间 

カーソルの直前の文字を削除する 

( del ) 

カーソルがある位置の文字を削除する 


ひらがなに変換する 


カタカナに変換する 

网 

英文字に変換する 

网 

半角の英数、カタカナに変換する 


拡張機能 

|SHIFli + | f .6] 

タイプした読みがなをひらがなで表示する 

( SHIFT | + lf -7 l 

タイプした読みがなをカタカナで表示する 

| SHIFT | + | f -8] 

タイプした読みがなを英文字で表示する 

| SHIFT | + | f -9 l 

全角と半角を切り替える 

| SHIFT | + | f -10| 

文字コード番号で入力する 

£ ab ) 

変換前の文字を一括確定する 


(注 1) 読みがなが表示され ていない 状態で スペース キーを押すと、空白の 
入力となります。 

(注 2) 読みがなの入力中は、読みがなをすベて消去します。 
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A.3 日本語入カキー操作一覧 


• でのメニユ——覧表 

M キー（拡張機能）を押すと、画面最下行にメニューが表示され、さらに 
次のような機能を設定できます。 


メニュー項目 

機 能 

1. 単語登録 

2. 単語削除 

3. 辞書切替 

4•ローマ字切替 

単語登録モードに入る。 

単語削除モードに入る。 

変換に使用する辞書ファイルを変更する。 

ローマ字モードの ON / OFF 。 

5.入力形式 

入力形式に関して、さらに次の事項を設定する。 

1. 変換方式 変換方式を変更する。 

1. 逐次変換 

2. 連文節変換（先読みあり） 

3. 連文節変換（先読みなし） 

2. コード | shift ! +|f . io | で使用する文字コードを選択。 

1. JIS コードを使用する。 

2. シフト JIS を使用する0 

3. 区点コードを使用する。 

3. 直/間切替直接入力/間接入力を切り替える。 

6.補助機能 

学習機能などについて、さらに次の事項を設定する。 

1 . 学習 学習機能を働かせるかどうかを選択。 

1. 学習有り 

2. 学習無し 

2. 句読点変換句読点をタイプしたときに変換するかどうかを選択。 

1. 句読点の入力で変換する。 

2. 句読点で変換しない。 

3. 同音語指定同音語の表示方法の選択。 

1. 直接表示 

2. —覧表示 

3. 直接/一覧の切り替え (m 


(注）何回目の変換キーで一覧表示を行うかを指定します。 

拡張機能の各機能の説明に際しては、つぎのような表記法を用います。 


- [1 .単語登録] 

_キーで 拡張機能を選択し、次に1.単語登録機能を選択することを表す。 

- [5 .入力形式]- [1 .変換方式] 

キーで 拡張機能を選択し、次に5.入力形式機能を、さらに1.変換方式を 
選択することを表す。 
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付録 A 簡単な日本語入力 


A .4 誤変換の原因 

日本語入力機能は、読みがなを分析してできるだけ正し t ゝ変換を試みますが、 
次のようないくつかの理由で正しく変換できな V 、場合があります。 

•読みがなを間違えていた 

読みがなのミスタイプは、どんなに注意していても無くならないものです。キ 
ーボードに慣れている人でも、正しく読みがなをタイプしたつもりで、つい変換 
キーを押してしまうこともあります。このようなときは、「読みがなの入力と修 
正方法」の操作を行います。 

•同音語に変換された 

日本語はもともと同音語が多い性質の言葉なので、これはある程度仕方の無い 
ことです。この場合は、「同音語から目的の漢字を選択する」の操作を行いま 
す0 


籲文節（単語）の切れ目を、日本語入力機能が間違って判断した 

読みがなを入力したときに考えていた単語の切れ目と、日本語入力機能が判断 
した文節が違っていると、当然誤変換となります。このような場合は、「文節の 
切れ目を変更する」の操作を行います。 

•ひらがなやカタカナの害が漢字に変化された 

これは、同音語と文節の切れ目の両方に関係していることです。原因のほとん 
どは、文節の切れ目を直せば正しく再変換されます。あるいは、「ひらがな、力 
タカナ、英数字の入力」の操作を行います。 

•単語が辞書に登録されていない 

これは、辞書の宿命ともいえることです。システムの辞書にあらかじめ登録さ 
れている単語は、日常生活で利用頻度の高い言葉ですが、専門的な言葉や、珍し 
い地名や人名、新しい言葉などを網羅できるものではありません。このような場 
合は、「単語の登録」の操作を行って、その場で単語を辞書に登録します。 
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A.5 読みがなの入力と修正方法 


A .5 読みがなの入力と修正方法 

日本語を入力する操作は、①読みがなをタイプする、②漢字などに変換すると 
ぃう操作の繰り返しです。ただし、タイプを間違えることや、同音語に変換され 
てしまう場合もあるでしょう。このような場合は、少々違った操作を行うことに 
なります。 

ここでは、操作の流れに沿って、スムーズに日本語を入力する方法を説明しま 
す0 



►変換 前に読みがなの間違いに気付いた場合 - 

気をつけてキーをタイプしていても、間違いは生じるものです。 

たとえば、「すむ 一ず なにゅりょく」とタイプするべきところを、「すむ 一ず 
なみゅうりょく」とタイプしてしまったとしましよう。 


Pl > 伴む一ず なみゆうりよく 

r 全かな hh vsm mm 匿彌謂 


このように読みがなを間違えて入力した場合の修正方法は、3通りあります。 


• キーで 文末から間違えた位置までの読みがなを消してから、正しい読み 
がなを入力し直す。 

• キーで 読みがな全体を消して、最初から入力し直す。 

• | <— j キーと | del ] キ ー で、読みがなの途中に力 ー ソルを移動して修正する。 

•文末から1文字ずつ消してタイプしなおす (「 BS ] キー) 

修正の仕方としては、いちばん簡単な方法です。_キーを押すと、文末に 
位置しているカーソルが、1文字ずつ読みがなを消しながら戻って行きます。 

||読みがなを間違えて入力してしまいました。 


q > 件む一ず なみゆうりよく 

r 全かな aHH ■■imm mm mm e 弱！ ■彌謂 
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付録 A 簡単な日本語入力 


g キーを何回か押して、間違えた箇所まで読みがなを消します。 


A > 住む二ずな 

R 全かな 


aag^ mm mm 


B 正しい読みがなをタイプしなおします。 


a > 住 iir ゴなにゅうりょく 
R 全かな ■■ I 


issm mm e 蜜 a wmm 


後は、変換キー(スペースキーまたは | xfer | キー)を押せば、正しく変換さ 
れます。 


•読みがなをすベて入力しなおす （ li ^ j キー） 

(^1 キーを押すと、変換前の読みがながすベて消去されます。そうして、最 
初から読みがなを入力し直してしまう方法です。タイプに慣れ、キーボードを見 
なくてもタイプできる方には、この方法の方が手っとり早いかも知れません。 

Q 読みかなを間違スて入力してしまし〗ました。 

A > 住む二ずなみゆうりよく 

r 全かな mm warn mm mm mm §mm 


B _ キーを i 回押して、読みがなをすベて消去します。 
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A .5 読みがなの入力と修正方法 


Q 正しい読みがなを、最初から入力し直します。 


A > す〇—ずなにゆうりよく 

R 全かな oMi ■■■ I 


fweia wm mm e 驗 i ■ 蹦 , 


後は、変換 キー(スペースキー または |XFER~] キー)を押せば、正しく変換さ 
れます。 

•読みがなの途中を修正する（匕 J キー、 IDELI キー) 

0キーを押すと、読みがなの右端に表示されている力-ソルが、読みがなの 
中へ 移動して行きます。そこで、 キーで 間違えた箇所のみを消し、正しい 
読みがなを挿入する方法です。長い読みがなの場合や、読みがなの先頭の方を修 
正する場合に適した方法です。 


Q 読みがなを間違えて入力してしまいました。 


A > 住む二ずなみゆうりよく 

R 全かな aHH ■■ I 


^sm mm .翻 warn 


q g キーを 何回か押して、間違えた箇所まで力ーソルを戻します。 


Q > 伴む一ず な聞ゆうりょく 
R 全かな H 1 I 


usm mm e _ mrm 


Q _キ_で、間違っている読みを消去します。 


Q > 伸む一ず な H りよく 
r 全かな ■ 


mm mm e 翅 wmi 


付録 A 
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付録 A 簡単な日本語入力 


B 正しい読みを挿入します。この場合は「にゅ」です。タイプした文字は、常 
に、カーソルの左側に挿入されます。 

a > 住 ii 二ず なに ゅ h りょく 

R 全かな ■■ i*i hh 駆^ mm 旣網.翻 疆 mm 


キーを何回か押して、カーソルを読みがなの右端へ移動します。読みが 
なの途中にカーソルがあるままですと、日本語入力機能は、そこを文節の切 
れ目と判断してしまいます（誤変換の原因となります）。 


a > 住む二ずなにゆうりよく 

■■ ■■ _■ ajEm utm mm 匿編 


この後、変換キー（スペースキーまたは |^ fer | キー）押すと、正しく変換さ 
れます。 

変換後の読みがなの修正 -- - - 

正しく読みがなをタイプしたつもりで、つい変換キーを押してしまうことがあ 
ります。このようなときは、次のように修正します。 

D キーを2回押して、読みがなの入力中の状態に戻ります。 

B 前述の 1—1 キーと Idel ] キーを用いた方法で、読みがなの間違いを直します。 

B カーソルを読みがなの右端へ移動し、変換キーを押します。 
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A .6 同音語から目的の漢字を選択する（スベースキー、 1 XFER キー) 


A .6 同音語から目的の漢字を選択する（スペ-スキ-、@キ-） 

日本語の特徴は、同音語が多いことです。同音語に変換されたときは、スペー 
スキー または [2< FERj で、次々に他の同音語に再変換します。 

同音語がたくさんある場合には、変換キーを何回か押すと、画面のいちばん下 
に同音語の候補がまとめて表示されます。 

||「ちく」とい ラ読みがなを入力して、変換してみましよ5。辞書に登録され 
ている初めの3語までは、画面中に表示されます。 


R 全かな 


warn mm e 致■卿 


g 同音語が4っ以上あると、画面下部に候補の言葉がまとめて表示されます。 


^>sas 

R 全かな a 灑 2 蓄 3 竹 4 筑 5 畜 6 逐下竺 


この 状態での各 キーの 役割は次のとおりです。 


参考 


rn 〜……該当する番号の候補を選択する 
r^i ……反転している候補を選択する 

rag ……候補群の中で反転部分を（左右に）移動させる 

スペースキー …… 候補群の中で反転部分を右に移動させる 

( xfer ) . 次の候補群を表示する 

Ishift 1+| xfer ] 前の候補群を表示する 

システムの最初の設定では、4単語以上同音語があると、このような候補 
群が表示されますが、この数は- [6• 補助機能]- [3• 同音語指定]- [2.— 
覧表示]を選択すると、最初から同音語の候補群が表示されます。 


付録 A 
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付録 A 簡単な日本語入力 


A .7 文節の切れ目を変更する（@+日/□キー） 

日本語入力機能は、辞書を調べながら文節の切れ目を判断しますが、時として 
私たちの意図しなかったところで文節を区切ってしまうことがあります。これ 
は、再変換の回数を減らすために、できるだけ長い単語と一致するように文節の 
切れ目を捜すためです。 

このような場合は、変換後に、強制的に文節の切れ目を変更してから、再変換 
します。 

たとえば、「ここではきものを」という読みがなを変換する場合を考えてみま 
しょう。 

D 「ここではきものを」を「ここでは着物を」に変換してみましょう。この 読 
みがなを入力して変換キーを押すと、「ここで履ぎ物を」と変換されます。 


a>HHE 履き物を 

r 全かな mm mam hi bh ■■ sam mm e 翅 §mm 


再度変換キーを押しても、「ここで」と「個々で」を行ったり来たりするだけ 
です。 

このような場合は、強制的に文節の切れ目を変更します。文節の切れ目を変更 
するには、次のキー操作を行います。 


•文節を短くする…… IctrlI キーを押しながら、 g キ—も押す。 
•文節を長くする…… IctrlI キーを押しながら、 g キーも押す。 

B 「ここで」とい5文節を、「ここでは」にするのですから、文節を長くする 
ために 1 CTRL ] キーを押しながら匕 J キーも押します(本書では、このよ a な 
操作を「 | CTRL ] + R ] キーを押す」と表記しています）。 _ D +[3 キー 
を何回か（この場合は1回）押すと、「ここでは」の部分のみが反転表示さ 
れ、1文字分文節が長くなったことが分かります。 


着物を 

r 全かな smm mm mm mm hi 明 ^ vsm mm e 觀 11 彌 i 

_ 一 _> 
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A . 7 文節の切れ目を変更する （rCTRL +， /I •キ _) 


Q 正しく変換されたので、@キーで確定します。 


A > ここでは着物を 
r 全かな sMB 


33^ mm e 翻匿彌圃 


付録 A 
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付録 A 簡単な日本語入力 


A .8 ひらがな、カタカナ、英数字の入力 


►ひらがなの 入力 


•ひらがなだけを連続して入力する 

ひらがなたけを入力したい場合は、読みがなを入力したら、（スぺースキーな 
どで変換せずに）すぐに@キーを押して確定します。 

•漢字やカタカナ、英字をひらがなにする（ひらがな変換） 

入力した読みがながすでに漢字などに変換されている場合や、キーシフト状態 
が「カタカナ」あるいは「英数」になっている場合に、表示されている文字をひ 
らがなにするには、キーを押して、ひらがな変換します。次に例を示しま 
す。 

n 「ひらがな」を変換すると、漢字で「平仮名」と変換されます。 


白〉 

哙かな smm wmm e 翻 ■㈣ 


B @ キーを押すと、その文節が強制的にひらがなになります。 


R 全かな 


3 am e 翔 §mm 


El @キ_を押して確定します。 
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A .8 ひらがな、カタカナ、英数字の入力 


カタカナの入力 


•カタカナだけを連続して入力する（カタカナシフト） 

キーシフト 状態を「カタカナ」に変更することで、入力した読みがなを連続し 
てカタカナで入力することができます。 

H 品 ^+[7^7] キーを押します。ガイドラインが次のよろに変わります。 


A > 

R 全カナ 


BEEg mm mm e 翻•卿 


この状態で入力した読みがなは、カタカナで表示されます。@キーを押すと 
そのまま確定し、スペースキー、または I XFER 1 キーを押すと漢字かな混じり文 
に変換されます。 

籲漢字やひらがな、英字をカタカナにする（カタカナ変換） 

表示されている（確定前の）文字をカタカナにする場合は、厂トァ1キーを押し 
て、強制的にカタカナへ変換します。 


付録 A 
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付録 A 簡単な日本語入力 


►英数字の 入力 


キーボード上の英数字を入力するときは、カナ入力をしている方は、キ 
一を押してカナロックをはずしておいてください。 

•英数字を連続して入力する（英数シフト） 

キーシフト状態を「英数」に変更することで、入力した読みがなを連続して英 
数字で入力することができます。 

D [^HIFTj + | f »8 l キーを押します。ガイドラインが次のように変わります。 


A> 

mm mtm mam wmm mm mm §dm 


この状態で入力した読みがなは、英数字で表示されます。@キーを押すとそ 
のまま確定し、スペースキー、または | XFER | キーを押すと漢字かな混じり文に 
変換されます。 

•漢字やひらがな、カタカナを英字にする（英数変換） 

ローマ字入力をしている場合、スペースキーなどで変換する前（文字が黄色の 
場合）にじ^キーを押すと、すべての文字が英数変換され、変換中（水色で反 
転された文字がある場合）に_キーを押すと、反転している部分が英数変換 
されます。英数変換させたい部分を変更する場合は、 rniji キーを使います。 
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A .8 ひらがな、カタカナ、英数字の入力 


半角英数カタカナの入力 


半角 （1 バイト）のアルファベット、数字、カタカナを入力するいちばん簡単 
な方法は、日本語入カモードから出て ( [^ trlI + Rfer ] キー)しまうことで 
す。しかし、アプリケーションによっては、日本語入カモードから出られない場 
合があります。 

ここでは、そのような場合の操作方法を説明します。 


籲半角文字だけを連続して入力する 

Q まず、キーを押します。入カモードのガイド表示が「全」か 
ら「半」になります。半角入カモードに入ったことを表しています。 


A > 

R 半カナ 


ssm mm e 翻■闘 


この状態で読みがなを入力すると、半角のカタカナで表示されます。@キー 
を押すとそのまま確定し、 スペース キー、または ixferI キーを押すと変換され 
ます。 

英数字を表示したい場合は 、 [^||FTl + rf *8 l キーを押します。ガイド表示が 
「カナ」から「英数」になります。カナ入力をしていた場合は、斤ナ|キーを 
押して、ロックをはずします。 


A > 

R 半英数 i 


mm e 鐵■職 


ここで読みがなを入力すると、半角の英字が表示されます。@キーを押すと 
そのまま確定し、 スペース キー、または @ fer ] キーを押すと変換されます。 


•全角文字を強制的に半角の英数カタカナにする（半角変換） 

表示されている（確定前の）文字を半角の英数カタカナにする場合は、 [ f^J 
キーを押して、半角変換します。 


付録 A 
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付録 A 簡単な日本語入力 


A .9 単語の登録 


日本語入力機能のひとつとして、ユーザーが独自の単語を独自の読みで辞書フ 
ァイル内に登録できる機能があります。辞書ファイルに独自の単語を登録してお 
けば、変換が正確にできるようになります。 

また、この単語登録機能を用いると、短い読みがなで長い単語を登録する こと 
もできます。よく使う語は他の語と混同しない短い読みで登録しておけば、タイ 
プの手間を軽減することができます。 

新しし、語を辞書ファイルに登録する方法には、次の2通りの方法があります。 

•日本語入カモード中で、 ff - ioH 1:単語登録]を用いる。 

• MS - DOS の辞書ファイル保守ユーティリティ （ DICM コマンド）を用いる。 

ここでは、日本語入力機能を使用してるその場で登録する、前者の方法を説明 
します。辞書ファイル保守ユーティリティ （ DICM ) を用いる方法について 
は、「拡張機能セツト」の『日本語入カガイド』（別売）を参照してください。 

•単語登録の手順 

1:単語登録]で、画面上の2バイト文字を簡単に辞書ファイルに登録 
することができます。いったん単語とその「読み」を登録すれば、以後はその読 
みで簡単に変換できるようになります。 



登録できる単語の長さと読みがなの長さは、16文字までです。また、半角文字 
は登録で吉ません。 


n 「明広」といろ文字を「あきひろ」といろ読みで単語登録してみましょろ。 
「CTRLj + pFERl キーで、日本語入カモードに入ります。 

0登録したい単語を画面に表示します。この例では、読みがなを 「みょう」 
「ひろ」のように分けて変換し、表示します。登録する前の語は、どんな読 
みを使つてもかまいませんからともかく目的の漢字を画面に表示してくださ 
い0 

B ff~-10>[ 1 :単語登録]で、単語登録モードにします。画面は次のようになり 
ます。 


A > 明広 

R 全かな a 登録:漢字 
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A .9 単語の登録 


単語登録を中止するには、_キーを押してください。 

Q 登録したい単語の範囲を指定します。まず、矢印キー （[ HUEltJ ) で 
カーソルを単語の先頭文字に重ね、巧!キーを押します。 


的跟広 

R 全かな a 登錄:漢字 


次に、単語の最後の文字にカーソルを重ねて@キーを押します。登録単語は 
反転表示されます。 


⑴画 

R 全かな a 登録:漢字 


胃ガイドラインの「漢字」の表示が「読み」に変わり、入カモードが半角入力 
モードになります。ここで、読みを16文字以内の英数字またはカタカナで夕 
イプします（英記号やカナ記号は使用できません）。ここでは「アキヒロ」 
とタイプし、@キーを押します。 


A >_ 

R 半カナ a 登録:読みア本ヒロ 


Q 読みをタイプすると、次は品詞の選択に移ります。登録したい単語に適した 
品詞を指定してください。品詞の選択にはキーを使用します。ここ 
で登録する語「明広」は人名ですから、0キーを使って「固有名詞」に力 
ーソルを重ね、@キーを押します。 


A>0Ha 

R 半カナ a 登錄:品詞無 し 基本語動詞 瀬 


なお、品詞を指定したくないときは、「無し」を選択してください。 


付録 A 
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付録 A 簡単な日本語入力 


0続いて、より細かい品詞を選択します。ここでは選択する項目が数画面にわ 
たっているので、4つの矢印キーを使って品詞を選択し 
ます。 

ここで登録する単語「明広」に適した品詞は「名前」です。力ーソルを「名 
前」に重ね、@キーを押してください。 


R 半カナ a 登録:品詞苗字 _誰 地名 団体名 


これで品詞の選択操作は終わり、同時に単語が辞書ファイルに書き込まれて単 
語登録操作も終わります。 

•登録単語の使い方 

登録した単語は、漢字をタイプするのとおなじ方法で、読みのかな文字（また 
はローマ字）から変換して表示することができます。 

•単語登録のポイント 

ここでは、単語登録機能を使用する上での工夫をいくつか紹介します。 

• 読みを略語で登録しておくと、長い読みの入力を省略できます。 

例：読み：ふあつと登録単語：ファイルアロケーションテーブル 

•ただし、読みをあまり短く登録すると、登録した単語を後に連想するのが難し 
くなりがちで、誤変換の原因ともなります。 

例：読み：こ 登録単語：コントロールコード 

この例の状態で「ことしのもくひょうは」と入力して変換すると、「コントロ 
ールコードと市の目標は」などと誤変換される恐れがあります。 

•辞書を、個人別、用途別に分けて作成しておくと、使用を重ねるにつれてそれ 
それの辞書に専門用語が蓄えられ、ひいては変換が容易になります。また、学 
習機能により前回選択した語句が再優先で表示されるので、希望する文字に変 
換されやすい辞書となります。 

• 登録した単語や辞書に含まれている単語を画面やプリンタで見るには、辞書フ 
ァイルユーティリティ （ DICM コマンド）の辞書一覧機能を使用してくださ 
い。詳細は『日本語入カガイド』（別売）を参照してください。 
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A .10 記号の入力方法 


A . 10記号の入力方法 

ここでは記号の入力方法を紹介します。 

カナ入力をしている方がキーボード上の英記号を入力する場合は、Iカナ1キー 
を押して、カナロックをはずしてから入力します。 

キーボードにはない特殊記号を入力する場合は、「きごう」という読みがな 
で、通常のかな漢字変換と同じ手順で行います。 



|郵便番号のマーク「亍」を入力してみましよろ。読みがなに「きごろ」と入 
力します。 



JP スペースキーまたは Rfer | キーを押して変換します。 


R 全かな 


wm mm e _ 


Q 続けてスペースキーまたは I XFER ] キーを押すと、次候補選択の要領で、表 
示される記号が変わります。 


R 全かな 


vsm mm ■綱 


Q 希望の候補が表示されたら、@キーを押して確定します。 
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付録 



エラーメッセージと 
対処方法 


MS - DOS を 使つ ていると、いろいろな メッセージが 表示されます。その 大部 
分は、「システム メッセージ」 と呼ばれるもので、 コンピュータが いまどんなこ 
とをやつているかを ユーザーに 知らせる、 レポーターの 役目をしています。これ 
は、一読して意味を知ることができる簡単な内容です。 

しかし、なかには処理の失敗を告げたり、ユーザーに意見を求めてきたりする 
メッセージもあります。これらを「エラーメッセージ」と呼びます。 
エラーメッセージには、次の2種類があります。 

デバイスエラ ーメッセージ 

本体や、周辺装置（プリンタやディスクなど）が原因で表示されるエラーメッ 
セージです。 MS - DOS は自動的には処理を継続できないので、 ユーザーの 判断 
を仰ぐ重要なエラーメッセージです。 

一般エラーメッセージ 

その他の原因で表示される エラー メ ッ セージです。 

この付録 A では、これらのエラーメッセージの中から、よく見かけるものを 
集めて、原因と対処方法を解説します。 

参考 ここで解説するエラーメッセージの他に、 MS - DOS の各 コマン ドが独自 

に表示するエラーメッセージがあります。 MS - DOS で表示されるすべての 
エラーメッセージは、『ユーザーズリファレンス マニュアル』 （別売）に掲載 
されています。 

また、ワープロソフトや表計算ソフトなどの使用中に表示される エラー メ 
ッセージは、ほとんどがそのアプリケーシヨンが表示するメッセージです。 
そのようなメツセージに関しては、使用しているアプリケーションの説明書 
を参照してください。 
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巳. 1 デバイスエラーメツセージ 


処理を中止し、そのまま MS - DOS にもどる。 
もう一度読み書きを試みる。 

失敗した処理を無視し、次の処理に進む。 


中止 〈 A 〉 

もろ一度 〈 R 〉 
無視 〈 I 〉 


この エラー メッセ ージが表示されたときは、通常は次のような手順で対応しま 


B .1 デバイスエラーメッセージ 


デバイスエラーメッセージは、ディスクドライブやプリンタ、ディスプレイな 
どの周辺装置（デバイス）に対して、データの読み出し/書き込みを行つたとき 
に、 MS - DOS が表示するものでです。 

たとえば、ドライブ B にフロッピィディスクがセットされていない状態で、デ 
ィレクトリを調べようとして DIR コマンドを実行すると、次のようなエラーメ 
ッセージが表示されます。 


A>DIR B ： 


ドライブの準備ができていません.く読取り中〉くドライブ 
中止く A >, もう一度く R >, 無視<1>? 


一般に、デバイスエラーメッセージは、次のような形をしています。 

〈エラーの内容〉〈読取り 中/書込み中〉 〈デバイス名〉 

中止 〈 A 〉、 もろ一度 〈 R 〉、 無視 〈1〉7 

〈エラーの内容 >は、そのとき起こった エラーの 状況を説明するものです。〈デ 
バイス 名〉は、 エラーが 起きた装置を示します。〈読取り中/書込み中〉は、その 
とき試みた処理を示すもので、「読取り中」「書込み中」のどちらかが表示され 
ます。 

したがって、先ほどの例は、「（ディレクトリを調べるために）ドライブ B の 
ディスクを読み込もうとしたが、ドライブの準備ができていませんでした」とい 
う意味になります。 


''中止 〈 A >、 もう一度 〈 R >、 無視〈1>?"は、エラーの後の処理をどうしたらよ 
いかを ユーザーに 尋ねているものです。 

ユーザーは fxi 、iti のいずれかのキー（半角英文字 i 字）をタイプし 
て、今後の処理を選択します。 


11 & 


す。 


153 







付録巳 エラー メ ッセージと 対処方法 


❶ェラーメツセージを読んで、何がエラーの原因かを考えます。 
©エラーの原因を正した後で@キーを押します。 


たいていの場合は、ちよっとした操作のし忘れが原因です。たとえば、「ドラ 
イブの準備ができていません」というメッセージ場合の原因は、ディスクをセッ 
卜し忘れていたとか、ドライブの蓋をきちんと閉めていなかったなどです。「書 
込み禁止です」というメッセージの場合は、ライトプロテクトシールを貼ったま 
まにしていた （ 5インチ フロッピィ ディスクの場合）などです。 

この付録 B の後半には、代表的なエラーメッセージが、アルファベット順、 
五十音順に掲載されているので、参考にしてください。 


その他の原因の場合でも、まず、@キーをタイプしてみます。 エラーの 原因 
が軽ければ、1〜数回、凹キーを押すことによりそのまま処理を続行すること 
ができます。 



も5—度 〈 R > を選択する場合は、必ずエラーが発生したディスクに対して処 
理を行つてください。ディスクを他のものに差しかえると、そのディスクが破壊 
される恐れがあります。 


それでもエラーメッセージが出るようであれば、処理を中止し、 MS - DOS の 
プロンプト表示状態にもどって、じっくりと原因と対策を考えます。そのために 
は、キーを押します。この場合、メッセージが出されたときに実行中だった 
処理の結果は保証されません。 

ファイルの読み書き中にこのメッセージが表示された場合、いくつかのファイ 
ルは使用できなくなっている可能性が非常に高いと考えられます。 
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巳. 2 ファイルが壊れている場合の対処方法 


B .2 ファイルが壊れている場合の対処方法 


参照： RECOVER コ 

マンド「ユーザーズ 
リファレンスマニユア 

ル」 （別売） 


前述のような状況や、 CHKDSK コマンドでエラーメッセージが表示された場 
合ディスクのいくつかのファイルは使用不可能になっていることが考えられま 
す。このような場合は、問題のあるファイルを突き止めるとともに他の正常なフ 
ァイルのバックアップコピーを作成します0 

この場合は、 COPY コマンドを使って、問題のディスク上のファイルを1つ 
ずつ、 他の ディスクに コピーして ください。 コピー 中に エラーの 発生したファイ 
ルが問題のファイルです。 コピーできる ファイルをすべて コピーしたら、 re ¬ 
cover コマン ドによって、問題のファイルの修正を試みます。 

問題のファイルがワープロの文書のような文字だけのファイルの場合は、内容 
が一部欠落したり順序が入れ換わった状態に修復される可能性があります（この 
ファイルも他のディスクにコピーします）。問題のファイルがプログラムなどの 
ファイルの場合は、残念ながら修復はほとんど不可能でしよう。 



デバイスエラーメッセージが 出た場合は、使用中の ディスクに なんらかの問題 
があるものと考えられます。被害が大きくならないうちに早くフ ァイルのバック 
アップを とり（このようなときは、 エラーを 無視しても コピーを 取る必要がある 
ので、 v r を 用います）、問題の発生した ディスクは 使用しないようにする方がよ 
いでしよう。 

なお、使用をやめたディスクは、すぐ捨てずに、もう一度 フォーマットし 直し 
てみ ることをおすすめします。磁石によるダメージは問題なく回復します。ただ 
し、 フォーマットしても、 すぐにまた エラーが 発生するようであれば、そのデイ 
スクは廃棄したほうよいでしよう。 
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付録巳エラーメッセージと対処方法 


B .3 メッセージとその対策 


ここでは、比較的よく表示されるデバイ スエラ ーメッ セージと 一般 エラー メ 、 v 
セージについて、 原因（籲印）と対策 （〇 印）を説明します。説明は、 アルファ 
ベット順と五十音順で掲載されて います。 この他のメッ セ^ージについ ては 『ユ 
ー ザ ーズリフ アレンスマニュアル』（別売）を参照して ください。 


〇で除算をしました. 


•実行しようとしたコマンドの プログラム 内部の エラーでナ 
0コマンドの実行は自動的に中止され、 MS - DOS にもどります。コマンドや、 
アプリケーションプログラム 自体に問題があるので、 プログラム の修正が必要 
です。 


COMMAND . COM が見つかりません. 

•システムディスクに、 COMMAND.COM ファイルがありません。または、 
CONFIG . SYS ファイル中の SHELL コマンドで指定したパス位置と、実際 
に COMMAND . COM ファイルの存在しているディレクトリ位置が違ってい 
ます。 

〇 他のシステムディスクで MS-DOS を起動しなおした後に、 エラー メ ッセージ 
の出たシステムディスクに COMMAND . COM ファイルがなければ、これを 
コピーします。 

なお、この エラーメッセージは、 CONFIG .SYS ファイルの SHELL コマン 
ドで指定されたパスの位置が、実際に COMMAND . COM ファイルの存在し 
ているティレクトリと違っている場合にも表示されます。このときは 、 CON 
FIG.SYS ファイルを修正するか、 SHELL コマンドで指定したパス位置のデ 
ィレクトリに COMMAND . COM をコ ピーし ます。 SHELL コマンドについ 
ては、 『ユーザーズ リファレンス マニュアル』 を參照して く ださい。 

COMMAND . COM のバージヨンが違います. 

COMMAND . COM の入っているディスクをカレントドライブに挿入してください. 

どれかキーを押してください. 

• メモリの大部分を使用するプログラムを実行した場合、 MS - D 0 S は com 
MAND . COM ファイルをロードし直します。このとき、 COMMAND . 
COM ファイルが見つからないか、または別の バージ ヨンのシステムディスク 
の COMMAND . COM を入れた場合に表示されます。 

MS-DOS を起動したときと同じシステムディスクをカレントドライブに入 
れ、どれかのキーを押してください。またはシステムディスクをドライブに入 
れ、リセットを押して再起動させます。 


156 
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CONFIG . SYS に無効なコマンドかパラメータがあります. 

• CONFIG . SYS ファイルの中で、正しくないコマンドが使われています0 

〇 CONFIG . SYS ファイルを確認して、 コマン ドの綴や CONFIG . SYS ファイ 
ルでは利用できない コマン ドが入っていないか調べます。正しい コマンドとコ 
マンドの 書式については、「6.4 システムファイルの仕組み」または『ユーザ 
—ズリファレンスマニュアル』を参照してください0 

□ OS のバージョンが違います. 

•現在の MS—DOS のバージョンと、コマンドやアプリケーションプログラムを 
実行するための MS-DOS のバージョンが一致していません。 

〇 コマンドやアプリケーションによっては、 MS—DOS の特定のバージョンでな 
ければ動作しないものがあります。実行しようとするコマンド、アプリケーシ 
ョンの対応バージョンを確認し、正しいバージョンの MS-DOS で実行しなお 
してください。 



書き込みができません。〈書込み中〉〈デバイス名〉 

中止 〈 A >、 も5—度 〈 R 〉、 無視〈1〉7 

•表示されたデバイス（通常はディスクドライブ）にデータを書き込むことがで 
きません。 

〇 ディスクが正しく入っているかを確かめ、、、: R " を選んでください。もし、同じ 
メッセージが表示されるならば、、、八"を選びます。前項「重要なエラーメッ 
セージ」で説明されている処理を試みます。 

書き込み禁止です。〈書込み中〉〈デバイス名〉 

中止 < A 〉、 も5—度 〈 R 〉、 無視〈1>7 

籲ライトプロテクト（書き込み禁止）が施されているディスクに対して、書き込 
みを行いました。 

〇 ライトプロテクトをはずし、、、: R " を押します。ただし、プロテクトの施されて 
いる理由を考え、本当にデータを書き込んでよいのかどうか確認してから行っ 
てください。 

このディスクは使えません。ぐ読取り中バデバイス名〉 

中止 < A 〉、 もろ一度 〈 R 〉、 無視〈1>9 

#デバイスが MS - DOS 用にフォーマットされていません。 

〇 まず、 、、 A " を押して MS - DOS にもどってください。つぎに RECOVER コマ 
ンドを実行してみます。 RECOVER コマンドを実行しても解決しない場合 
は、そのディスクは、フォーマットされていないか、 MS - DOS 以外で（たと 
えば DISK - BASIC ) でフォーマットされています0 FORMAT コマンドで 
ディスクをフォーマットし直してください。ただし、フォーマットを行うと、 
ディスク上のファイルはすべて消去されます。 
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付録巳エラーメッセージと対処方法 


このディスクはシステムディスクとしては使えません. 

籲ディスク上の、システムファイルを書き込む特定の場所が不良です。 

〇 このディスタはデータ用としてのみ使用可能です。 

コピーすることはできません. 

• COPY コマンドで指定した、コピー元ファイル名とコピー先ファイル名が同 
じです。たとえば、 

COPY file 1 file 1 

を実行すると、このエラーが表示されます。 

〇 同じディレクトリ内で、同名のファイルを作成することはできません。ファイ 
ル名を変えて、コピーし直してください。 

コピー前に送り側の内容が失われました. 

•複写元ファイルが、コピーの完了する前に重ね書きされてしまいました。 たと 
えば、次のコマンドでは、コピーの終わる前に bbb ファイルの内容が破壊さ 
れてしまいます。 


COPY aaa + bbb bbb 


u 複写元ファイルは、ふつう壊されることがないのですが、上記のような例で 
は、例外的に破壊されます。内容の失われたファイルを復旧することはできま 
せん。以後、 COPY コマンドの書式には十分注意してください。また、 この 
ようなときのためにも、バックアップを作るようにしてください。 

コマンドまたはファイル名が違います. 

•指定した コマン ドまたは アプリケーションプログラムが 見つかりません。 コマ 
ンド名やファイル名をまちがえたか、ファイルがディスクに存在して いない 
か、パス （ PATH ) の設定が正しくありません。 

〇ファイル名をまちがえていたら、正しく入力し直します。パスが設定されてい 
ない場合は、パスを設定するか、ファイル名にパス名をつけるか、カレントデ 
ィレクトリ中に目的のコマンドファイルがなくてはなりません。パスが設定さ 
れているときは、カレントディレクトリ中、または設定パスのディレクトリの 
いずれかの中に目的のコマンドファイルがなくてはなりません。パスを 
PATH コマンドで調べ、正し t ゝ状態でコマンドを使うようにしてください。 
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セクタが見つかりません。〈書込み中/読込み中〉〈ドライブ名〉 

中止 〈 A >、 もう一度 < R >、 無視〈1〉7 

•使用しているディスクに欠陥があるか、ディスクがフォーマットされていない 
ため、そのディスクに正しくアクセス（読み書き）できません。 

) ディスクをいったん取り出し、もう一度セットし直してから、 、、 R 〃を押して、 
再試行を試みます。それでもエラーが発生する場合は、前項「重要なエラーメ 
ッ セージ」の処理を試みます。エラーの起こったディスクはフォーマットし直 
してみてください。 

データエラーです。〈書込み中/読込み中〉〈ドライブ名〉 

中止 〈 A 〉、 も*3—度 〈 R 〉、 無視〈 I 〉 1 ? 

❿使用しているファイルやディスクに欠陥があるため、正しくデータを読み込む 
ことができませんでした。 

ディスクをいったん取り出し、もう一度セットし直してから、 、' R 〃を押して何 
度か再試行を試みます。それでもエラーが出るようであれば、 、、 A " を押して処 
理を中止し MS - DOS にもどり、前項「重要なエラーメッセージ」の処理を試 
みます。エラーの起こったディスクは、フォーマットし直してください。 



ディスクがいっぱいです. 

#ディスタの容量がいっぱいです。指定されたコマンドを行うための空きがあり 
ません。 

ディスク中の不用なファイルを消去するか、別のディスクを使用してくださ 


ディスクの種別が同じでなければなりません. 

#DISKCOPY を実行するには、2枚のディスクは同じ容量でなければいけませ 
ん。たとえば、2 DD ディスクから2 HD ディスクへの DISKCOPY はできま 
せん。 

複写元のディスクと同じ容量のディスクを用いるか、 COPY コマンドでファ 
イルごとにコピーしてください。ただし、8インチ 2 D ディスクと5インチ2 
HD とは、互いに DISKCOPY が可能です。 

ディレクトリの指定が違います. 

•指定したディレクトリが存在しないか、または不良です。 

入力したディレクトリ名を調べ、正しいディレクトリ名を入力してください0 

ディレクトリは作成できません. 

•指定したディレクトリが作成できません0指定した名前がすでにファイル名と 
して使われているか、またはディスクがレゝっぱいです。 

DIR コマンドでカレントディレクトリを調べ、違うディレクトリ名を指定し 
ます。ディスクの容量がいっぱいのときは、不要なファイルを消去するか、別 
のディスクを使用してください。 


159 




付録巳エラーメッセージと対処方法 


ドライブの準備がで吉ていません。〈書込み中/読込み中〉 

中止 〈 A >、 も5—度 〈 R >、 無視〈|>7 

• メッセージに表示されたディスクドライブは、準備ができていません。 

〇 ディスクが正しくドライブに入っていない場合は、きちんと入れ直します。ま 
た、ドライブの蓋が開いている場合は、閉じてください。それから' 、 R " を選び 
ます。 

トラック0が不良です。このディスクは使えません. 

• MS - DOS 用にフォーマット（初期化）できない重要な欠陥があります。 

J このディスクは、 MS - DOS では使用できません。他のディスクを使ってくだ 
さい。 

パスの指定が違うか、ディレクトリでないかまたはディレクトリが空ではありません. 

•ディレクトリ名の綴りが違うか、ディレクトリ中にまだファイルやサブディレ 
クトリが残っています。 

〇 消去しようとしたディレクトリの パス 名を正しく指定してください。また、デ 
ィレクトリに''."および、、..’’以外のファイルやディレクトリがあると、そのデ 
ィレクトリは消去できませんので、ファイルやディレクトリをすベて消去して 
から、 RMDIR コマンドを実行してください。 

パスまたはファイル名が違います. 

•指定したパス名またはファイル名にまちがいがあります。 

〇 パス名またはファイル名を正しく指定してください。 


バッチ処理を中止しますか〈丫/|\1〉7 

•バッチファイルを実行中に ICTRLl + f ^ l キーを押した場合に表示されます。 
〇バッチ処理を中止する場合は ( Yes ) を、続行する場合は f ^ l ( No ) を押 
してください。いずれの場合も 、 [cTRLl + f 51 キーを押したときに実行中だっ 
たコマンドの処理結果は保証されません。 

バッチファイルのあるディスクをドライブに差し込み、どれかキーを押してください. 

•指定したバッチフアイルの入っているディスクがドライブにありません。バッ 
チ処理の進行中、ディスクを入れ換えたりすると、このメッセージが表示され 
ます。 

〇バッチファイルの入っているディスクを指定したドライブに挿入し直してか 
ら、どれか キー （スペース キー や@ キーな ど）を} f してください。 

パラメータの数が違います. 

•指定したパラメータ（引き数）の個数がまちがっています。 

〇 コマン ドの書式を調べ、正しいパラメータを指定してください。 
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巳. 3 メッセージとその対策 


パラメータの指定が違います. 

•指定したパラメータ（引き数）の書き方がまちがつています。 

〇 コマン ドの書式を調べ、正しいパラメータを指定してください。 


日付の指定が違います. 

• MS - DOS 起動時、または DATE コマンド実行時に、入力した日付の形式や 
数字にまちがいがあります。 

〇 正しい形式で、日付を入力しなおしてください。 

ファイルアロケーションテーブルが不良です. 

參ディスクが正しくフォーマットされていません。または、ディスクが MS - 
DOS ではないオペレーティングシステムのものです。 

〇 RECOVER コマンドを実行してディスクを修復してください。 



ファイルが見つかりません. 

參指定したファイルが見つかりません0 

〇 指定されたディレクトリ内にファイルが存在しているかどうか、またはファイ 
ル名が正確かどうかを調べてください0 

ファイル名が重複しているか、またはファイルが見つかりません. 

•指定したファイルが見つからないか、またはすでに存在しています。 

〇 指定されたディレクトリ内にファイルが存在しているかどうか、またはファイ 
ル名の綴を調べてください0 

プログラムが大きすぎてメモリに入りません. 

❿コマンドまたはアプリケーションの実行に必要なメモリ轉量が不足していま 

す。 

〇 メモリの増設が必要です。ただし、 MS - DOS を再起動することにより。その 
まま実行できることもあります。 


文法が違います. 

籲入力したコマンドの書式がまちがっています。 

〇 コマンドの書式が正しいかどうか調べてください0 

メモリが不足です. 

#コマンドまたはアプリケーションの実行に必要なメモリ容量が不足していま 
す。 

〇 メモリの増設が必要です。ただし、 MS - DOS を再起動することにより、その 
まま実行できることもあります。 


161 




付録巳エラーメッセージと対処方法 


メモリのアロケーションエラーです. 

COMMAND . COM をロードできません. 

籲システムディスク中のシステムファイルに問題があります。または、不良なコ 
マンドを実行しています。 

) システムディスクが壊れています。バックアップディスクから、新しいシステ 
ムディスクを作成して、 MS - DOS を起動し直してください。 

読み取りができません。〈デバイス名〉〈読込み中〉 

中止 < A >、 も5—度 〈 R >、 無視<|>7 

•表示されたディスクまたはデバイスからデータを読み取ることができません。 
ディスクが正しく入っているかどうか確かめ、 、、 R " を押してください。もし、 
同じメッセージが表示されるならば、前項「重要なエラーメッセージ」の処理 
を試みます。 
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付録 


C 

用語集 [ 


ここでは、本書を使われている、コンピュータ関係、特に MS - DOS に関係す 
る用語をアルファベットと五十音順にまとめて解説します。 

本文中の''->半角文字"のような表記は、用語集の中で関係する事項が解説され 
ている箇所を示しています。 

1バイトコード文字 

コンピュータでは、すべての文字は''コード"に変換されて処理される。、'1パ 
イトコード文字〃はコードに変換したときに1バイトの情報量で表される文字。 
キーボードから普通に入力した文字が、1バイトコード文字である。—半角文字 

2バイトコード文字 

コードに変換したときに2バイトの情報量で表される文字。日本語入力機能に 
よって入力した文字（漢字、ひらがななど）は、2バイトコード文字である。— 
全角文字 

BASIC 

''Beginners All purpose Symbolic Instruction Code " の略。学びやすく 使 
いやすいプログラミング言語として、広く使われている。 



数字 


C 言語 

プログラミング言語のひとつ。 0 S などのシステムソフトウェア開発に適す 
る。 C で書かれたプログラムは、他の機種でも動作させることが容易なため、い 
ろいろなソフトウェアの開発に広く用いられている。 

CPU 

''Central Processing Unit " の略。命令を実行するのに必要な回路を持った、 
コンピュータの部品の1つ。システム全体のコント ロール やデータの計算、比 
較、判断などの処理を行う。コンピュータの心臓部である。 

RAM 

NV Random Access Memory 〃の略。コンピュータのデータやプログラムなど 
を記録しておく部分。 RAM には自由に情報を読み書きすることができるが、一 
般に電源が切断されるとその内容は消去してしまう。 — ROM 、 メモリ 
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RAM ディスク 

RAM の一部をディスクドライブと同じように使えるようにしたもの 。 RAM 
ディスクは、システム構築ファイル（ファイル名 '' CONFIG . SYS 〃） 内に 
RAM ディスクドライバ（ファイル名、' RAMDISK . SYS ") を組み込むことに 
よって、利用することができる。 

ROM 

''Read Only Memory " の略。コンピュータの部品の1つで、データやプログ 
ラムなどを記録しておく部分。 ROM はあらかじめ情報が書き込まれている。読 
み出し専用のメモリ0電源を切ってもその内容は失われない0 — RAM 、 メモリ 

闩 S -232 C 

コンピュータと外部装置をつなぐインターフェイスの規格の名称。パーソナル 
コンピュータの外部インターフヱイスの標準規格として広く採用されており、通 
信や、各種装置の制御に用いられる。これに従ったマウス、モデムなどが多く出 
回っている。—インターフェイス 

アクセス（読み書き） 

情報のやりとりをすること。特に、コンピュータと周辺機器の間で、データの 
やりとりをすること。たとえば、、、ディスクにアクセスする"とは、ディスクに対 
して書き込み/読み込みの操作を行うことを意味する。 

アプリケーション 

ある特定の仕事をするために開発されたソフトウェアのこと。ワードプロセッ 
サや表計算、ゲームなどのソフトウェアは、すべてアプリケーションである。ア 
プリケーションは、通常フロッピィディスクで供給される。 

インターフェイス 

システムとシステムの連結部分。特に、コンピュータと周辺装置の連結部分 
で、接続装置と、それを制御するソフトウェアを含めたものを指す。たとえば、 
''プリンタインターフェイス"とは、コンピュータ本体とプリンタをつなぐ回路や 
コネクタなどと、プリンタを制御するプログラムを指す。 


エディタ 

コンピュータで、テキスト（文章）ファイルを作成するためのプログラム。文 
字または文章の追加、移動、削除などを行ってテキストを編集し、できあがった 
テキストをファイルとしてディスクに書き込み/読み出す、といった機能を持 
つ。 エディタには、行番号を指定しながら編集を進めるラインエディタと、画面 
全体の任意の文字の編集ができるスクリーンエディタがある。 

MS-DOS に標準で備えられている'、 EDLIN " はラインエディタ、 '' SEDIT " 
はスクリーンエディタである。 





付録 C 用語集 


親ディレクトリ 

階層ディレクトリ構造で、あるディレクトリが登録されている、1階層上のデ 
ィレクトリのこと。たとえば、 、 X ¥ ETC " の親ディレクトリは、ルートディレク 
トリ （¥) である。 MS — DOS では、カレントディレクトリの親ディレクトリを 
'•"で表すことができる。階層ディレクトリ構造 



階層ディレクト 1 J 構造 

ファイルを整理して登録、管理するための機能の1つ。ファイルの登録簿であ 
るディレクトリを複数もつことによって、ファイルを分類して管理することがで 
きる。 

MS - DOS では、複数のディレクトリがビルのような階層を形作る。このた 
め、こうしたデイレクトリ構造を、'階層ディレクトリ構造"と呼ぶ。 — ディレクト 


外部コマンド 

普段は、プログラムファイルの形でディスクに収められており、必要に応じて 
メモリに読み込まれて実行されるコマンド。外部コマンドのプログラムファイル 
には、、'. COM "'、. EXE " という拡張子が付いている。—内部コマンド 


拡張子 

ファイル名の一部。ファイル名に拡張子を付ける場合は、ファイル名本体との 
間をピリオド （•） で区切って3文字以内の拡張子を続ける。拡張子はファイル 
を判断するのに使用されることが多い。たとえば、テキストファイルならば、、、. 
TXT 〃、 BASIC のファイルならば' BAS " のように使用する。また、ほとん 
どのアプリケーションソフトでは作成したファイルに独自の拡張子を付ける。 

カレントディレクトリ 

MS - DOS が現在注目しているディレクトリのこと。特にディレクトリ指定を 
行わなければ、 MS - DOS はカレントディレクトリを参照する。 

カレントドライブ 

MS - DOS が現在注目しているドライブのこと。特にドライブ指定を行わなけ 
れば、 MS - DOS はカレントドライブのディスクを参照する。カレントドライブ 
はプロンプトに表示される。たとえば、プロンプトが、、 B > 〃ならば、カレント ド 
ライブは〃である。 

間接入力 

日本語入力で、まずガイドライン上で文字の入力•変換を行った後、画面上の 
カーソル位置に確定した文字列を移す方法。入力方法には、この他に直接入力が 
ある。直接入力 
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記憶密度 

フロッピィディスクなどの記憶容量を決める要素のひとつ。単密度 
(1 D ) 、倍密度 （2 DD ) 、高密度 （2 HD ) などの種類がある。ディスクの 
言己憶容量は、記憶密度の他に、ディスクサイズ （5 インチ、8インチなど）と記 
憶形態（片面、両面など）によって決定される。 

言語ソフトウェア 

プログラムの開発に用いるソフトウェア。定まった文法に従って書かれたテキ 
ストファイルから、 CPU で実行できるファイルを作成する。 BASIC 、 C 、 FO ¬ 
RTRAN など、 用途によっていろいろな種類がある。ユーザーは、これらのソ 
フトウエアを利用して、独自のプログラムを作成することができる。 


互換性 

互いに換えて使える性質のこと。たとえば、ある機種で使えるプログラムが、 
違う機種でも利用できる場合、このプログラムには互換性があると言う。 


固定ディスク 

ディスク装置の1種類。フロッピィディスクのような、柔らかいシートではな 
く、堅い金属の円盤にデータを記録する。一般にフロッピィディスクのようにデ 
ィスクを交換できるものに対しディスクを交換できないのでこう呼ばれる。固定 
ディスクはフロッピィディスクよりもアクセスする時間が短く、多くの情報を蓄 
えることができる。ハードディスクとも呼ばれる。 



コマンドプロセッサ 

OS を構成するソフトウェアの1つで、入力されたコマンドを解釈して、実行 
する機能を持つもの。 MS - DOS のコマンドプロセッサは、、' COMMAND . 
COM " である。 


コマンド検索パス 

MS - DOS が コマン ドを捜すディレクトリをあらかじめ指定したもの。 コマン 
ド 検索 パスの 設定は 、 PATH コマンド によって行う。 


コンソール 

コンピュータや他の装置に対して指令を与えたり、コンピュータ内部の状態を 
表示されたりすることのできる装置。具体的には、キーボードとディスプレイを 
指す。デバイスファイル名は'' CON "。 

コントロールキー 

コントロールキーはシフトキーな どと同じように、この キーを 押しながら他の 
キーを 同時に押すことにより使用するもので、特別な動作（たとえば、 コマンド 
の中止やプリンタへの出力など） を 行うときに用いる。本書では コントロールキ 
一を 、 &TRlJ キーと 表記している。 
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サブデイレクトリ 


ルートデイレクトリ以外のデイレクトリ。ファイルを整理して管理するために 
用いる。サブディレクトリは、目的に応じてユーザーが作ることができる。 


辞書ファイル 

日本語入力に必要な、漢字や熟語などの語句を収めた ファイル。 日本語入力機 
能は、この辞書を用いながら、入力された読みがなを漢字などへ変換す る。シス 
テム ディスクに 用意され ている 辞書 ファイルは、、' NECAI . SYS 'ハ、 NECDIC . 
SYS " である。 


システムディスク 

0 S など、コンピュータの管理機能を持ったソフトウェアの入ったディスク。 
特に、システムを起動できるディスクを指す。 


システムファイル 

0 S の中核となるファイル。 MS - DOS のシステムファイルは、、、10 . SYS "、 
" MSDOS . SYS "、'' COMMAND . COM " の3つである。 

システム構築ファイル 

MS - DOS で、デバイスドライバの組み込みや、動作などの環境を設定するフ 
ァイル。ファイル名は 、' CONFIG . SYS " である。 CONFIG . SYS 内に、必要な 
情報を書き込むことにより、自分の環境を変更できる。 

実行可能ファイル 

ファイル名を入力する（拡張子は省略できる）ことにより、実行できるファイ 
ルのこと0 MS - DOS の実行可能ファイルは拡張子が、、、. COM "、、. EXE "、、. 
BAT " のいずれかである。 

周辺装置 

コンピュータ本体以外の裝置のことで、、、デバイス"とも呼ばれる。具体的に 
は、プリンタやディスクドライブ、ディスプレイなどを指す。 MS - DOS では、 
周辺装置をファイルとして扱うことができるようになって いる （デバイスファイ 
ル ） 。 

書式 

命令の書き方に関する規則。コマンドごとに、決められた書式がある。 

セーブ 

コンピュータの内部記憶装置（メモリ）のデータを、ディスクなどの外部記憶、 
装置に記録すること。—口ー ド 
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全角文字 

漢字、ひらがななど、通常入力文字（半角文字）の倍の幅で表示される文字の 
こと。全角文字はすべて2バイトコード文字である。 — 半角文字、2バイトコー 
ド文字 

直接入力 

日本語入力で、画面上のカーソル位置に文字を入力し、そこで変換•確定する 
方法。—間接入力 

ディレクトリ 

ディスクにセーブされているファイル名の一覧のこと。ディレクトリは、ファ 
イル名とその大きさ、および作成（または最後に変更）した日時などの情報を含 
んでいる。 MS-DOS では、このディレクトリを木（ツリー）状に重ねて階層デ 
ィレクトリ構造として、ファイルの効率的な管理を助けている0 

ディレクトリ名 

ディレクトリに付ける名前。ルートディレクトリ以外のサブディレクトリに 
は、 すべて ディレクトリ名が必要である。名前の付け方は、ファイル名の場合と 
同じであるが、拡張子は付けないことが多い。 

テキストファイル 

人間が読める文字だけで構成されているファイルで、文字ファイル、テキスト 
ファイルなどとも呼ばれる0コンピュータでは、すべての文字が、、コード"に変換 
されて処理される。この変換方法、すなわちどの文字をどのコードに変換するか 
を定めた規格のひとつが、 ASCII ( American Standard Code for In 
formation Interchange :情報交換用米国基準コード）である。 ASCII に従つ 
て作られたファイルのことを、 アスキー フアイルという。 


デバイス 

―周辺装置 

デバイスドライバ 

デバイス（周辺装置）の制御のために用意されているファイルのこと。たとえ 
ば、マウス制御ファイル（マウスドライバ）は、 '' MOUSE . SYS " である0 

デバイスファイル名 

MS - DOS では、デバイス（周辺装置）をファイルとして扱うことができるよ 
うになっており、それぞれにファイル名（デバイスファイル名）が用意されてい 
る。デバイスファイル名には、 '' AUX "、' COM "'、 PRNT '' NUL "'' CLOCK " など 
があり、これらの名前をディスクファイルに用いることはできない。 


付録 C 
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テンプレート 

キーボー ドから入力された データを 記憶しておく バッファ （一時的に データを 
保持しておく記憶領域）の名称。テンプレートの データは、 簡単なキー操作で 
コマンド行に呼び出すことができ、この機能を、、テンプレート機能，，と呼ぶ。テン 
プレート機能を利用すると、コマンドの入力の手間が軽減される。 


ドラィブ名 

ディスクドライブ1台1台を指定するための名前。 MS-DOS では、ドライブ 
名をそのドライブを表すアルファベット1文字とコロン （ ： ） で表現する。ドラ 
イブ名は、 MS-DOS に參照されるドライブを指定するもので、省略するとカレ 
ントドライブが参照される。 


な行 


内部コマンド 

常にメモリに存在しており、 MS-DOS のプロンプトが表示されていれば、い 
つでも実行することができる コマンド。 COMMAND. COM 内にある。 — 外部 

コマンド 


ネツトワーク機能 

複数のコンピュータシステムを連結して情報をやり取り する 機能。 コン ピュー 
夕間の通信や、プリンタ、固定ディスクなどの周辺装置の共有を行うことができ 
る。 


は行 


八ィト 

コンピュータが扱うことができる情報単位。1バイトは、8ビットからなる。 
ファイルの大きさ、ディスクに記憶できるデータの量。本体のメモリの量などを 
表すのに用いる。たとえば、アルファベット1文字を記憶するには、1バイト分 
のメモリを必要とし、漢字1文字の場合は、2バイトを必要とする。 

数値が非常に大きくなる場合は、 K (キロ）、 M (メガ）の記号を用いて表 
す。この場合 1K バイトは1024バイト、1 M バイトは1024 K バイトである。た 
とえば、、、: LM バイト"ディスクには、アルファべットで約100万文字（漢字なら 
50万文字）の情報を記憶できる。 — ビット 


バイナリファイル 

内容が機械語 （2 進数）であるプログラムや、データなどが収められてぃるフ 
ァイル0テキスト（文章）ファイルと異なり、内容を画面に表示して直接読むこ 
とはできない。 一> テキストファイル 


パイプ機能 

あるコマンドの出力（実行結果）を、自動的に、次のコマンドの入力とする 
MS-DOS の機能。コマンドからコマンドへデータを受渡しする際に、いちいち 
出力を収めるファイルを作成する必要がなくなる。パイプ機能を利用するとき 
は、2つのコマンドの間に、縦線 （ | ) を入れる。、、フィルタ"と呼ぶ処理けこ 
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のパイプ機能を利用して行う。—フィルタ 

八ックアップ 

予測できない事故に備えた、予備のシステム。特にディスクやファイルが突然 
使用できなくなる事故に備えて、他のディスクなどに複製を作ること、またはそ 
の複製。 

パス 

階層ディレクトリ構造で、あるディレクトリから、ディレクトリのつながりを 
伝って、他のディレクトリに達するまでの経路0ルートディレクトリからの経路 
を絶対パス、カレントディレクトリからの経路を相対パスと呼ぶ0 


パス名 

階層ディレクトリ構造で、ルートディレクトリまたはカレントディレクトリか 
ら、目的のディレクトリを指定する名前0基点となるディレクトリから、目的の 
ディレクトリに達するまでの道順を、途中で通過するディレクトリ名を¥記号で 
区切りながら並べる0基点がルートディレクトリの場合は絶対パスと呼び、¥記 
号で始まる0基点がカレントディレクトリの場合は相対パスと呼び、ディレクト 
リ名から始まる0 —階層ディレクトリ構造 



バッチ処理 

一連の処理を一括して自動的に処理する方法。一定の順序で同じコマンドを何 
回も繰り返すことが多い処理（たとえば、プログラム開発や、特定のファイルの 
コピー）に利用すると、個々のコマンドを毎回キーボードから入力する手間がな 
くなる。あらかじめ、処理の手順を記したバッチファイルを用意しておく。4バ 
ツチファイル 


バッチファイル 

バッチ処理の手順を記したファイル。連続して実行したい、複数のコマンドを 
収めておくと、 MS - DOS は、このファイルの中のコマンドを次々に実行する0 
拡張子には必ず、、. BAT " を付ける。 '' AUTOEXEC . BAT " という名前のバッチ 
ファイルは、 MS - DOS の起動時に自動的に実行される。 

八ードコピー 

一般に、プリンタで出力（印字、印刷）したもの、または出力すること。特 
に、 IcopyI キーで、画面の様子を出力したもの。画面表示のように消えること 
がないので、この名称がある。 
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半角文字 

漢字やひらがななどの全角文字に対し、その半分の幅で表示される文字。半角 
文字には、1文字記憶するのに、メモリを1バイト必要とするもの （1 バイトコ 
ード文字）と、2バイト必要とするもの （2 バイトコード文字）がある。キーボ 
ードから普通に入力した、アルファベット、数字、記号、カナ文字は、1バイト 
コードの半角文字である。2バイトコードの半角文字は、漢字やひらがなと同様 
に、日本語入力機能を利用して入力する。—全角文字、1バイトコード文字、2 
バイトコ ー ド文字 

ビット 

々Binary Digit" の略。2進数の1桁で、コンピュータが扱う情報の最小単 
位。1ビットで'' 0" と、、 1" の、2 つの 状態を表現できる。 

表計算ソフトウェア 

表の形式を利用して、計算などの処理をするソフトウェア。各種の統計、集計 
計算に適してぃる。画面には、集計用紙のような、縦横の枠が用意され、枠の中 
に数字、文字、計算式を入れるだけで、縦横の合計や平均などを容易に求めるこ 
とができる。見積計算、売上計算、住所録など、表の形式を利用した多くの処理 
に応用することができる。 


ファイル 

関連した情報の集まり。特に、ディスクに保存されるひとまとまりの情報。コ 
ンピュータは、1つのプログラム、ワープロで作成した1つの文書、ひとまとま 
りのデータなどを、それぞれ1つのファイルとして取り扱う。また、 MS-DOS 
では、プリンタやディスプレイ画面などの装置もディスクのファイルと同様に操 
作できるようにして、操作性を高めている。 


ファイル名 


ファイルごとに付けた名前。ファイルの中の情報は、このファイル名で指定し 
て、操作する。 

MS-DOS で用いるファイル名は、主ファイル名 （8 文字まで）と、拡張子 
(3 文字まで）の組み合わせで表す。拡張子は、省略することができるが、用い 
る場合は、主ファイル名との区切りにピリオド （•） を必ずつける。あるファイ 
ルと他のファイルを区別するため、ファイル名は重複してはいけない。ファイル 
名に、ドライブ名や、パス名を付けたものも、広い意味でファイル名と呼ぶ。 


ファイル名拡張子 

-拡張子 


付録 C 用語集 


フィルタ 

標準入力からのデータを加工して、標準出力に出力するコマンド。パイプ機能 
によって、他のコマンドと組み合わせて用いることが多く、あるコマンドの出力 
を加工して、再び出力する働きから、この名称がある。 MS - DOS では、入力を 
アルファべット順に並び替えて出力する SORT コマンド、入力を1画面ごとに 
区切って出力する MORE コマンド、入力の中から指定した文字列だけを出力す 
る FIND コマンドが用意されている0 

プログラム言語 

—言語ソフトウェア 

プロンブト 

コンピュータがューザーに入力を要求していることを示すために表示する記号 
などを指す。プロンプトが表示されているとき、ューザーはコマンドを入力する 
ことができる0 MS - DOS のプロンプトは、ふつうカレントドライブを示す文字 
( A 、 B など）と、、〉，'記号で表示される0その他、コマンドがプロンプトを用意し 
ている場合もあり、たとえばラインエディタ EDLIN のプロンプトは''*"記号で 
表示される。 

補助入出力装置 

RS — 232 C インターフェイスによるデータ入出力装置のこと。デバイスフアイ 
ル名は'、 AUX " である。 — RS -232 C 

ボリュームラベル 

ディスクにつけられた名前のこと。ボリュームラベルは、ディスクのフォーマ 
ット時 （ FORMAT コマンド）、または LABEL コマンドで付けることができ 
る。ボリュームラベルに付けられる文字数は、半角文字 （1 バイトコード文字） 
で11文字以内である。 

ボーレート 

ボーレート （ BPS ) は、1秒間に転送できるデータのビット量を表す単位。 
たとえば、ボーレートが1200 BPS ならば、1秒間に1200ビットのデータを送る 
ことができる。 

マイクロプロセッサ 

-CPU 

マウス 

コンピュータの周辺装置（入力装置）の1つ。位置の情報を入力するのに向い 
ている。形がねずみに似ていることからこの名前がついた。 





付録 C 用語集 


メモリ 

コンピュータ内部の記憶装置。実際の作業に必要なプログラムやデータは、い 
つたんこのメモリに読み込まれてから使用される。メモリには 、 ''ROM (読み 
出し専用メモリ）と 、' RAM (書き込み可能なメモリ）"の2 種類が あるが、 単 
に、、メモリ"という場合には、 RAM のことを指している場合が多い。 — RAM 、 

ROM 



ユーティ 1 J ティソフトウェア 

ファイル変換プログラムやプリンタ出カプログラムのように、 OS やプログラ 
ミング言語の働きを助けるような補助プログラムの総称。単に、、ユーティリティ" 
とも言う0 MS - DOS に用意されているユーティリティには 、 、、FC (ファイル J ： 匕 
較ユーティリティ），ハ 、 DICM (辞書ファイル保守ユーティリティ）"などがあ 
る。 



リダイレクト機能 

通常のコマンド入出力先（キーボードとディスプレイ）を他のファイルに切り 
換える機能。 MS - DOS では、周辺装置をファイルとして扱っているので、リダ 
イレクト機能によって便利な操作が行える。たとえば、 DIR コマンドの出力先 
をディスクファイルやプリンタに切り換えることによって、結果をそのままファ 
イルに収めたり、プリントアウトする、といった操作が自在に行える。 


ルートディレクトリ 

MS - DOS で用いるすべてのディスクが、必ず最初から持っているディレクト 
リ（ディスクの 内容一覧） 0 階層 ディレクトリ構造の元となるディレクトリで、 
、'¥"記号で表される。ルートディレクトリ以外のディレクトリは、すべて サブ デ 
イレクトリである。 


口ード 

ディスクなどの外部記憶装置に記録されたデータやプログラムをコンピュータ 
内部のメモリに読み込むこと。 — セーブ 


わ行 


ワイルドカード 

フアイル名を構成する文字の代わりに用いる一種の代用文字で、、、*"と、'?"の 
2種類がある。、'?"は任意の1文字を、'、*〃はあらゆる文字列を表す。ワイルド 
カード文字を用いると、複数のファイル名を簡単に指定することができる。 
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付録 


D 

MS - DOS コマンドー覧 「 


ここでは、 MS — DOS システムディスクで提供されている、すべての MS - 
DOS コマンドの入力の規則と書式をまとめたものです。本書で解説したコマン 
ドは、これらの中の、もっとも使用頻度の高いものです。 

すべての コマンドに 関する、用例などを含めた詳細な説明は、 『ユーザーズリ 
フアレンスマニュアル』 （別売） で 行われて います。 


D .1 MS _ DOS コマンド表記法 

ここでは、コマンドの書式の解説に、次のような表記法を用いています。 



表 記 

意 味 

英大文字 

記号 

その綴りどおりに入力しなければならないコマンド名、スイッチ文字で 
す。実際の入力は、小文字でもできます。 

例 ： DIR 

カンマ（， ） 、コロン（：）、セミコロン （；） 、スラッシュ （/) 、 
等号 （=) 、などの記号はコマンドの一部です。表示されているとおり 
に、その位置にします。 

( > 

山形カツコ 

ューザーが入力する項目を示します。 

例 ： DEL 〈ファイル名〉 

〈ファイル名〉の部分に、ユーザーは実際のファイル名を指定しま 
す。 

[] 

角形カツコ 

必要に応じて入力する項目を示します。 

例： TIME [〈 hh > : 〈 mm 〉] 

< hh >:〈 mm > は、省略することが可能です。 


繰り返し記号 

必要に応じて、直前の項目を繰り返して入力できることを示します。 

1 

1 

縦線 

選択できる項目の区切り、またはフィルタとして使った場合のパイプを 
意味します。 

例 ： BREAK [ ON 丨 OFF ] ON か OFF を選択できます。 

DIR ! SORT パィプ 
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□ .3ディレクトリ名の規約 


D .2 ファイル名の規約 


ファイル名は、次の規則に従ってつけます0 

•ファイル名は、半角 （1 バイト）文字で1〜8文字までの長さです。 

•拡張子は、半角 （1 バイト）文字で1〜3文字の長さです。 

• 拡張子の前には必ず半角のピリオド'"を付けます。 

〈ファイル名〉[ぐ拡張子〉] 

[〈 d :〉] 〈ファイル名〉[〈.拡張子〉] 

[( d :)] [¥] [〈ディレクトリ名〉 ¥] ••.[〈デイレクトリ名〉 ¥] 〈ファイル名〉 

[〈.拡張子〉] 


〈d:> は、ドライブ名です。 

¥記号は、ディレクトリ名の区切り記号ですが、単独で使用した場合はルート 
ディレクトリを表します0 

ファイル名には、漢字やひらがななどの全角文字も使用できます。その場合、 
全角文字1文字は、半角文字2文字分と数えます。 

►予約 ファイル名 -- 

ファイル名として、次のものは使用できません。 

CON PRN NUL CLOCK AUX AUX 1 AUX 2 



D .3 ディレクト 1 J 名の規約 

ディレクトリの名前は、次の規則に従ってつけます。 

•ディレクトリ名は半角 （1 バイト）文字で1〜8文字までの長さです。 
•拡張子は、半角 （1 バイト）文字で】〜3文字の長さです。 

• 拡張子の前には半角のピリオド'〃を付けます。 

[¥] 〈ディレクトリ名〉 

[〈 d :〉][¥] 〈ディレクトリ名〉 

〈d ◊は、ドライブ名です。 

最初の¥ (1 文字のみ）は、ルートディレクトリを表します0 
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付録 □ MS - DOS コマンドー覧 


ディレクトリ名とディレクトリ名や、ディレクトリ名とファイル名の間には、 
必ず区切り記号として¥記号を入れます。 

ディレクトリ名には、漢字やひらがななどの全角文字も使用できます。その場 
合、全角文字1文字は、半角文字2文字分と数えます。 


►パス 名 


パス名は、デイレクトリが階層構造を持つ場合、特定のディレクトリを指定す 
る際に使用します。 


[〈(±〉][¥][〈ディレクトリ名〉¥]".[〈ディレクトリ名〉¥]〈ファィル名〉 


最初の¥ (1 文字のみ）は、ルートディレクトリを表します。 

¥記号はパス名中の区切り記号でもありますが、単独で用いた場合はルートデ 
ィレクトリを指します。 

[〈ディレクトリ名〉 ¥]••• [〈ディレクトリ名〉 ¥] は、目的のファイルに達するま 
でのディレクトリ名を連ねたものです。 

カレントディレクトリとその親ディレクトリ （1 階層上のディレクトリ）は、 
次の記号で指定することもできます。 

. カレントディレクトリを表します。 

• • カレントディレクトリの含まれる親ディレクトリを表します。 

マ、 '•"は、どちらも半角文字で指定します。 
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D .4 コマンドー覧 


D . 4コマンドー覧 


MS - DOS の中で使用できるコマンドの書式と機能を次に示します。各コマン 
ドの詳細な説明は、『ユーザーズリファレンスマニュアル』（別売）を参照してく 
ださい。 


ADDDRV 外部コマンド | 

•機 能 MS - DOS の起動後に、日本語入力機能などを組み込みます。 

•書 式 ADDDRV 〈デバイス定義ファイル〉 

•例 起動後に AI かな漢字変換機能を組み込む。 ADDDRV コマンドの使用前に次の 

ような内容の ファイル （ここでは、、 NECAI . DEV ") を作成しておく。 

DEVICE = NECAIK 1 .DRV 
□EVICE = NECAIK 2 .DRV 

次のように入力して、 AI かな漢字変換機能を組み込む。 

ADDDRV NECAI.DEV 



APPEND 


外部コマンド 


•機能 データファイルの検索パスを設定します。 

籲書式 1 .APPEND [〈 d :>] [〈ディレクトリ名〉]!;; [〈 d :〉] [〈ディレクトリ名〉]…] 

2. APPEND [；!/ R ] 

•スイッチ /R 現在の設定を取り消すとともに、 APPEND コマンドが使用していたメ 

モリ領域を解放する。 

現在設定されているデータファイル検索パスを削除するだけのときは、 （2) の 
書式 （ APPEND ;) を使用します。 
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付録 D MS - DOS コマンド _ 覧 


ASSIGN 


外部コマンド 

•機 能 

論理装置の物理装置への割り当て変更を行います。またあるドライブ名を別のド 
ライブに割り当てます。 

•書 式 

ASSIGN [〈論理装置指定=物理装置指定〉]| 


•スイッチ 

/? ASSIGN コマンドの使用法を表示します。 


ATTRIB 


外部コマンド 


•機 

能 

ファイルの属性を設定または表示します。 

•書 

式 

ATTRIB [+R 卜闩 ] [+A !— A ][〈 d :〉] [〈ファイル名〉] 

•スイッチ 

+闩 

属性をリードオンリー（読み出し専用）にする。 



-R 

リードオンリーを解除する。 



+ A 

ファイルの属性をアーカイブにする。 



-A 

ファイルのアーカイブ属性を解除する。 


•例 ファイル、' MYFILE . TXT " をリードオンリーに設定する。 


ATTRIB +R MYFILES.TXT 
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D .4 コマンドー覧 


BACKUP 

外部コマンド 

癱機能 

固定ディスクからフロッピィディスクに、一つまたはそれ以上のファイルのバッ 
クアップを行います。 

•書式 

BACKUP [〈 d :〉] [〈ファイル名〉] [〈 d :〉][/ S ][/ M ][/ A ][/ P ][/ D:〈S 
付〉] [/ T : 〈時刻〉] [/ L : 〈ファイル名〉] 

•スイッチ 

/S 

サファィレクトリもバックアップします0 


/M 

最後のバックアップ以後に、変更のあったファイルだけをバックアップ 



します。 


/A 

すでにバックアップフロッピィディスク上にある、バックアップされた 

ファイルに追加します。 


/P 

それぞれのフロッピィディスクに、可能な限りたくさんのファイルを詰 
め込みます。自動的にサブディレクトリを作成する場合があります。 


/□: 

指定する日付以降に変更したファイルをバックアップします。 


/ T ： 

指定する時刻以降に変更したファイルをバックアップします。 


/ L ： 

指定するファイルにバックアップ記録を作成します。 

BREAK 


内部コマンド 


#機 能 ICTRLj + f^] のチェック機能を設定します。 


付 

録 



•書 式 BREAK [ ON ! OFF ] 

•スイッチ ON @ trl ) + [ cI のチェックを行う。 

OFF IctrlI + F ^] のチェックは、プログラムに任せる。 


CD (CHDIR) 


内部コマンド 


#機能 カレントデイレクトリを変更または表不します。 

•書 式 CD [〈 d :〉] [〈パス名〉] 
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付録 □ MS - DOS コマンドー覧 


CHKDSK 

外部コマンド 

•機能 

指定するドライブのすべてのディレクトリを調べ、 
態を画面に表示します。 

ファイルおよびディスクの状 

•書式 

CHKDSK [< d :>] [〈ファイル名〉] [/ F ] [/ V ] 


•スイッチ 

/F ディスクにエラーが発見されると、自動修復を行います。 

/V エラーメッセージの他に、ディレクトリの詳しい状況を報告します。 

CLS 


内部コマンド 

•機 能 

画面を消去します。 


•書 式 

CLS 


COMMAND 

外部コマンド 

•機能 

新たにコマンドプロセッサを起動します。 



•書 式 

COMMAND [< d :> 〈パス名〉][〈デバイス〉] [/ P ][/ C 〈文字列〉] [/ E :( N >] 

參スイッチ 

/P 

COMMND • COM に、それ以上高いレベルへの抜け出しを禁止するよ 
う指示します。 AUTOEXEC . BAT を実行します。 


/C 

〈文字列〉で指定するコマンドの実行をコマンドプロセッサに指示し、終 
了後もどります。 


/ E : 

環境文字列のために確保されるメモリ（環境文字列テーブル）の大きさ 
の初期値を、 〈 N 〉 で指定した数値を越えない最大の16の倍数のバイト 
数に変更します。 〈 N > は10進数で、160〜32768まで指定可能です。初 
期値は160バイトです。 
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COPY 

内部コマンド 

•機 能 

ファイルのコピーを作成します（書式 1) 。コピーはファイル単位でも、ディレ 
クトリ単位でも行えます。またファイルの連結も行うことができます（書式 

P ) 〇 

•書 式 

1. COPY {〈ファイル名〉！〈パス名〉} [/ A ][/ 巳]{〈ファイル名〉丨〈パス 
名〉} [/ A ][/ B ][/ V ] 

2. COPY 〈ファイル名〉+〈ファイル名〉 + [ 〈ファイル名〉…]〈ファイル名〉 

•スイッチ 

/V ベリファイ（照合）を指定します。 

/A 指定するファイルをアスキーファイルとして処理します。 

/巳 指定するファイルをバイナリファイルとして処理します。 

COPYA 

外部コマンド 

#機 能 

補助装置との間でデータを送ったり（書式 1) 、受け取ったり（書式 2) しま 
す。 

•書 式 

1. COPYA [[/ 巳] [〈 d :〉] [〈パス名〉]〈ファイル名〉 AUX ] 丨/? 

2. COPYA [[/巳 ] AUX [〈 d :〉] [〈パス名〉][〈ファイル名〉]]!/? 

•スイッチ 

/巳 データをバイナリモードで転送します。 

/? COPYA コマンドの使用法を表示します。 

CTTY 

内部コマンド 



•機 

能 

コマンドを出力するデバイスを変更します。 

•書 

式 

CTTY 〈デバイス〉 
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付録 D MS - DOS コマンドー覧 


CUSTOM 外部コマンド 


•機 能 

CONFIG . SYS ファイルの作成/更新、または ADDDRV コマンド用定義 
ファイルの作成/更新を行います。 

•書 式 

CUSTOM [( d ：>] ! [[〈(±〉]〈パ00匚)闩ソ用定義ファイル名〉]丨/7 

•スイッチ 

/? CUSTOM コマンドの使用法を表示します。 

DATE 

内部コマンド 

•機 能 

システムが管理する日付の表示と設定を行います。 

•書 式 

DATE [〈年〉-〈月〉-〈日〉] 


〈年〉 一 〈月〉 一 〈日〉は、ハイフン （-) またはスラッシュ （/) で区切りながら入力 
します。 


DEL (ERASE) 内部コマンド 


•機 能 

指定したファイルを消去します。 

•書 式 

□ EL 〈ファイル名〉 

DIR 

内部コマンド 

籲機 能 

ディレクトリの内容を表示します。 

籲書 式 

DIR [< d :>] [〈パス名〉][〈ファイル名〉] [/ P ] [/ W ] 

籲スイッチ 

/P 1画面ごとに表示停止します。 

/W 1行に5つずつ、ファイル名だけを表示します。 


184 






□ .4コマンドー覧 


DISKCOPY 外部コマンド 

•機能 

ディスク全体のバックアップコピーをしたり、照合を行います。 

癱書式 

DISKCOPY [[〈 d :〉][〈 d :〉][/ V ][/ Q ][/ P ]] 1/? 

•スイッチ 

/V 照合を行う場合に指定します。 

/Q 照合を省略し、高速なコピーを行います。 

/P DISKCOPY コマンドの処理中、キー入力要求をしません。バッチファ 

イル内で DISKCOPY コマンドを使用する場合に指定します。 

/? DISKCOPY コマンドの使用法を表示します。 

DELDRV 

外部コマンド 

•機 能 

ADDDRV コマンドで組み込んだ日本語入力機能などを取り外します。 

•書 式 

DELDRV 

DUMP 

外部コマンド 

•機 能 

ファイルの内容を16進表現と文字で表示します。 

•書 式 

DUMP [[〈 d :〉] [〈パス名〉]〈ファイル名〉[〈開始アドレス〉[〈終了アドレ 
ス〉] ]][/□] 1/? 

•スイッチ 

/□ 開始アドレス、終了アドレスを 10 進数で指定するようにします0 

/? DUMP コマンドの簡単な使用法を表示します。 

EXIT 

内部コマンド 



•機 

能 

チャイルドプロセスとして起動された COMMAND . COM から、親プロセス 

にもどります。 

•書 

式 

EXIT 
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FC 


外部コマンド 


•機 

能 

2つのファイルを、行単位またはバイト単位で比較照合します。 

#書 

式 

FC 

2> 

[/ A / 巳/ C / L / N / 丁 / W バ N〉][/L 巳 〈 N 〉] 〈ファイル名1〉〈ファイル名 

•スイッチ 

/A 

アスキー比較の結果を短縮形で出力します。違いのある行すべてを表示 




する代わりに、違いのあるブロックの初めと終わりの行だけを表示しま 
す。 



/巳 

ファイルをバイナリ比較します。 



/C 

テキスト中の大文字•小文字の区別をなくして、比較を行いま/ T 。 



/L 

ファイルをアスキーモードで比較します。 



/N 

アスキー比較において、行番号を表示します。 



/T 

タブを空白に展開しないようにします。既定値では、タブは8カラムの 
位置までを空白として扱います。 



/W 

連続した複数のタブやスペースを圧縮し、1個のスペース（ブランク） 
として処理します。ただし、行の先頭と最後についているスペースは例 
外で、もともと無視するようになっています。 



/( N ) 

〈 N > は1〜9999の数字を指定します。 FC は最初の相違以降、 < N > 行だ 
け連続的に一致していると、そこを一致している部分であると判断しま 
す。このスイッチを省略した場合の規定値は2です。 


/ L 巳 〈 N 〉 1〜9999の数字で、内部ラインバッファを 〈 N 〉 行に設定します。内 
部バッファの既定値は100行です。 


FIND 


外部コマンド 


•機能 
•書式 


•スイッチ 


•例 


ファイルから、指定する文字列を捜すフィルタです。 

FIND [/V !/ C 1/ N ] 〈文字列〉[〈ファイル名〉…] 

/V 指定する文字列を含まないすべての行を表示します。 

/C 指定する文字列の含まれる行の数字だけを表示します。 

/N それぞれの行の前に相対的な行番号を表示します。 

1. BOOK 1. TXT と BOOK 2. TXT からこの順序で'、 Micro Computer " という 
文字列を含む行を表示する。 

FIND " Microcomputer " 巳00 Kl.TXT 巳001 <2 .TXT 


186 
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2 . ドライブ B のディスクにあるファイルで、' DAT " という文字列を含まないもの 
を表示する。 

DIR B ： ! FIND /V "DAT" 


FORMAT 


外部コマンド 


籲機 能 指定されたドライブのデイスクを MS - DOS で使えるように初期化します。 

籲書式 FORMAT [[ 〈 d:〉] [/S] [/V] [/ 6 ] [/ 9 ] [/M] [/P] [/ 巳 ] [/H] [/E]] I / 


•スイッチ 


フロッピィディスク用 

/S ディスクの初期化後、システムファイルを転送します。 

/V 初期化後、ボリュームラベルをつけます0 

/ 6 640 K バイトタイプのフロッピィディスクを初期化します。 

/ 9 640 K バイトタイプのフロッピィディスクを、1セクタあたり9トラッ 

クで初期化します。 

/M 1M バイトタイプフロッピィディスクを初期化します。 

/p FORMAT コマンドの実行中に、キー入力要求メッセージを表示しま 

せん。 

/巳 システムファイルをあとから登録できるディスク（ブランクディスク） 

を作成します。 

固定ディスク用 

/H 固定ディスクを初期化します。処理に関するきめ細かい指定が可能で 
す。 

/E /H スイッチを指定した場合よりも、簡単な操作で固定ディスクを初期 

化します。 

/? FORMAT コマンドの使用方法を表示します。 



HDUTL 


外部コマンド 


•機 能 固定ディスクの表面検査やスキップセクタの代替処理をしたり、指定した2つの 

固定ディスク間で装置全体をコピーします。 


# 書 式 HDUTL [/?] 

籲スィッチ /? HDUTL コマンドの使用方法を表示します。 
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JOIN 外部コマンド 

•機能 ディスクドライブを指定のディレクトリに結合します。 

•書 式 JOIN [< d :> 〈パス名〉] [/□] 

籲スイツチ /□ 結合を解除します。 

•例 1. 現在結合しているドライブとそのディレクトリを表示する。 

JOIN 

2. B: の参照を、以後 A:¥DRVB を通じて行うように設定する。 

JOIN 巳： A：¥DRVB 

3. ドライブ B の結合を解除する。 

JOIN 巳： /□ 


KEY 外部コマンド 


•機 

能 

フアンクシヨンキーやカーソル移動キーなどの機能を設定します。 

•書 

式 

KEY 

[[〈 d :〉] 〈ファイル名〉 [/ S |/ N ]|/? 

_スイッチ 

/S 

lCTRI_j+ ファンクシヨンキーの機能を有効にします。 



/N 

1ctrl|+ ファンクシヨンキーの機能を無効にします。 



/? 

KEY コマンドの使用方法を表示します。 


LABEL 外部コマンド 

籲機能 ディスクのボリュームラベルを作成、変更または削除します。 

鲁書 式 LABEL [〈 d :〉] [〈ラベル名〉] 
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D .4 コマンドー覧 


MD (MKDIR) 内部コマンド 

•機能 

新しいサブディレクトリを作成します。 

籲書式 

MKDIR [〈 d :〉] 〈パス名〉 

MENU 

外部コマンド 

•機 能 

メニュー形式でコマンドを実行で吉る MENU コマンドを起動します。 

籲書 式 

MENU [〈メニューファイル名〉] [/ L ] 

•スイッチ 

/L 以後の操作に対して学習機能が働き、頻繁に使用するメニュー項目をメ 

ニューファイルの先頭に移します0 

MORE 

外部コマンド 

#機 能 

一度に一画面ずつ表示を行ろフィルタです。なにかキーを押すと次の1画面の表 
示を行います。 

•書 式 

MORE 

•例 

1 . MYFILES . TXT ファイルを 1 画面ずつ表示する0 

MORE 〈 MYFILES.TXT 

2. TYPE コマンドの出力を、 1 画面ずつ止めながら表示する。 


TYPE MYFILES.TXT ! MORE 


付録 D 
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付録 □ MS - DOS コマンドー覧 


PATH 

内部コマンド 

•機 

能 

カレントディレクトリ以外に、外部コマンドを捜すディレクトリを設定します。 
セミコロンで区切って、複数のパスを設定することができます。 

•書 

式 

PATH [;] [[< d :>] 〈パス名〉 [;[〈 d :>] 〈パス名〉…]] 

•例 


3つのディレクトリ （A ドライブのルートディレクトリと¥ BIN ディレクト 
リ、 B ドライブのルートディレクトリ）で外部コマンドを捜すように設定する。 



PATH A :¥;¥ BIN ; 巳:¥ 

PRINT 

外部コマンド 


♦機 能 他の MS - DOS コマンドを実行している間にファイルを印字します。 

•書式 PRINT [[〈ファイル名〉] [/ T ] [/ C ] [/ P ] [/ R ] [/ D ：] [/巳:] [/ U ：] [/ M ：] 

[/ S ：] [/〇:]]… 


•スイッチ 


/丁 プリント処理をその場で中止します。 

/C 取り消しモードに入ります。 

/P プリントモードに入ります。 

/R メモリ中の PRINT コマンドの常駐部分を解放します。 

/ D : プリントアウトするデバイスを指定します。 

/巳： 内部バッファのバイト数を設定します。この値を増加させると、実行速 

度が上がります。 

/ U : プリンタが使用中だった場合の PRINT コマンドの待ち時間を指定しま 

す， 

/ M ： PRINT コマンドの実行時間を指定します。⑽ 

/ S : フォアグランドのタスクの実行時間を指定します。® 

/ Q : 印刷待ち行列のファイル数を指定します。 


(注）指定時間は、「1/100秒 x 指定値」の式で計算できます。 
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PROMPT 


外部コマンド 


•機 能 MS - DOS のコマンドプロンプトを変更します。ドルマーク （$) と次に示す 

文字を組み合わせて指定します。 


#書 式 PROMPT [〈プロンプトテキスト〉] 


$ '、$ "記号 

t 現在の時刻 

d 現在の日付 
p カレントディレクトリ名 
v バージョン番号 

门 カレントドライブ 

g 、、>"記号 


I ''ぐ記号 
b '、！"記号 
_ 改行 
s 空白 

h バックスペース 
e エスケープコード U BH ) 


争例 ''カレントドライブ名"、'、カレントディレクトリ名"''〉〃記号を組み合わせたプロ 

ンプトを表示します。 


PROMPT $ n $ P$g 


RD (RMDIR) 


内部コマンド 



•機 

能 

指定したデイレクトリを削除します。 

•書 

式 

RMDIR [〈 d :〉] 〈パス名〉 


RECOVER — 外部コマンド 

•機能 障害（スキップセクタ）を含むファイルまたはディスクを修復します。 

•書 式 RECOVER [〈 d :〉 ！〈ファイル名〉] 
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付録 D MS - DOS コマンド _ 覧 


REN (RENAME) 内部コマンド 


•機 能 

〈ファイル名1〉で指定するファイルの名前を〈ファイル名2〉へ変更します。 

•書 式 

闩 EN 〈ファイル名1〉〈ファイル名2〉 

RENDIR 

外部コマンド 

#機 能 

〈パス名1〉で指定するディレクトリ名を〈パス名2〉で指定するディレクトリ名に 
変更します。 

籲書 式 

RENDIR [〈 d :〉] 〈パス名1〉〈パス名2〉 


REPLACE 外部コマンド 


•機 能 

古いバージヨンのファイルを更新（アップデ—卜）します。 

•書 式 

REPLACE [〈 d :〉] [〈ディレクトリ名1〉]〈ファイル名〉 [〈 d :〉] [〈ディレクト 
リ名2〉] [/ A ] [/□] [/ P ] [/ R ][/ S ] [/ W ] 

•スイッチ 

/A 〈ディレクトリ名1>内にあって〈ディレクトリ名2〉内にないファイルを 

〈ディレクトリ名2〉に追加します。 

/D 〈ディレクトリ名1>内にも〈ディレクトリ名2〉内にもあるファイルのう 

ち、日時が新しいものを〈ディレクトリ名2> にコピーして置き換えま 
す。 / A スイッチとの併用はできません。 

/P ファイルの置き換えや追加を実行する前に、ユーザーの確認を求めま 

す。 

/闩 リードオンリ（書き込み禁止）の属性を持つファイルも置き換えます。 

/S 指定した名前のファイルが見つかるまで、〈ディレクトリ名2〉中のすべ 

てのサブディレクトリを探します。 / A スイッチとの併用はできませ 

ん〇 

/W なにかキーを押すまで待って、処理を開始します。 
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RESTORE 

外部コマンド 

•機能 

巳 ACKUP コマンドで作成されたバックアップファイルを復元します。 

•書 式 

RESTORE ( d ：> [〈 d :〉 [〈パス名〉] [/ S ][/ P ] [/巳:〈日付〉] [/ A : 〈日付〉] [/ 
E : 〈時刻〉] [/ L : 〈時刻〉] [/ M ] [/ N ] 

•スイッチ 

/S 

サブディレクトリも復元します。 


/P 

ファイルの属性が''隠されたファイル"または、、リードオンリのファイル" 
ならば、それらを復元してよいかどうか尋ねてきます。 


/巳： 

指定した日付以前に変更されたファイルだけを復元します。 


/ A : 

指定した日以以降に変更されたファイルだけを復元します。 


/ E : 

指定した時刻以前に変更されたファイルだけを復元します。 


/ L : 

指定した時刻以降に変更されたファイルだけを復元します。 


/M 

最後のバックアップ以後に、変更のあったファイルだけを復元します。 


/N 

復元先のディスクに存在しないファイルだけを復元します。 

SET 


内部コマンド 

•機 能 

文字列を MS - DOS の環境に登録したり、登録している文字列を表示します。 

•書 式 

SET 

[〈名前〉=[〈文字列〉]] 

SHARE 


外部コマンド 



•機 能 
•書 式 


•スイッチ 


ファイルの共有やロック行います。 

1 .SHARE [/ F : 〈ファイルスペース〉][/!_:〈□ック数〉] 

2. SHARE /R 

/ F : 共有のファイル名を記録するテーブルの大きさを指定します。〈ファイ 

ルスペース〉は、オープンしたファイルのフルパス名+11バイトが必要 
です（平均パス名は20バイトです）。既定値は2048バイトです。 

/ L ： 〈ロック数〉はロックするファイルの領域を割り当てます。既定値は20で 

す。 

/R メモリ中の SHARE コマンドの常駐部分を解放します。 
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SORT 

外部コマンド 

•機 能 

標準入力装置（キーボード）からデ_夕を読み込み、そのデ_夕をソート（並べ 
かえ）して標準出力装置（ディスプレイ）に出力するフィルタです。 

•書 式 

SORT [/ R ][/+ n ] 

•スイッチ 

/R 逆順ソート、すなわち Z から A までの順で並べかえを行います。 

/+ n n 桁目からの文字を並べかえの対象とします。このスイッチを指定しな 

い場合は、1桁目から並べかえの対象とします。 

•例 

1. UNSORT . TXT の各行を、逆順に並べかえ、ファイル SORT . TXT に書 
き出します。 

SORT / R 〈 UNSORT.TXT > SORT.TXT 

2. ディレクトリ表示の14桁目から並べかえを行い、画面に表示します。 

DIR ! SORT /+14 

SPEED 

外部コマンド 

癱機 能 

標準の闩 S -232 C インターフェイスに対するパラメータの設定と初期化をしま 
す。 

癱書 式 

SPEED [〈ポート番号〉[〈パラメータ〉]]|/7 

_スイッチ 

/? SPEED コマンドの使用法を表示します。 

_八°ラメータ 

ポート番号：次のいずれかを指定します。 

闩〇 (または RS 232 C -0) 標準 RS - 232 C インターフヱイス 

R 1(または RS 232 C -1) RS -232 C インターフェイス拡張ポート1 

R P (または RS 232 C -2) RS -232 C インターフヱイス拡張ポート1 

パラメータ •• RS -232 C について、ボーレート、キャラクタ長、パリティチェッ 
ク、ストップビット数、 X パラメータを指定できます。設定値は、 
SWITCH コマンドのパラメータ1と同じです。 
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SUBST 

外部コマンド 

•機 能 

ディレクトリ名を仮想ドライブ名での置き換えと、設定状況の表示をします。 

•書 式 

SUBST [〈 d :〉] [〈パス名〉] [/□] 

•スイッチ 

/□ 置き換えを削除します。 

•例 

B : ¥ USR ¥ FRED ¥ FORMS を仮想のドライブ 、' Z " として作成します。以後、 
パス名を指定する代わりに、ただ'、 Z :" とするだけで、このディレクトリを参照 

することができます。 


SUBST Z ： B ：¥ USR ¥ FRED ¥ FORMS 

SWITCH 

外部コマンド 


#機 

能 

•書 

式 


メモリスイッチの変更と、設定状況の表示を行います。 

SWITCH [( RS 232 C -0 [〈パラメータ1〉]〉] 
[〈PRINTER [〈パラメータ2 >]>] 
[(MEMORY [〈パラメータ3〉]〉] 
[〈COLOR [〈パラメータ4〉]〉] 

{[〈巳00丁[〈パラメータ5〉]〉] 

[<NDP 1[〈パラメータ6〉]〉] 

! [(NDP P [〈パラメータ7〉]〉] 

! [〈NDP [〈パラメータ8〉]〉]} 
SWITCH /? 


•スイッチ 

•パラメータ 


/? 


SWITCH コマンドの使用法を表示します。 


パラメータ 1:標準 RS —232 C について、ボーレート、キャラクタ 長、パリ テイ 
チェック、ストップビット数、 X パラメータを 指定で きます。 


ホーレート 
キャラクタ長 


通信速度。次のいずれかを指定します。 

75、150、 300、 600、 1200、 2400、 4800、 9600 
B 8 転送データは8 ビッ ト長とする 
B 7 転送データは7ビット長とする 


付録 D 
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パリテイチェック 

PN パリティチェック無し 

PE 偶数パリティチェックを行う 

P0 奇数パリティチヱックを行う 

ストップビット数 

5 1 ストップビットを1ビットとする 

52 ストップピットを 2 ビットとする 

X パラメータ 

XON XON / XOFF の制御を行う 

NONE XON/XOFF の© J 御を ff わない 


パラメ—夕2 :プリンタについて、プリンタタイプ 、 ANK ( 1バイト）文字と 
漢字の印字サイズの比率を指定します。 

プリンタタイプ CEN 24 24ドット系プリンタ 


印字サイズ 

CEN 16 16ドット系プリンタ 

DN ANK 文字：漢字を1: 2とする 

DF ANK 文字：漢字を1: 1.5 とする 


パラメータ3 : メインメモリのサイズについて、次のいずれかを指定します。 

128 K 、256 K 、384 K 、512 K 、640 K 、 768 K 
(注） 768 K を指定できるのは、ハイレゾモード機のみです。 

パラメータ 4 :画面の文字の表示色。次のいずれかを指定します。 

WE 白 
GN 緑 

パラメータ 5 :システムを起動するドライブについて、次のいずれかを指定します, 



STD 順にドライブを検索 

1 MBFD 1 M バイトディスクからのみ起動 

640KBFD 640K バイトディスクからのみ起動 

HD 1 固定ディスク# 1 からのみ起動 

HD2 固定ディスク# 2 からのみ起動 

SHD SCSI 固定ディスクからのみ起動 

0D 光ディスクからのみ起動 

パラメータ 6 、 7、8 

:数値演算プロセッサについて、接続の有無と、クロック 
周波数を指定します。 

接続の有無 

Y 接続する 

N 接続しない 

クロック周波数 

(NDP 1 のみ） 

1010 MHz で使用 

8 8 MHz で使用 

5 5 MHz で使用 


(注） NDP 1 は、ノーマルモード、 V30 対応の数値演算プロセッサ 1 
NDP は、ハイレゾモード、 V30 対応の数値演算プロセッサ 
NDP2 は、 V30 以外の CPU に対応の数値データプロセッサ 2 
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□ .4コマンドー覧 


SYS 

外部コマンド 

•機 能 

カレントドライブにある MS - DOS のシステムファイルを 〈 d :〉 で指定するディ 
スクへコピーします。 

•書 式 

SYS ( d :) 

TIME 

外部コマンド 

參機 能 

システムが管理する時刻の表示と設定を行います。 〈 hh 〉 には時、 〈 mm 〉 には分 
を指定します。 

•書 式 

TIME [< hh )[:( mm >]] 

TREE 

外部コマンド 

•機 能 

指定されたドライブの、各ディレクトリとサブディレクトリのパス名（オプシヨ 
ンでその内容も）を表示します。 

•書 式 

TREE [〈 d :〉][/ F ] 

•スイッチ 

/F 各ディレクトリ中のファイル名も表示します0 

TYPE 

内部コマンド 

•機 能 

ファイルの内容を画面に表示します。 

•書 式 

TYPE 〈ファイル名〉 


付 

録 

D 
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付録 D MS - DOS コマンドー覧 


VER 


内部コマンド 

•機能 

MS - DOS のバージヨン番号を表示します。 


•書式 

VER 


VERIFY 


内部コマンド 

•機 能 

ディスクへの書さ込み直後に行ろベリファイ（検査） 
す。 

を行ろかどろかを設定しま 

•書 式 

VERIFY [ON ! OFF ] 


•スイッチ 

ON ベリファイを行います。 

□ FF ベリファイを行いません。 


VOL 


内部コマンド 

•機 能 

ディスクのボリュームラベルを表示します。 


•書 式 

VOL [< d :>] 
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□ •4コマンドー覧 


XCOPY 


外部コマンド 


•機能 ファイルとディレクトリを、下位のレベルのディレクトリがある場合はそれを含 

めてコピーします。 

籲書 式 XCOPY [〈 d :〉] [〈パス名1 >] 〈ファイル名1〉 [< d :>] [〈パス名2〉][〈ファイ 

ル名2〉] [/ A ] [/□: 〈日付〉] [/ E ] [/ M ] [/ P ] [/ S ] [/ V ] [/ W ] 


•スイッチ 

/A 

アーカイブ属性がついているファイルをコピー元としてコピーします。 


/□： 

指定した日付以降に修正されたファイルをコピー元にします。 


/E 

サブディレクトリを、空きがあってもコピーします。 /S スイッチとと 
もに指定します。 


/M 

/A スイッチと同様、アーカイブ属性の付いたファイルだけをコピー 
し、その上でアーカイブ属性を解除します。 


/P 

コピーするかどうか、ユーザーの確認を求めながら処理します。 


/S 

指定したディレクトリの内容と、空でないサブディレクトリの内容もコ 

ピーします。 


/V 

ファイルごとに、正確にコピーされているかどうか確認（ベリファイ） 

します。 


/W 

なにかキーを押すまで待って、処理を開始します。 
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付録 D MS - DOS コマンドー覧 


D .5 バッチ処理コマンド 



単独で使用することは非常に少ない、主にバッチ処理（ファイル）中で使用す 

るコマンドです。 

ECHO 

内部コマンド 

•機 能 

バッチ処理の実行中に、現在実行中のコマンドを表示するかど 5 かを設定しま 

す。 

•書 式 

ECHO [ONI OFF 〈メッセージ〉] 

•スイッチ 

ON 実行中のコマンド名を表示します。 

off コマンド名を表示しません。 

〈メッセージ〉 ECHOON のときに、コマンド名の代わりに、〈メッセージ〉を 

表示します。 

FOR 

内部コマンド 

癱機 能 

1行の中で、処理を繰り返すコマンドです。 

•書 式 

FOR %%( G ) IN 〈項目セット 〉 DO 〈コマンド〉 ……バッチ処理用 

FOR %( C ) IN 〈項目セット 〉 DO 〈コマンド〉 ……逐次処理用 

< c > 〈コマンド〉の中で使用する、1文字のアルファベットです。 

〈項目セット〉 〈 C 〉 で指定した文字の中に代入する項目です。 

〈コマンド〉 繰り返して実行したいコマンドです 0 

•例 

拡張子が''. TXT "、、'. BAK " のファイルを、ドライブ A からドライブ B へコピ 
一します。〈〇のアルフ ァベ ットには' 、 A " を使用します。 

FOR %%A IN (TXT BAK ) DO COPY A：*.%%A 巳： 
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D .5 バッチ処理コマンド 


GOTO 


内部コマンド 


參機 

•書 


能 

式 


I 例 


バッチ処理の流れを、バッチファイル中の〈ラベル〉の行へ移します。 

GOTO 〈ラベル〉 

〈ラベル〉はバッチファイル中のコロン（：）で始まる行で定義されます。コロン 
に続く 8文字がラベルとして識別されます。 

、'REM looping .. •"表示を続けます。 

: foo 

REM looping ... 

GOTO too 


參機 能 条件判断に応じてバッチ処理を行います。 

•書 式 IF [ NOT ] 〈条件〉〈コマンド〉 

NOT 条件が偽のときコマンドを実行します 
〈条件〉は、次のいずれかで指定します。 

ER 闩 ORLEVEL 〈数値〉 


内部コマンド 


〈文字列1〉==〈文字列 P 〉 
EXIST 〈ファイル名〉 


直前に実行したコマンドの終了コードが〈数値〉以 
上のとき真 

2つの文字列が等しければ真 
〈フアイル名〉が存在すれば真 


PAUSE 


内部コマンド 


•機 

能 

•書 

式 


バッチファイルの実行を一時的に停止します。 
PAUSE [〈コメント〉] 


付録 D 
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付録 □ MS - DOS コマンドー覧 


REM 

内部コマンド 

春機能 

バッチファイルを実行中に、バッチファイル中の REM コマンドと同じ行に書い 

たメッセージを表示します。 

籲書 式 

闩 EM [〈コメント〉] 

SHIFT 

内部コマンド 

•機 能 

バッチファイル処理で、パラメータを 10 以上に置き換えることができます。 

籲書 式 

SHIFT 


D .6 CONFIG . SYS コマンドの一覧 



MS - DOS のシステム構築ファイルを CONFIG . SYS と呼びます。このファ 
イルは、一定のコマンドが記述されているテキストファイルです。 MS-DOS 

は、起動時にこのファイルを調べ、機能の設定や登録を行います。 

CONFIG . SYS ファイルの例 

FILES = 10 

BUFFERS =10 

BREAK = ON 

DEVICE 二 NECAIK 1 .DRV 

DEVICE = NECAIK 2. DRV 

SHELL = A :¥ COMMAND . COM A ：¥ / P / E :256 

BREAK 


•機 能 

のチェックを行うかどうかを設定します。 

•書 式 

巳 REAK = [ON 1 OFF ] 

ON | ctrl |+「 c | のチヱックを行います。 

OFF | ctrl | + [5] のチェックを行いません。 
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□ .6 CONFIG.SYS コマンドの一覧 


BUFFERS 

•機能 

ディスクバッファのメモリ領域を指定します。 

•書式 

巳 UFFERS =〈 X 〉 


設定できる範囲は、2〜99、既定値は20です。値を大きくすると、ディスクのア 
クセス；^速くなります。 

DEVICE 

•機能 

指定したデバイスドライバファイルをシステムに登録します。 

•書式 

DEVICE 二 [〈 d :〉] [〈パス名〉]〈ファイル名〉 

FCBS 

•機 能 

同時にオープンでさるファイル数を指定します。 

•書 式 

FCBS 二 〈 X 〉〈 y 〉 


〈 X 〉 同時にオープンできるファイル数を指定します0設定できる範囲は1〜 

255、既定値は4です。 

( y ) 最初にオープンした 〈 y 〉 個のファイルのクローズを禁止します。設定で 

きる範囲は〇〜255、既定値は0です。 

FILES 


•機 能 2 FH 〜 60 H のファンクシヨンコールでオープンされるファイルの数を指定し 

ます。設定でぎる範囲は8〜255、既定値は8です。 



•書 式 FILES 二 〈X〉 
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付録 □ MS-DOS コマンドー覧 


LASTDRIVE 

•機能 仮想ドライブを含めた、アクセスするドライブの最大数を指定します。 

•書 式 LASTDRIVE =〈 X 〉 


SHELL 


•機能 パス名で指定したファイルをコマンドプロセッサとします。 

•書 式 SHELL = [〈 d :〉] [〈パス名〉]〈ファイル名〉 
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D.B テンプレート機能一覧 


D .7 コントロールキャラクタ機能 

〔 CTRL ] キーを押しながらアルファべットキーも押すことで、本体の動作を変 
更する機能です。 


コントロールキャラクタ 

機 能 

1 

CTRL 丨+问 

実行中のコマンドを中断する。 

1 

CTRL1 + 问 

コマンド行から最後の 1 文字を除去する。 

1 

CTRLj + 0 

スクリーンの上だけで改行する。 

1 

ctrlJ+0 

プリンタへのエコー出力の開始/終了。 

1 

CTRLI + 丨 N] 

( ctrl |+| p ] と同じ。 

1 

CTRL) 十回 

ディスプレイへの出力を中断する（任意のキー 


を押すと再開する）。 

| ctrl |+| x ] 

コマンド行を空にして、スクリーン上で改行 


し、¥記号を表示する。テンプレートに影響は 


与えない。 


D .8 テンプレート機能一覧 

最後に入力したコマンドを記憶する機能で、ミスタイプをしたときや、似たよ 
うなコマンドを連続して入力するときに使用します。 



機 能 

使用キー 

1文字までのコピー 
指定文字までのコピー 
テンプレート内のすべての文字をコピー 

1文字をスキップ（コピーしない） 

指定文字までをスキップ（コピーしない） 

入力の取り消し 
テンプレート内への書き込み 
文字の挿入 
文字の置き換え 
| CTRL h i z "! の挿入 

回 

回 

网 

网 

网 

[jNSk lf -8| 

网 
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数字 • 記号 


2 DD . 30 

2 HD . 30 

* (ワイノレドカード） . 62 

.. (親ディレクトリ） . 178 

. (カレントディレクトリ） . 178 

/ P スイッチ . 50 

/ W スイッチ . 52 

?(ワイノレドカード） . 62 

¥記号 . 67,76,77 

□ 

AUTOEXEC . BAT ファイル . 87,90 

AUX . 23 

AUX 1 . 23 

AUX 2 . 23 

□ 

BACKUP コマンド . 35 

BUFFERS . 96 

Q 

CD コマンド . 71 

CHDIR コマンド . 71 

CLOCK . 23 

COMMAND . COM . 87 

CON . 23 

CONFIG • SYS ファイル . 87,94,96 

COPY コマンド . 58,79 

回 

DATE コマンド .13 


DEL コマンド . 61 

DEVICE . 95 

DIR コマンド . 19,50 

DISKCOPY コマンド . 33 

回 

EMM . SYS . 92 

EMM 386. SYS . 92 

S 

FILES . 95 

FONT . SYS . 92 

FORMAT コマンド . 31 

回 

GRAPH.SYS . 92 



IO . SYS . 87 

□ 

KB . 27 

卿 

MB . 27 

MD コマンド . 69 

MENU . 15,40 

MKDIR コマンド . 69 

MORE コマンド . 55,56 

MOUSE.SYS . 92 

MS-DOS . 2 

MSDOS.SYS . 87 

MS-DOS コマンドー覧 . 176 
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索引 


MS - DOS の起動方法 . 4,7 

MS - DOS の終了方法 . 7，10 

m 

NECAIK 1 .DRV . 92 

NECAIK 2 .DRV . 92 

NECDIC.DRV . 92 

NUL . 23 


os 


B 

PATH コマンド . 82 

PRINT . SYS . 92 

PRN . 23 

面 

RAMDISK.SYS . 92 

RD コマンド . 74 

RENAME コマンド . 60 

RENDIR コマンド . 73 

REN コマンド . 60 

RESTORE コマンド . 35,37 

RMDIR コマンド . 74 

RSDRV.SYS . 92 

m 

SASI . 34 

SCSI . 34 

SEDIT . 98 

SEDIT の起動方法 . 98,99 

SEDIT の終了方法 . 103 

B 

TYPE コマンド . 55 

□ 

XCOPY コマンド . 79 

S 

アプリケーション . 2 


移動（ディレクトリ） . 71 

英数字の入力（日本語入力） . 146 

エラーメッセージ （ MS - DOS ). 152 

エラーメッセージ （ SEDIT ). 122 

オペレーティングシステム . 2 

親ディレクトリ . 68 

□ 

階層ディレクトリ構造 . 68 

外部コマンド . 18,84 

書き込み禁止 . 29,30 

拡張子 . 22 

カーソルの移動 （ SEDIT ). 108 

カタカナシフト（日本語入力） . 145 

カタカナの入力（日本語入力） . 145 

カタカナ変換（日本語入力） . 145 

カナ入力（日本語入力） . 132 

カレントディレクトリ . 71 

カレントドライブ . 26 

環境設定 . 87 

間接入力（日本語入力） . 133 

記号の入力（日本語入力） . 151 

キー操作一覧 （ SEDIT ). 111 

キー操作一覧（日本語入力） . 134 

起動の仕組み （ MS — DOS ) . 86 

起動の仕組み （コマンド） . 84 

起動方法 （ MS - DOS ) . 4,7 

起動方法 （ SEDIT ) . 98,99 

起動方法（メニュー） . 41 

切り取り （ SEDIT ). 112 

キロバイト . 27 

検索 ( SEDIT ). 115 

固定ディスク . 27 

固定ディスクの種類 . 34 

固定ディスクのバックアップ . 35 

固定ディスクのフォーマット . 35 

固定ディスクの復元 . 37 

コピー（ファイル） . 58,79 

コピー（フロッピィディスク） . 33 

コマンド . 12，15 

コマンドー覧 . 176 

コマンド検索パス . 82 
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索引 


コマンド実行の流れ . 85 

コマンド スイッチ . 20 

コントロールコード （ SEDIT ). 114 

コントロールキャラクタ機能 . 208 

削除（ファイル） . 61，81 

サブディレクトリ . 67,79 

サブディレクトリの移動 . 71 

サブディレクトリの削除 . 74 

サブディレクトリを作る . 69 

システムファイル . 23,91 

実行可能ファイル . 23 

自動実行バッチファイル . 90 

ジャンプ （ SEDIT ). 120 

終了方法 （ MS - DOS ) . 7，10 

終了方法 ( SEDIT ). 103，121 

終了方法（メニュー） . 48 

主ファイル名 . 22 

使用できないファイル名 . 23 

スクリーンエディタ . 98 

スクロール （ SEDIT ). 110 

絶対パス . 77 

相対パス . 77 

ソフトウヱア . 2 

単語の登録（日本語入力） . 148 

置換 ( SEDIT ). 117 

直接入力（日本語入力） . 133 

ディスク コピー . 33 

ディスクの基礎知識 . 27 

ディレクトリ . 19,66 

ディレクトリ名 . 177 

ディレクトリ名を変える . 73 

デバイス . 95 

デバイスエラーメッセージ . 152,153 

デバイスドライバ . 91 

テンプレート機能 . 208 

同音語（日本語入力） . 141 

ドライブ選択画面 . 46,47 

K ライブ名 . 24 


B 

内部コマンド . 18,84 

日本語入力 . 126 

m 

ハフ . 82 

パス名 . 76，178 

バックァップ . 28,33,35 

バッチ処理 . 88 

バッチファイル . 88,90 

バッファーズ . 96 

ハードウヱア . 2 

半角文字（日本語入力） . 147 

ひらがなの入力（日本語入力） . 144 

ひらがな変換 . 144 

ファイル . 19 

ファイルズ . 95 

ファイル選択ウィンドウ （ SEDIT ) ……98，100 

ファイル挿入 （ SEDIT ). 114 

ファイルのコピー . 58,79 

ファイルの削除 . 61，81 

ファイルの内容を表示 . 55 

ファイル名 . 22,50，177 

ファイル名拡張子 . 22 

ファイル名だけの一覧 . 52 

ファイル名の形式 . 22 

ファイル名を変える . 60 

ファイル名を調べる . 50 

フォーマット . 28,31，35 

複写 ( SEDIT ). 113 

フロッピィディスク . 27 

フロッピィディスクでの 起動 . 4 

フロッピィディスクのバックアップ . 33 

フロッピィディスクのフォーマット . 31 

プロンプト . 6,15,26 

文節（日本語入力） . 142 

編集画面 （ SEDIT ). 104，105 

編集操作 ( SEDIT ). 107 

B 

メガバイト . 27 
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メニュー . 6,9,12，15,40 

メニューの起動方法 . 41 

メニューの終了方法 . 48 

文字の削除 （ SEDIT ). 108 

文字列の削除と復活 （ SEDIT ). 109 

Q 

読みがなの修正（日本語入力） . 137，140 

予約ファイル名 . 23，177 

B 

ライトプロテクト . 30 

リストア . 38 

リネーム . 60 

ルートディレクトリ . 67,76 

ローマ字入力（日本語入力） . 132 

B 

ワイルドカード . 62 
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